












































ＭＦ文庫Ｊ

失敗禁止！

彼女のヒミツはもらさない！２

真崎まさむね
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第一話　『旧友再会！　犬耳少女が嗅ぎまわる！』

第二話　『尾行調査！　犬耳少女と逃避行？』

第三話　『絶体絶命！　この中に一人おもらしがいる！』

第四話　『失敗禁止！　彼女たちのヒミツは漏らさせない！』

エピローグ










　◆第一話『旧友再会！　犬耳少女が嗅ぎまわる！』



　眩まぶしさを感じて、手で日差しを遮さえぎる。

　太陽に熱せられているいつもの通学路を、オレ、清し水みずショウは一人で歩いていた。

　そこへ、突如、可愛かわいらしい声がひびいた。

「……久しぶりっ。ショウくんっ。やっと、やっと、やっと、会えたよっ」

　その声が実際に明るいものなのか、それとも、明るく作られたものなのか、オレには判断がつかない。

　呼びかけられた方を向くと、そこには一人の少女がいた。

　刺すような視線をこちらに向けている。

　オレは目を大きくして、息を飲んだ。

　ここで出会うはずのない少女だったからだ。

　セミロングの小柄な女の子だ。

　頭にぴょこんと犬耳のように髪が立っている。

「…………犬いぬ居い、亜あ希き…………」

　かすれたような声が口から漏れる。

「どうして、ここに……」

「ショウくんっ！」

　亜あ希きはきつい表情から一転して嬉うれしそうに笑う。

　ダッと地面を蹴って走り寄ってくる。

　犬耳のような髪の毛がちらちらと揺れ動く。

「なっ……！」

　目の前で、飛び跳ねた。

「ショウく――――んっ！」

　高く跳躍した亜希がオレに抱きついてくる。

　ちょうど顔に、柔らかい二つの膨らみが……！

「わぷっ……！　な、なにをっ……！」

「会いたかった！　会いたかった！　会いたかったよっ！　わああああい！」

「ま、前が見えない！　ちょ、危ないって！」

　亜希は細腕でオレの頭を抱きしめるようにして、頬ほおをこすりつけてくる。

「ショウくんの、ショウくんの匂いだぁ！　すんすんっ！　はふ、はふ―――」

「なっ、なんで匂いをかぐんだよ!?」

「なんで？　なんでって、アキはショウくんの匂いが大好きなんだもんっ！」

「そういえば、昔からそんなことを――って、うわぁ！」

















　かかとに石か何かの感触。そして浮遊感。

　前の見えなくなっていたオレはバランスを崩し、後ろに倒れこんでしまう。

「い、っつぅ――」

　亜あ希きはオレの胸の上に馬乗りになったまま、上半身を倒してくる。

　胸元から白い首筋がのぞく。

「わうー」

　柔らかいほっぺたがオレの頬ほおにくっつけられる。

「や、やめてくれ。通学路だぞ!?」

「無理だよー。すんごい久しぶりだもんっ！　もう我慢できないよっ……！　すんすん」

　亜希はオレの首筋に顔をうずめてから、顔をあげる。

「アキね、ショウくんの匂いがこっちからした気がして、走ってきたのっ！」

「に、匂いで……!?」

　言ってから思い当たる。

「そういえば、亜希、昔から鼻が異常に良かったけどさ」

「あれから色々あって、さらに磨きがかかったんだよっ。だから、ショウくんーっ。はあはあ。いい匂いがするよう」

「な、なんだよ、いい匂いって……」

「いい匂いはいい匂いだよ！　出会った時からアキはショウくんの匂いが好きだし、ショウくんも好きなの」

　顔をあげた亜希がひまわりのように明るい笑みを浮かべた。

「断言された!?」

「するよ。しちゃうよ。断言しちゃう。ショウくんの匂いはこの世界で一番尊いものなんだよっ！」

　亜希はきゅっと小さな拳こぶしを握にぎった。

「そ、そうなのか……」

　そこまで強く言われてしまえば、なんと否定していいか判わからない。

「……すぅぅぅ。えへー」

　大きく息を吸って、満足そうに表情を崩す亜希。

　それを見て、オレはなんともいえない不思議な気分になった。

　もしかしたら、以前の出来事は亜希にとっては、もうどうでもいい事になったのかもしれない。

　あの時は、謝あやまることすらできなかった。

　そして気づかないうちに亜希は転校していった。

　オレと聖ひじりに何も言わずに。

　だから勝手に、大きく傷つけてしまったと思っていた。

　だけど、もし亜あ希きが何のトラウマも抱えていないのなら、それ以上に嬉うれしいことはない。

　あの時は亜希と聖ひじりで大げんかになったというのに。

　彼女はそのことを気にしている様子をまったく見せないのだから。

「本当に、良かった――」

　オレがそう思ったのも束つかの間ま、亜希は顔をあげたまま、すんっ、と一度鼻を鳴らした。

　とろけたような笑顔がすうっと消えて、眉が吊つり上あがる。

　さきほど亜希と最初に顔を合わせた時と同じ、刺すような視線。

　そのまま小柄な少女は、形の良い鼻でもう一度息を吸い込む。

「――――――ヤな、匂いがする。あの女の、匂いだ――」

　冷たく恨みのこもった声。

　亜希の視線を追ってみれば、ちょうど聖が歩いてきていた。

　風になびくショートの髪を手で押さえ、いつもどおりの無表情。

　ドールの美び貌ぼうを備えた、オレの妹だ。

　聖は睨にらむ亜希に気づかず、こちらへと歩を進めてくる。

　そして、動きが止まった。

　亜希と聖の視線がぶつかる。

　聖は一瞬だけ、驚いたように瞳を見開き、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「…………亜希ちゃん」

「久しぶりだね。聖」

　平へい坦たんな声。

　亜希のオレを掴つかんだ手に力がこもる。

「……う、うん」

　聖がまるで豆腐のように肩をぷるぷる震わせる。

　その様子を見ながら亜希がゆっくりと立ち上がった。

「あの時の、別れる前の出来事、覚えてる？」

　告げられて、聖が大きく震える。

「アキ、絶対に聖のこと、許さないから……！」

　指を一本、聖に向かって突きつけながら叫ぶ。

「……あ、亜希ちゃん、あの時は――」

　聖が何かを言おうとして、もじっと太ももを動かした。

　聖の額ひたいからたらたらと汗が流れ落ちていき、ぽたりと制服にシミを作る。

「なに」

「……あ、あ、あの、あのときっ、はっ」

　口を開こうとするたびに聖ひじりの震えが激しくなる。

　首筋が赤く染まっている。

　きゅっと口元が引き結ばれる。

　頬ほおも紅こう潮ちようしている。

「……んっ、あっ……、あ、あの、ときっ……はっ……」

　オレの心臓が大きく跳ねた。

「ひ、聖……？　お前、もしかして――」

　緊張――

　つまり、――発動条件トリガが？

　そう思っても亜あ希きの前では尋たずねられない。

　聖のつま先がとんとんと地面を叩たたく。

　そこで、亜希の鼻がひくっと動いた。

「あれ？　何か、変な匂いがしてきた気がするよ。焦るような汗のニオイに混じって、何か、覚えのある匂い――」

「ち、違うぞ亜希！　勘違いだ！」

　叫ぶと亜希がこちらを見てくる。さっきの温かさの、欠片かけらもない目。

「何が勘違いなのかな。ショウくん」

「と、とにかく違うんだ……！」

「くん。この匂いは、こっちから……？」

　亜希が聖に視線を向ける。聖の顔面が蒼そう白はくになっていく。

　亜希の鼻は、思っていたよりも高性能なようだ。

　オレがそんなことを考えているうちにも、亜希は聖へと近寄っていく。

「うん。聖から、するような気がするよ」

　こ、このままでは、オレたちの秘密に気づかれてしまうかもしれない――！

　亜希と聖を一緒にいさせるわけには、いかないっ！

「すまん！　亜希！　オレたち、ちょっと用があるんだ……！」

　オレは亜希と聖の間に入り、聖を抱え上げる。

「……に、兄さんっ……！　急に、動かされたら……っ」

　焦る聖をお姫様抱っこ。

「悪い！」

　そう叫んでオレは学校へと向かって走る。

　よし、亜希は追ってこない！

　周りの通行人たちが見ているけど、関係ない。

　今は非常事態だ！



　　　　　　　●▲



　亜あ希きが見えなくなってすぐの街角だ。

「……も、もう降ろして、兄さん」

　恥ずかしそうに聖ひじりがオレに告げた。

　オレはゆっくりとしゃがみ、そっと聖を地面に降ろす。

「大丈夫か？　聖」

「……うん。もう、大丈夫。落ち着いた。…………兄さん、ごめんね」

「いいや、いいよ。気にするな」

　笑顔を向けてやる。

　すると聖はそっぽを向いた。白い首がのぞく。

「ひ、聖？」

　ちょっとだけ頬ほおが赤いような――。

「……に、兄さん。そういうのは、その、……照れるから」

　おや……？

　今まで見なかった反応だ。

　いつもはウザいとか言ったり、無視だったり、冷たい対応だったのに。

　そういえば、ちょっと前から対応が柔らかくなってきたような気がする。

「ひ、聖？　どうしたんだ？」

「……え？」

「ね、熱でもあるんじゃないか？」

「……に、兄さん？」

　聖の額ひたいに触れようと手を伸ばす。

「……っ！」

　聖は跳ねるように後ろに下がった。

「ひ、聖……？」

　ああ！　そうか。兄に額にぺたぺたと触られるなんて、嫌だよな……。

　きっとそうに違いない。今ので聖は不快になったのだろう。

　胃が、胃がキリキリ痛み出してきた……！

「……あの、いま、汗、かいてるから」

「そ、そうだよな。すまん。もうオレたち高校生だもんな。触られるのなんて嫌だよな」

　ああ――。

　地面にしゃがみ込みたい。視界が遠のいていく気すらする。

「……兄さん。…………わ。目が、死んでる。げ、元気をだして――」

「げ、元気だよ。オレは大丈夫だ。ああ、ふふ、はは。何の問題もないさ――」

「……だ、大丈夫。兄さん。大丈夫だから」

　聖ひじりがやや早口になっていってくる。

「ふふ、はは……あはは……」

　オレが落ち込んでいると、なぜか聖もうつむいた。

「……に、兄さんっ……！　兄さん……？　……うう、兄さんが話を聞いてくれない。どうせ、わたしなんて……」

「…………ああ」

「…………うう」

　なぜだか聖までどんどん暗くなっていってる。

　そこへ、ザァァァァっと車輪が路面を走る音が聞こえてきた。

「しー先輩っ！　聖せんぱーいっ！　おはようございまーすっ！」

　後ろを振り向くと、真っ黒に塗装された自転車が走ってきている。

　つやめいた黒いロングヘアが風に舞い、胸元の十字架が揺れる。

　吊つり上あがり気味の目が、笑みの形に細められていた。

　湊みなとかりんだ。

　かりんはオレと聖のすぐ近くまでやってくると、ペダルを蹴飛ばし、なんかやたらとスタイリッシュな感じで自転車から飛びおりる。

　危なげのない動作だ。もしかしたら一人で練習していたのかもしれない。

　小さな手で後ろ髪をはね上げながら告げる。

「闇の香り一つない朝ですね。民草どもには過ごしやすい気候でしょう。フフ――わたしには少し物足りませんが」

　口元を邪悪に歪ゆがませるかりんを見ながら、つぶやく。

「民草どもて。お前のキャラの立ち位置、いまいちわからんな……」

「ッッ！　しー先輩。その発言はアレですか？　聞きたいってことですか？　私のことを。聞きたいですか。そうですか。そうですよね！」

　かりんが跳ねるようにしてオレの肩をつかむ。

　まるで新機種ゲーム機を買ってもらった外国の子供のようなハイテンションだ。

　しかし、自転車から手を離してしまったため、ぐらり――

「お、おい。かりん。お前のチャリンコがっ」

「むっ！　チャリンコじゃなくて、漆黒の雷槍シユバルツ・ジヤベリンっていう――」

　がしゃーん。

　漆黒の雷槍とやらは無様に横倒しになった。

「あ、あーっ！　そ、そんな……。わたしの古竜ちゃんがぁ……。あ、ああ、えぐ」

　先ほどまでギラギラしてた瞳が涙でにじんでいく。

　かりんは倒れたチャリンコを元に戻そうとして、叫んだ。

「あ、あああ……そんな……。傷が、傷がーっ」

　がくり、とかりんが崩れ落ちる。

「だ、大丈夫だかりん」

「うう……。何が大丈夫だというですか。いうですかぁ……」

　動転しているのか、喋しやべり方までおかしくなっている。

「ほ、ほら。アレだろ。――いいじゃん」

　ポジティブに言ってみた。

　するとかりんは地面に座ったままキッ、とこちらを見てくる。

「……いいわけがないですよ！」

「アレだろ。えーと――。なんていうかな、バトルヒロインと同じだよ」

　意味が判わからなかったのか、かりんは目を丸くする。

「――え？」

「戦闘中にボロボロになった衣装で肌がちょっと見えるとか、オレはいいと思う」

「しー先輩!?　どうして今ここでそれを……。ま、まさか、わたしの漆黒の雷槍シユバルツ・ジヤベリンに性的興奮を!?」

「……に、兄さん。……まさか、人外に」

　さっきまで暗く落ち込んでいた聖ひじりが、ちょっと引き気味につぶやいた。

「ち、違う。そうじゃないんだ。ロボットとか、戦いの痕あとが残っていたりすると、格かつ好こういいじゃん。ああいう感じで――」

　オレのフォローも虚むなしく、かりんはため息をつく。

「そ、そうですか。しー先輩は、ボロボロのロボットにも興奮しちゃうんですね」

「しねえよ！　聖からも何か言ってやってくれよ」

「……兄さん。わたし、将来自転車になる」

「なれねえよ！　小学生か！」

「……に、兄さんが怒鳴った」

　聖が目をうつろにして、またもやしゃがみこむ。

　もしかして、オレの妹は打たれ弱いのか……？

「ちち、違うよ聖。つい、出来心なんだ。かりんに対応するついでに、同じようにしちゃったっていうか」

「しー先輩っ!?　ひどいです！」

「……悪い。失言だった」

「普通に謝あやまられました!?　本当に本気だったんですね!?」

　拳こぶしをぎゅうっと握にぎって、下からオレを睨にらんでくる。

「お、おい。かりん。そんなに怒ると――」

「んくっ……うっ……」

　遅かったか！

　かりんが膝立ちのまま内うち股またになり、太ももをこすりあわせている。

「はうっ……ぐぅっ……んんっ……」

　中ちゆう二に病びよう少女は青白くなった顔でオレを睨み、細い指を一本突きつけてくる。

「お、覚えててくださいっ――！　今に目にものを見せ――んぐぅっ……！　と、とにかくわたしは先に行ってますね！」

　かりんは腹部を押さえながら、自転車にまたがった。

　ふらふらと進んでいく自転車を見ながら、つぶやく。

「聖ひじり。オレたちも行こうぜ」

　隣でうなずく聖とともに、オレは歩き出す。

　しばらく歩いていると、街路樹に背中を預けながら立っている少女がいた。

　ジャージの上と短いスカート。勝気な笑みを口元に刻んでいる。

　海かい城じようカエデだ。

　カエデは胸元で腕を組む。組んだ腕の上でやわらかそうな胸が形を変える。

「よう！　偶然だなっ！」

　聖がカエデを胡う散さん臭くさそうな様子で見ていた。

「……偶然？　まるで誰だれかを待ち構えていたみたい」

　カエデは焦った様子で両手を広げて弁明をしだす。

「め、めちゃくちゃ偶然だぜ！　学校へ向かってたらちょっと疲れて、ここで休憩してただけだぜ！」

「……カエデが疲れた？」

　聖がほんのちょっとだけ眉根を寄せる。

「お、おう……。そうだぜ。別に誰かを待ってたとか、一緒に登校したいとか、そんなこと全然ないしなっ！　むしろ一人で登校するの大好きだし！」

　うんうん、とカエデがうなずいてみせた。

「……そう。じゃあ、私と兄さんは先に行くから」

「ま、待っ――！」

　カエデはこちらに向かって手を伸ばしてきた。

「どうしたんだ？　カエデ」

「ど、どうして一人で登校するのが好きなんて言っちゃったんだよ。バカ。アタシのバカッ……！」

「カエデ？」

　おかしく思って問いかける。だが、返事はない。

「うう……。今更一緒に行きたいとか、言い出しづらいぜ……」

「何をブツブツ言ってるんだよ？」

「べ、別にアタシは何も言ってないぜ！」

「……そうか？」

「もちろんだぜ」

「じゃあ、オレたちは先に行くけど――」

「ちょ、ちょっと待つんだぜ！」

「え、ええ……？」

「それがな、その……。えっと……、あー！　ううう。ひ、非常に言いづらいんだけど……。あー」

　カエデは自分の腕をむにむに摘つまんでみたり、口元をゆるめたりふくらませたり、やたらと挙動不審な様子をみせる。

　目線もどこか安定しない。

　いったいなんだ……？

「だ、だからな、やっぱり一緒に――」

　カエデが言い終える前に、黒塗りの車がオレたちのすぐ近くに走ってきた。

　そして、ゆるやかに停車する。

　後部座席の窓がひらく。

「ごきげんよう。こんなところで何をしているのかしら？」

　優雅な声。金色の美しい髪に、神秘的なブルーの瞳をした少女。

　穏やかな微笑ほほえみを浮かべたお嬢様。

　流りゆう泉せん寺じクリスだ。

　カエデはクリスをみて、ふてくされたように頬ほおをふくらませる。

「ふんっ。お前には、関係ないぜ」

「あら。そうなの？」

「ああ。朝から気分悪いぜ。ムカつく奴やつの顔を見ちまった」

　カエデは半眼になり、クリスを睨にらむ。

　そう。カエデは野性の勘で、クリスが良くない存在であることを見抜いているのだ。

　ただ、実際にどう変態なのかはわかっていないようで、『なんとなく気に食わない』という態度をつらぬいている。

「ふうん？　そんなことを言うのね。あたしはカエデのこと、大好きなのに」

　クリスが告げた途端、カエデは自分の身体からだを抱きしめる。

「う、うぞぞぞっ！　き、気持ち悪いことを言うんじゃないぜっ！」

「……鳥肌まで立てちゃって。そんなにあたしのこと、意識してくれてるの？」

　クリスが高級車の窓から身を乗り出す。

「へ、変な勘違いするんじゃないぜ！」

「変？　変ってどんな勘違いなのかしら？」

「ぐっ……。あ、アタシがお前のことを意識してるとか……」

「してるじゃない」

「し、してないぜ……！」

　クリスは柔らかい微笑ほほえみを作ってみせた。

「そうなの？　良かった。ずっと敵視されてる気がしたものだから」

「し、してる！　それはしてるぜ！」

　カエデがガーッと両腕を振りあげて、牙をむく。

　クリスにひどい遊ばれ方をしているのだが、そんなカエデがちょっと可愛かわいくみえる。

　ちょっとした言葉にすぐに反応し、顔を赤らめたり、怒ったり。表情がめまぐるしく変化している。

　カエデを弄もてあそんで満足したのか、クリスはにこやかに微笑んで告げた。

「ふふ。まあ、いいわ。どうせ学園に行くだけなのだし、乗っていきなさい。しーくん、聖ひじり、カエデも」

「あ、ああ。いいのか？」

　オレが尋たずねると、クリスがうなずく。

「ええ。いいわよ」

「……お邪魔します」と聖。

　よくわからないが高級車なのだろう。車内が広い。車特有の狭苦しさを感じさせない。

　運転席には髪がほとんど白くなった、スーツ姿の老人がいた。運転手だろうか？

　すげえ金持ちっぽい。

「カエデは乗らないのかしら」

　外で一人たたずむカエデに向かって、クリスが尋ねる。

「ぐっ。て、てめえの世話になんてならないぜ」

「そう。じゃあカエデ？　学園まで競走しましょう」

「えっ。ちょ――」

　クリスはカエデに勝負を持ちかけたまま、返事も待たずに運転席へ言葉を投げる。

「じい。出して」

　カエデが何か言いかけていたが、構わずに車は進みだす。

「ちょっと、待て。そりゃあないぜ！　おい、聞いてるのか！　お――」

　カエデが置き去りにされた。あ、怒って手を振り回してる。

「ちょ、ちょっとクリス。今のはひどいんじゃないのか」

　クリスが良いい笑顔でオレのほうを見る。

「大丈夫よ。カエデなら、ね。それに、必死で頑張ってるカエデって超可愛かわいいと思わない？」

「そ、そうか……？」

　ちょっと先にあった信号が赤になり、車が停とまる。

　オレは心配になって後ろのカエデを振りかえった。

――恐ろしい速度で走ってきていた。

　かなり距離が開いていたはずなのに、人外じみた速度でやってくる。

「くりぃすゥゥゥゥゥ！　待てえええええ！」

「なんか、あんな妖怪いたよな」

　オレは追いかけてくるカエデを見ながらそんなことを呟つぶやいた。

　数分ほどして、学園に到着する。

　オレたちがクリスの車から降りると、ちょうどかりんも到着したところのようで、おなかの下を押さえながらチャリをこいでいた。

　かりんと視線が合う。

「む。しー先輩、もしかして、わたしを心配して、追いかけて……？　にゅふ、にゅふふふ……」

　ほぼ同時にカエデも走ってやってきた。

　手で額ひたいを拭ぬぐったカエデは、やや息を荒くする程度の疲れ方だ。

　……どれだけ体力あるんだ。

「てっめえクリスっ！　あれは卑ひ怯きようだぜ！　無効だ！」

　つかみかかってくるカエデ。クリスはその頭をぽんぽんと撫なでる。

「ふふ。ごめんなさいね」

「なっ!?　あ、アタシの髪を撫でるなぁっ！　梳すくなぁ！」

「いいじゃない。別に」

「よ、よ、よくねーぜ！」

　髪を撫でようとしているクリスに、振り払うカエデ。なんかニヤけてるかりんに、それに、聖ひじり。

　こうしているだけなら、ただの美少女の集団なんだけどな。

　こいつらはどうしようもなく致命的な欠陥を抱えている。

　誰だれか一人でもヒミツが発覚してしまえば、下手すれば全滅するしかない。

　……バレないといいな。

　オレはそんなことを考えてため息をついた。

　そしてオレと聖ひじりは第二華か道どう部ぶのメンツと別れ、自分たちの教室へと入った。



　朝のホームルーム。

　四十すぎの男性教師が、つまり、オレたちの担任が教卓に手をつき、告げた。

「えー。このクラスに転校生が来ることになりました」

　その一言でクラスメイトたちがどっと沸いた。

「先生！　女子ですか!?」「どんな人ー!?」「すげえ……！　転校生だ！」

　クラスメイトたちが近くの席の人と、がやがやと話しだすのをよそに、オレは嫌な予感を覚えていた。

　そういえば、亜あ希き――なんであんなとこにいたんだ？

　思い返してみれば、聖せい流りゆう学園の制服を着ていた気がする。なぜオレはすぐに気づかなかったのか。バカじゃないのか。もしかして、アイツが、ここに……？

「お前ら静かにしろ！　……犬いぬ居い、入っていいぞー」

　担任が一喝してから、教室の外に声をかけた。

　すると教室の前扉ががらりと音を立てて開く。

　入ってきたのは、予想していた少女そのものだった。

　彼女はゆっくりと教壇の上に立ち、クラスメイトたちに顔を向けた。

「はじめましてっ！　犬居亜希だよっ！　昔はこの辺りに住んでたから、知っている人もいるかもだけど、よろしくねっ」

　頭を下げると、亜希の頭の犬耳じみた寝癖のついた髪がぴょこっと揺れる。

　そして亜希はオレの方を見た。うわ。手を振ってきたぞ。

「ショウくん同じクラスだねっ！」

　そうやって微笑ほほえみを向けられた瞬間、クラスの男子たちから殺気のこもった視線を送られた気がする。

　クラスの一人が「はいっ」と手をあげ、質問を投げかける。

「犬居さんはどこから来たんですか？」

「一個前が北海道で、その前が鹿児島だよ。おとーさんの仕事の関係で、引越しが多いんだよね」

　亜希は犬耳をぺたりこ、と下げて寂しそうにつぶやく。

「犬居さんは彼氏とかいるんですか!?」

「いないけど……」

　とか言いながらオレの方をみた。

　……？

「い、今、清し水みずのほうを見て頬ほおを染めたぞ!?」「清水。てめえ、第二華道部だけじゃ飽きたらず!?」「ココ、コロス」

　クラスから変な反応が返ってきた。明らかに物騒な発言をしてるやつがいるじゃねえか……！

　亜あ希きが両手で頬ほおを押さえ恥ずかしそうに呟つぶやいた。

「いたら、いいなって。――きゃっ」

「なんだあの反応……」「どうして清し水みずなんかが……」「絶対あいつ催眠術とか使ってるよ……」

「使ってねえよ！」

　催眠術とか言ったのは、オレの友人のはずの加か藤とうだ。

　くそ、覚えてろよ。

「声を荒げたぞ！」「やっぱり使ってるんだ！」「美少女に無理やりあんなことをさせてるに違いない！」

　っつーか催眠術とか信じるなよ……！

　どうやらオレのクラスメイトたちは少々知能が残念系なようだ。

　高校生になってもこの騙だまされやすさとか、可哀かわい想そうになる。

　そんなことをしている間に、亜希の座る席を担任が指定していた。

　一番後ろの席だ。まあ、そこしか空いてないしな。

　その途中、聖ひじりの席の近くで亜希が足を止めた。

「今は、何の匂いもしない……？」

　亜希が聖をじいっと見ている。

「絶対今朝、なにか匂いがしたと思ったのに……」

　不ふ可か解かいそうに呟いたあと、亜希は――

　何の躊ちゆう躇ちよもなく、聖の下腹部に飛びかかった。

「この辺、この辺から何かした気がするのっ！」

　聖のやわらかそうな太ももに亜希が顔をこすりつける。

「……あ、亜希ちゃん。な、何を、んんっ……」

　人形じみた美び貌ぼうの妹が苦しそうにあえぐ。

　クラスメイトが驚きよう愕がくしたような声をあげる。

「い、犬いぬ居いさん!?　いったいなにを!?」「清水さんになんて羨まし……いや、ひどいことを!?」「ま、まさかれずびあん……」

「聖、おとなしくしてっ！」

　そんなことを言いながら亜希は聖のスカートに頭を突っ込もうとする。

「……や……、んっ。やめて、亜希ちゃん。だ、だめ……！」

　聖がその頭を押さえ、抵抗していた。

　口元を引き結んで、汗をたらたら流している。

「いったいなにが起こっているんだ」「意味が、判わからない……」「はっ。わ、わかったぞ……！　これは清し水みずがやらせてるんだ！」

　うるせえ加か藤とう！　やらせてねえよ！

　亜あ希きの頭が聖ひじりのスカートのなかにすっぽり収まった。

　って、おいいい!?

　一体なにしてんだよ！

　あまりにも想定外すぎて、慌ててしまい、反応が遅れてしまった……！

　それ以上聖にひどいことをするのは許さんっ……！

「ひ、聖に何してやがる！」

「なんだと清水。お前がやらせたんだろう!?」「そうだそうだー！」「自分は関係ないアピールか！」

　なぜかクラスメイトの攻撃がオレに向いた。

「ち、違う！　オレが聖にそんなことをするわけがないだろうが！」

　クラスメイトからの視線がさらに厳しくなった。

　なんでだよ!?

「違うだと？　そういうプレイなんじゃないのか」「自作自演で妹を助けて好感度を稼ぐ気なんじゃないのか？」「……清水くんサイテー」

「違う！　本当に違うんだっ！」

　く……。こんなやつらに時間を取られていたら、聖が危ない……！

「ええい、もういい！　どけっ！」

　オレは間にいたクラスメイトを力ずくで排除し、聖の元へ。

　犬少女の肩を掴つかみ、スカートの中から頭を引きぬいた。

　亜希は唇をむーっと尖とがらせ、不思議そうな顔をしていた。

「おかしい。おかしいよ。今朝は何かあったと思ったのに……。匂いが、消えてる」

「いいか？　亜希。あのな。女の子のスカートに頭を突っ込んだら、いけないんだぞ」

「でも、女の子同士だよ？」

「女の子同士でもダメだろ!?　見ろ、聖を！　恥ずかしそうにしてるじゃないか」

　聖は自分の身を抱きしめ、片手でスカートの裾すそを押さえていた。

　耳たぶが赤くなってて、肩が震えている。

　まあ、恥ずかしがってる聖は超可愛かわいいわけだが。

「で、でも、変な匂いがっ」

「聖は変な匂いなんかしない！」

「け、今朝はっ……」

「聖ひじりはいつでもフローラルだよ！」

「ふ、ふろーらる……」

「……に、兄さん。そ、それ以上はっ……」

　なぜだか余計に聖が恥ずかしそうにしている。

「ショウくんだって、今聖にやったじゃないっ」

「オレが何をした!?」

「こ、ここ、言葉責めってやつだよっ！」

　頭の犬耳をぴーんと立てて、亜あ希きが告げる。

「こ、言葉責め？　言葉責めってなんだよ」

　尋たずねると亜希が戸惑ったように口をパクつかせた。

「え、ええ……。知らない、の……？」

「ああ。いったい、何なんだよ？」

「え、えーと……」

　視線を彷徨さまよわせる。

「わからないのか？」

「しょ、ショウくんが今やってることだよっ……！」

「……？　尋ねると言葉責めになるのか？」

　意味が判わからない。

「そ、そうだよ！　知らなかったの？」

「じゃあ、今亜希がしているのも、そうなのか？」

　亜希の犬耳がびくんっ！　と立った。

「っ！」

「ということはオレたちは今、責めあってるのか？」

　亜希がぎゅっと唇を噛かんで顔を真っ赤にする。

「っっ！」

　とか話していると、すぐ近くに担任が立っていた。

「「あ……」」

　担任の口の端が引かれ、笑みの形になる。

「お前ら、いい加減にしろよ？」

「…………すみませんでした」

　スパァン！　と、出席簿でオレの頭がはたかれた。



　とにかく、である。

　何の因果か鼻の良いい亜希と、聖が同じクラスになってしまった。

　これは、ちょっとまずいことになった。

　亜あ希きはどうやらオレよりも聖ひじりに恨みを持っているようなのだ。

　聖のことを探られたら。ヒミツが発覚したら。それを漏らされたら。そう思うと心臓の鼓動がずくんずくんと強くなる。

　だからオレは休み時間に、こっそりと亜希に声をかけた。

「昼休み、屋上まで来てほしい」と。



　　　　　　　●▲



　昼休みの屋上。

　空から降り注ぐ太陽がフェンスの影を濃く描く。

　オレが一人で待っていると、ぎぎ、と音がして扉が開いた。

　小柄な幼なじみだ。こちらへ向かって歩いてくる。

「来てくれて嬉うれしいよ。亜希」

　笑みを向けると、亜希も明るく笑う。

「アキも呼び出してくれて嬉しいよっ。えへへっ」

「そうか。なら、良かった。……ところで聖のことなんだが」

　告げると、亜希の視線が険しいものに変わる。

　不機嫌そうに頬ほおが膨れている。

「ふーん。いつも、聖、聖って、いい加減、妹離れしたほうがいいよ」

「必要性がないからな」

「なっ……！　そんな自信満々にっ!?　だ、だってアレだよ。いい年して仲の良いい兄妹きようだいとか、あんまりいないよっ」

　亜希は身体からだの前に、両手をブンッ！　と上から振り落ろしながら叫ぶ。

「だからどうした？」

「えっ。え、え……？」

　犬耳少女の目が丸くなる。

「だからどうしたっていうんだ。いいじゃないか。これからのスタンダードだよ」

「スタンダード!?　それはまた大きく出たね！　ありえないよっ！」

　亜希は驚いたように叫ぶ。

「仲がいい？　結構なことじゃないか。仲が悪いのと良いの、どちらがいいかと聞かれたら、答えは決まってるじゃないか」

「ひどい二元論だよ！　アブラゼミとオレ、どっちが好き？　っていう告白くらいひどい二元論だよっ！」

　うー、っと唸うなりながら、亜あ希きがオレの顔を覗のぞきこんでくる。

「それこそ話をおかしな方向に誘導してないか？」

「そもそもね。答えが決まった質問は卑ひ怯きようだよっ！　ショウくんもさ、聖ひじりちゃんと酸素、どっちが必要か――って聞かれたら答えられる？　答えられないで――」

「聖」

　一瞬の迷いもなく答える。すると亜希がポケッとした顔で意味のない言葉をつむぐ。

「えっ」

「聖だろ」

「さ、酸素なければ死んじゃうんだよ！」

「だから聖」

　重ねて言うと、亜希はちょっと引いたように後ろに下がった。

「…………そ、そう」

「うん」

　オレが頷うなずくと、亜希はおそるおそる、といった様子で口を開く。

「…………命よりも？」

「命よりも」

　亜希は唐突に犬歯をむきだしにして、叫ぶ。

「ショウくんのばか！」

「えっ」

「ばーか！　ばか！　ばーか！」

　亜希は両目をぎゅっと瞑つぶりながら言い続ける。

「待て。なんで悪口になるんだ。おかしいだろ。しかも恐ろしく低レベルじゃないか」

　髪を逆立てる勢いで、亜希は唸った。

「ぐるるる、がうがう」

「大体その犬っぽい唸り声はまだ直ってないのかよ」

「うるさーい！　うちは犬いっぱい飼ってるから仕方ないの！」

　亜希がぐー握にぎりの手を高く掲げて振り下ろす。

「引越し多いのに？」

　オレが尋たずねると、亜希はがくりとうなだれて呟つぶやいた。

「多いのに、だよ」

「……大変そうだな」

　亜希がはあ、とため息をついた。

「うん。ペット可マンション探したりねー、おとーさんが苦労してるっぽいよ」

「そうなんだ……」

「そうなの。で、何の話だっけ……？」

　すっかり何を話していたか忘れてしまったようで、亜あ希きが首をかしげる。

「聖ひじりのことなんだけど」

　聖という単語が出た途端、亜希の目が吊つり上あがる。

「またそうやって聖、聖って――！」

「話題が戻ってる！　ループしてるから！」

「あれれ……？　そっかっ！　そうだよね！　なんかそんな気がしたよっ！」

　ああ……。亜希。わりとダメな子なところまで、全然変わってない……。

　これは、回りくどく話したら余計こんがらがるだけだ。今までも直球だったが、更に直球で尋たずねてみる。

「亜希はアレか。聖が、嫌いなのか？」

　亜希は腕を組み、むぅ、と声を出し、しばらく考えてから呟つぶやいた。

「……たぶん。見てるとモヤモヤするし、きぃーってなって、ぐわーってなるし……」

「なんだか抽象的だな……」

「うん？」

　しかし、そうか。

　解決法が見えた気がする。

　まず一つ、うちの妹は超かわいい。誰だれもが愛さずにいられないほどの最上の妹であるとオレは自信を持って言える。

　そして二つ目、なのに亜希は嫌っている。

　それはなぜか。答えはたった一つの単純なものだ。

　オレはしばらくタメを作ってから、真面目まじめな顔で亜希に言った。

「たぶんそれは、アレじゃないか？　聖の魅力がわかってないんじゃないか？」

「……はい？」

「聖の顔をよく見てみろ。スゴイ整ってて可愛かわいいだろ」

「ふんっ。今は人形みたいで、アレだよね。まるで人間じゃないみたい」

　亜希が吐き捨てる。

　やっぱりこいつ、判わかってない。

「いいや！　違う！　よーく見るんだ。押し殺した表情の中に、わずかに見えるんだ。嬉うれしくて頬ほおが緩みそうで、でも顔を引き締めちゃう。だけど堪こらえきれずにわずかに口元が笑ってしまう。ちょっとこれは普通じゃないくらいに可愛いと思う！　他にも、最近料理を作ってくれたんだ。あまり上手じゃないけどって、少しだけ、ほんの少しだけ気まずそうで――」

　オレが言えば言うほどに亜希は表情を険しくしていく。

「ぐっ……！　なんか、さらにムカついてきたよ！　もやもやーっとしてきたっ！」

「え。あれ……？」

「だいたいね！　アキだって料理くらい作れるよ！　聖ひじりよりもっと上手に作れるし！」

「一体何を作れるっていうんだよ」

　亜あ希きはふふ、と笑い、自信満々に言ってくる。

「聞いて驚くといいよっ！　なんと！」

「なんと……？」

「カップラーメンの三ランク上くらい！」

　亜希は得意げな表情でオレを見た。

「さ、三ランク、だと……？」

　さっぱり判わからない。

　判らないが、亜希は『どうだ、驚いたでしょ！』とばかりに、くいっと顎あごをあげた。

「ふふん」

「とりあえず驚いてみたものの、全く判らん。どれくらいなんだ？」

「ショウくんに教えてあげるよ。一ランク上が、なんと――！　海の苔りをいれちゃうんだよっ！」

　亜希は両腕を組みながら、カッと目を見開いた。

「まるで成長していない!?」

「そして、気になる二ランク上が――！」

「すごいタメ作ってるけど、何も気にならないぞ!?」

「出来上がったカップラーメンに卵をいれちゃうんだよっ！」

　これには参ったでしょう、と言いたげに、犬耳がピンッと立っている。

「一ランク上と二ランク上の差が判らない……」

　これは何かの謎かけなのか……？

「そして、気になる三ランク上が……って、ショウくん、全然期待してないよねっ!?」

「今の流れから期待できたら逆にすごい」

「えっ、ええ……？　い、いや、ふ、ふふ。そんな強がりもここまでだよ」

　亜希は気け圧おされたようにのけぞってから、震える言葉をつむぐ。

「き、聞いて驚くといいよっ！　なんと、オマール海え老びとムール貝のリゾットっ……！　とか……だったり……」

「一気に上がりすぎだよ!?　そして、なんかすごそう！」

「でしょう。すごいでしょう！」

「でも、絶対嘘うそだよね？」

　じいっと亜希を見て尋たずねると、犬耳がへにょんと垂れた。

「う、嘘うそじゃないよっ！」

「じゃあオマール海え老びって知ってるのかよ？」

　亜あ希きは目線を数秒ななめ上に向けてから、強く言い放った。

「…………おまる、と、何か関係があるはずっ！」

「絶対ねえよ！」

「お、おまるの中で養殖された海老を、オマール海老っていうんだよっ。ショウくんは物を知らないなあ」

　亜希はオレと目を合わさないようにしながら告げる。

「そんな最低な物があったとして、オレは知りたくない」

「ショウくんは今全フランス人をバカにしたよっ！」

「オレがかよ！　亜希のほうがすごい勢いで愚ぐ弄ろうしていると思うぞ……。あとフランスだけじゃないからな、オマール海老使ってるの」

「ううん！　フランス人はおまるで生まれ、おまるで生を終える、って聞いたことがあるような気がしてきたよ」

「今作ったよね。確実に」

「だけど待ってほしいよっ！」

　亜希が手をぱーにして、オレに突きつけてくる。

「何を？」

「今ここには、アキとショウくんしかいないよね」

「ああ、まあ――確かに、そうだが」

「となると、アキの支持派が五十パーセント。ショウくんの支持派が五十パーセント。完全なるフィフティ・フィフティ。つまりどちらが正しいとも言えない状況だよね」

「言ってることがおかしくないか!?」

「お、お、おかしくないよ」

「なんだか話し合い自体が無意味な気がしてきた」

「い、意味はあるよっ。もっとこう、アキと喋しやべったり色々するといいと思うっ」

　拳こぶしをぎゅっと握にぎり、犬耳をぴんと立てて、亜希が叫ぶ。

「色々って、どういうことをだよ……？」

　少女は握った手を半開きにして、ぐにぐにと動かしだす。しばらくして耐え切れなくなったのか、こちらをキッと見た。

「い、いろいろは、いろいろだよっ！」

　そして亜希は言葉を続ける。

「――っっ！　こ、このえっちっ！」

「えっちなことなのかよ!?」

　亜あ希きはあわあわと驚いたような表情になった。

「そ、そんな訳がないよっ！　むしろ言い出したほうがえっちなんだよっ！」

「い、言い出したのお前だけど……？」

「ぬかったよっ！」

　亜希は両手で頭を押さえた。

「と、とにかく……。ショウくんはアキといろいろする必要があると思うの！　え、え、えっちなこと、以外で……」

「……そうか」

　確かに、亜希と話したり、何かしたりすることもいいかもしれない……。

　過去の、ちょっと思い出したくもない負い目もある。

　亜希が今どういった気持ちでいるのか、オレには判わからないしな。

「……も、もしショウくんが望むのなら、そういうのも、ありかも……とか……」

「わかった。そうしよう」

　オレが考えてからつぶやくと、亜希が目を丸くして飛び上がる。

「え、ふぇっ!?　え、えっちなこと!?」

「……え？　何を言ってるんだお前」

　何かよくわからないことを叫びだした亜希を不ふ可か解かいな気分で見る。

「なな、な、なんでもないよっ！」

　亜希は上目遣いになって告げる。

「じゃ、じゃあ、さ……」

「うん？」

「そ、その……。ほ、放課後、一緒に、どっかいかない……？」

「ちょっと待ってくれ。放課後は部活が――」

「ショウくん、部活やってるんだっ。何部なの？」

　興味津々、といった様子で亜希が目を覗のぞきこんでくる。

「…………華か道どう部ぶだよ」

「か、華道部!?　え、あれ？　……あれ？　いったいどういう風の吹き回し？」

「えーと……」

　なんと答えようか言いよどんでいるうちに、亜希はむーっと唇をつきだした。

「もしかして、聖ひじり……？」

「う」

「そっか。聖なんだ……。あれ？　ショウくん、もしかしてごまかそうとしてる？」

「い、いや、そんなことはないぞ？」

　亜希は聖を恨んでいるような様子だ。

　また聖ひじりの話題を出せば不機嫌になりそうな気がする。

「……この汗のニオイは、焦ってるニオイだよっ！」

「いや、いやいやいや。そそ、そんなので、わかるわけがない。ないさ！」

「わかるよ。なんでもね、緊張した時とか、焦った時とか、怒ってる時、その時の気持ちによって、汗の成分とか違うらしいんだよ」

　口元を笑みの形に吊つり上あげ、亜あ希きは得意げに告げた。

「だとしても、そこまで判わかるっていうのかよ」

「うん。もしかして、ショウくんはわからないと思ってる？」

「……ああ」

「じゃあ、そうかもしれないよね。うん。この距離だと精度に不安があるよね」

　うんうん、と亜希が頷うなずいてみせる。

　亜希は床を蹴ってジャンプ。

　両手でオレの首に、抱きついて、きた……!?

「ちょっ、なにを――」

　オレの首に顔をうずめ――

「くんくん、くんっ」

　亜希の息が首筋に当たる。

　あたたかく湿った空気が肌に触れる。

　ゾクゾクッ――と、オレの背筋に何か電流のような感触が走った。

　はぁ――と、亜希の吐息が肌に触れる。

「うん。やっぱり、少し汗をかいてるよ。これは焦ってるニオイだね。何かを隠そうとしているね」

　どこか、亜希の声がつやめいてきたような気がする。

「甜なめちゃおう、かな……」

「なっ……」

「ぺろっ……んっ……」

「――――ッ!!」

　あたたかで湿った感触が肌の上を撫なでていく。

「ん……ちゅ……」

　首筋が燃えるように熱い。

「はぷ……んっ……」

　柔らかい何かの、おそらく舌の感触が、つつつ、と動く。

「や、やめろっ……！」

　亜希の小さな肩を手で押し返す。

「あっ」

　残念そうな声が離れていく。

「い、いきなり何をするんだ!?」

「ご、ごめん。ついっ……」

「『つい』で舐なめちゃうのかよ」

「と、とにかくだよっっ！」

　何かをごまかすように亜あ希きが叫ぶ。

「今日の放課後、付き合って」

　すぐ目の前で、亜希がそう言った。

「…………わかったよ。部活には断りを入れておくから。放課後になって少ししたら、正門前で会おうか」

「絶対だよっ！」

「あ、ああ」

　亜希は念を押すように、人差し指をすぐ目の前に突きつけてきた。指紋さえ見えそうなほどに、すぐ近くだ。

「ぜったいだからねっ！」

「ああ。わかってる。とりあえず、そろそろ教室に戻るか」

　そしてオレたちは屋上を後にした。
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「おいっ！　清し水みず。お前、犬いぬ居いさん連れてどこいってやがった……！」

　教室に戻るなり、オレは肩をがしっと掴つかまれた。

　友人の加か藤とうだ。

「なにすんだよ、加藤……って、お前――泣いてるのか？」

「な、泣いてなんかねえよぉっ……！　どうしてだ。どうしてお前ばかり。ぐすっ」

　加藤はそれなりに整った顔を、涙と悔しさでぐしゃぐしゃにしながら、オレを揺さぶる。

「俺おれも、俺も女子と会話してえんだよ……っ！」

「や、やめろっ。オレの制服で涙を拭くな！」

「ぐすん、ぐすん……。なあ、清水。頼むよ。頼みが、あるんだよ……。頼む、よぅ……」

　加藤は弱々しい声でつぶやく。

　オレは頬ほおをかきながら答えた。

「……わかったよ。聞くよ。聞いてやる。一体何をしてほしいんだよ」

「清水……。ああ、清水ありがとう。やっぱりお前はいいやつだな……！」

「おい。照れるから、やめろよ。何があったか知らないけどさ、そこまで頼られたなら、協力してやるさ」

　加か藤とうは言いづらそうに左右を見てから、口を開いた。

「清し水みずの使ってる催眠術を教えてほしいんだ」

「……え？」

「だって、そうなんだろう？　お前は催眠術で女の子たちを操って、充実した学園生活を送ってるんだろ？　俺おれもやりたいんだよ清水。そういうの」

「ンなワケあるかっ！」

　ひどすぎる言いがかりだ。

「頼むよ清水。お前が教えてくれるなら、俺はお前に抱かれてもいいから！」

「抱――!?　金もらっても嫌だよ！」

　とんでもないことを言い出す男である。

「頼むよぅ。俺も女子に、『加藤くんステキ！』『加藤くんと話せるだけで幸せです』とか、言われて囲まれたいんだよぅ……！」

　俺『も』女子に、って、『も』ってなんだよ。オレはそんなのしてないぞ、と思いながら加藤に尋たずねる。

「モテモテ感を演出したいってことか？」

「あ、ああ！　それがダメなら、『おはようっ。加藤くん。きゃっ、加藤くんが返事してくれたぁ！　頭がショートしちゃうよぉぉ！』とか言われたい……！」

「な、なるほど」

　そんなことを言われて何の意味があるのか、オレにはさっぱり理解できんが。

「いや、俺が挨拶したら、『おはよう。加藤くん』って挨拶してくれるだけでいい」

「急に望みが下がったな？」

　挨拶したら返事くらい返されるだろ。普通。

「そ、それでもダメなら、せめて、俺が挨拶した時に、『うわ、加藤だ』っとか言って嫌な顔するのやめてほしい……」

「……なんか、可哀かわい想そうになってきた。一体どうしてそんなことに……」

「そういう訳で、お前の催眠術を俺に伝授してくれ……。第二華か道どう部ぶには使わないからさぁ……」

　そこで亜あ希きの声が後ろから聞こえた。

「ねえ、その第二華道部って何？」

　ゾクリと背筋が冷える。

　いつの間にか亜希がすぐ近くにきていた。

「ああ。俺に、話しかけてくれる、女子が、いた……」

　加か藤とうが涙をぼろぼろと流しながら、感極まったようにつぶやいた。

「答えるよ。何でも答えるよ。犬いぬ居いさん。第二華か道どう部ぶってのは、ショウがいる美少女ばっかりの部だ」

「お、おい。加藤っ！」

　亜あ希きは鋭い目でオレを見ていた。

「……ちょっとショウくん。どーゆーことかなっ」

「ショウが美少女を侍はべらすだけの部といっても過言じゃない」

「ふーん。そうなんだ。へえ」

　亜希がにこりと笑ってみせる。が、まったく笑っている気がしない。

「ち、違うんだ……！」

「…………アキはね、思うんだ。そんな部いらないよねって」

「それは加藤の勘違いであって、違うんだ」

「じゃあ、何の部なの？」

「ええと……。そ、そう！　華道だよ！」

「なんで今ためらったの」

「いや」

「ああ。さっき言ってた聖ひじりもいる部が、そこなんだ」

「い、いや……」

　言葉に詰まる。亜希が笑う。怖い笑みだ。

「ふうん。そうなんだ。そこなんだね」

「な、なんで!?」

「わかるよ。ショウくんだもん。焦ったよね。嘘うそついたよね。するよ。そーいう匂いが」

「ぐ……」

　すべてを見透かされている気がした。

　どんな隠しごとをしても、亜希には隠し切れない。そう思った。

　やはり、アキと第二華道部の面々をあわせるのは危険過ぎる。

　オレが引き離さなきゃ、いけないんだ。



　そのあとは、特になにも問題はなく全ての授業が終わった。

　聖とともに華道部へ向かおうと思っていた。だが、聖は職員室に授業中判わからなかったことを聞きに行くと言って去っていった。

　やはり、オレの妹は優等生だな。――お兄ちゃんは鼻が高いぜ。

　というわけで、華道部の部室である。

　亜希とは校門で待ち合わせ、とのことで、オレは華道部に休みの連絡を入れにきたのだ。

　部室に入ると、華か道どう部ぶ部長のクリスが一人で優雅に座っていた。

　ちら、とオレの方を見て、微笑ほほえむ。

「しーくん、ちょっといいかしら」

「……ん？」

　クリスは目を細め、少々厳しい表情になる。

「しーくん。あの出来事以来、二人になるのは初めてね」

　あの出来事……っていうのは、アレだよな。

「もしかして、先週聖ひじりの前で漏ら――」

　キッ、とクリスが視線を鋭くした。

「おっと……。悪い」

　やっぱり、気にしているよな……？

　クリスは両手で顔を押さえて、ふう、とまるで自らを落ち着けるように息を吐く。

「ちょっと、しーくんに言いたいことがあるのよ」

　クリスの声が少しだけ震えている。

　やや下を向いたクリスが、ちら、とオレを見た。

「そ、その――。この前は、んっ……」

　クリスの鼻にかかるような声。

「って、え!?」

　どうしてそんな艶つやっぽい声が……!?

「こ、この前は、その、……あり……」

「あり？」

　クリスの柔らかそうな太ももがびく、びくんと動く。

「……いえ。先週の、アレは、ひどいことをされた気がするけど、なんか、大事なことを知ることができた気がするわ。そう……。そんな気も、するのよ」

　青い瞳をうるませながら、クリスが腰を前後に動かし出す。

　汗をかいているのか、タイツがいつもよりぴたりと肌にくっついている気がする。

「あ、ああ……」

「そ、それで、しーくんに二つ言わなきゃって――」

　クリスはつらそうに顔をそむける。

　それは、よく知っている姿に見える。

　聖や、かりん、そしてカエデ。彼女たちがよく見せる姿。

　まるで内側から溢あふれ出でそうになる何かを抑えている姿だ。

「クリス、お前もしかして……」

　クリスは両手で顔を隠した。

「い、言わないでっ！　…………そうよ。たぶん、しーくんの思ってるとおりよ」

「…………お前の発動条件トリガはたしか、『がんばること』だったよな」

　クリスは指の隙間からオレを見て、こくりと首しゆ肯こうする。

「そ、そうか」

　クリスは今、頑張っているのか。

　しかしいったい何を頑張っているっていうんだ？

　オレはその謎を探ろうとクリスを凝視する。

　やや赤らんだ頬ほおに、荒くなった息。

　椅子に座ったまま、かかとをゆっくりあげたり、地面につけたりしている。

　やや上半身を前に倒した、おかしな体勢だ。

「一つは、その、ごめんなさい。あの件では、いろいろ迷惑を、かけちゃって」

「あ、ああ」

　返しながらオレはやや戸惑っていた。

　この、高たか飛び車しやなお嬢様がオレに謝あやまる……？

「だけど、オレより聖ひじりに謝ってくれ」

「聖には、もう言ったわ」

「……そか」

















　だけど、クリスの言いたいことはひとつじゃない。

　もう一個何かあるらしい。

　いったい何が来るんだ？　と、オレは身構えて待つ。

　そういえばさっきからクリスの様子がおかしい。

　何か、あるのか？

「その、あの――――。…………しーくんは、いい人ね」

「へっ？」

　全く予想外のセリフ。

　だからオレは間抜けな声で返してしまう。

「人をそのまま見てるっていうのかしら。外側に惑わされない、ように見えるわ」

「あ、ああ」

「そんな、んんっ……しーくんに、あたしは……。その、あ、あり……」

「あり？」

　クリスのもじもじが更に激しくなっていった。

　オレがしばらく待っていると、クリスは強く地面を蹴ったと思ったら、

「あり、がっ……んあっ……！　や、やっぱり、だめっ……！」

　そんなことを叫んで、焦って立ち上がった。

　かと思うと部室から飛び出してしまった。

　ぴしゃんっ！　と扉が閉められた。

「…………いったい、何が言いたかったんだよ」

　オレがクリスの消えていった扉を呆ぼう然ぜんと見ていると、がらり、と扉が開かれた。

「こんにちわですっ！　……今、クリス部長が走って出ていったけど、何があったんです？　なんか、涙目だったような気がしますが」

　かりんが、廊下のほうを見たまま部室に入ってくる。

「しー先輩、もしかしてクリス部長に何かしたんですか!?」

　つかつかとオレの方に歩いてきて睨にらんできた。

「い、いや、何もしてないぞ」

「本当ですか？　他に部員もいませんし、二人きりでしたし――」

　じいっと、かりんがオレの目を見つめてくる。

「なにか、よらかぬことを……？」

「す、するわけがないだろ。それに二人きりって言ったって、今のオレたちだってそうじゃないか」

「はっ……！　そういえば今、わたしたちも二人きり――」

「オレがお前に何かしようとしてるか？　してないだろう？」

「た、確かに、そうですけど……。で、でも、なんか変な気分ですね！　二人きりって！」

　かりんが上ずった声で、そう言った。

「そ、そうだな」

　かりんの変な勢いに押され、オレはちょっと身を引きながら答える。

「ぶ、部室に後輩と二人きりって、どうです？」

「どうって？」

　かりんは、えーと、とつぶやき、すうっと息を吸い込む。

「あー！　後輩と二人きりなんて、興奮するぜ！　とか」

「いきなりどうしようもない男じゃないか、それ」

「じゃあ、後輩と二人きりなんて、興奮するぜ！　とか」

「何も変わってない!?　興奮しなきゃいけないのか、オレは」

「後輩と二人きり。今は二人だけの神聖領域セイクリツドフイールド……」

「だいぶ痛い子になった！　それも考えてないぞ!?」

「後輩と二人きり。今は二人だけの神聖領域セイクリツドフイールド。興奮するぜ！　とか」

「合体した！　そして、より悪くなった気がするのはオレの気のせいか!?」

「え!?　合体したいって言いました!?」

「言ってねえよ！」

「知ってました」

「知ってたのかよ。とりあえず、別に、その、普段と変わらねーよ」

　かりんはすごく痛い。しかし、すごく可愛かわいい子でもあるから、まあ、全然何もないわけではないけれど。

「つまり普段から興奮しっぱなしってことですか？」

「してねえ」

　ため息とともに呟つぶやく。

「……でも、聖ひじり先輩と一緒にいる時はだいぶハッスルしている様子ですけど」

「それは、アレだ。聖だから仕方ないだろ」

　何いってんだ？　お前。という視線をかりんに送る。

「仕方なくないですよ!?　しー先輩はわたしをおかしいと言いますがっ！　しー先輩もおかしいです！」

「はっ……。オレは結構普通だろ」

「鼻で笑われました!?　で、でも、絶対そんなことないとおもいますっ……！　しー先輩も絶対おかしいです。…………おそろいですね。えへへ」

「そんな不ふ可か解かいなお揃そろいとか嫌だよ！　モノとかですらなく、概念じゃん!?」

「気にしてはいけません。というか概念ってそういう使い方でいいんでしたっけ」

「……あー。ちょっと自信ない」

「概念という言葉を上手に使えないと、わたしたちの業界へは来れませんよ」

「…………ぎょ、業界？」

「この世界の概念を想おもいのままに操る存在とか、燃えるという概念を込めた魔法とか、普通にでてきますからね。理解できないと、話についていけません」

「…………ああ、そう。ついていく必要性をまったく感じないや」

「しー先輩が冷たいです!?　もっと、もっとホットな男になりましょうよ……！　熱くなりましょうよう……」

「あー。あついあつい。超ホットだよ」

「投げやりですよう！　うう。ひどいです……」

　かりんは、がくりと肩を落とす。

「だ、大丈夫か？」

　かりんは肩を落としたまま目線だけを動かし、大きな瞳でオレをみる。

「……大丈夫ですけど。あ、そうだ。しー先輩。部活のあと、お暇です？」

「あー……」

　オレが言いよどんでいると、割って入る声があった。

「話は聞かせてもらったぜっ！」

「こ、この声は……！」

「か、カエデ先輩!?」

「かりんちゃんよう……。アタシに内緒で、勝手にお出かけなんて、出来ると思ってるのかよ」

　部室の入り口から顔をのぞかせたのは、やはりカエデだった。

「残念でしたね、カエデ先輩。すでにしー先輩の放課後はわたしが予約済みですが」

「じゃあアタシが割り込み予約だぜ」

　カエデが片手でかりんの顔をがっつり掴つかんだ。

「ふにゅあっ！　顔をつかまないで、くだふぁいっ……！」

　口元を圧迫されているためか、かりんの発音がおかしくなっている。

「こいつのほっぺた、モチみたいにぷにぷにしてるぜ……」

「やめふぇぇ……。あふぇぇ……。なんふぁ、喋しやべり方ふぁ、あふぉみたいじゃ、ないれふか……」

「こ、これは抗あらがいがたい魅力があるっつーか……。すごい、気持ちいいぜ」

　カエデがむにむにとかりんのほっぺたを触りだす。

「あふぇぇ……」

　そんな様子を見ながら、オレは小声で二人に告げる。

「悪い。オレ今日ちょっと用事あるから、部活休むよ。クリスにも伝えておいてくれると助かる」

　そして、二人が遊んでいるうちに抜けだそうとすると、

「どこへ行くんだぜ？」

　肩をがしっとカエデに掴つかまれた。

　さらに片手をかりんにぎゅっと握にぎられる。小さいけど温かな体温が手に伝わってくる。

「さ、行きましょうか。しー先輩」

「え」

　小さな顔いっぱいに笑みを浮かべ、ふふふ、と幸せそうにかりんが笑う。

「だって、わたしと遊びに行くんでしょう？　わたしが部活後に誘ったら、ガマンしきれなくなって、部活を休むとか。今すぐ遊びに行きたいんですよね。わかってます。わかります」

「あ、あの、かりん？」

「きゃあっ。しー先輩はどれだけわたしと遊びたいんですか。そんなにですか？　へへ、えへへ」

　オレの片手を握ったまま、かりんがジャンプする。

　なんでこんなに浮かれてるんだ……？

　すると、カエデがオレの残った片手をがっちり押さえる。手を握るとか腕を組むとか、そんなチャチなもんじゃない。ってほどにホールドされている。

　両手でオレの腕を、胸の谷間にはさむような形で捕らえている。

　柔らかい二つの感触が……！

「おっ、お、おい。カエデ。そんな風ふうにされると動けないんだが」

「なあ清し水みず。部活をサボってかりんとお出かけとか、本気かよ……？」

　じいっと半眼で睨にらんでくる。

「い、いや――」

「そうですよ！」

　かりんがオレの言葉を遮さえぎった。

「今からしー先輩はわたしとお出かけですし」

　かりんは薄い胸をほこらしげに張り、得意げに目をつむった。

「ど、どういうことだぜっ!?」

「くく……。言葉通りの意味ですよ。さあ、しー先輩。漆黒の雷槍シユバルツ・ジヤベリンに乗って、この世の果てまでいきましょうっ」

　言いながらかりんが、細指を絡めてきた。

　オレの手の中に温かくて小さな指が侵入してくる。

「ふふ。すみませんね。カエデ先輩。本当に申し訳なく思います。ふふ」

「く、くううううっ！　くやしいぜ……」

　カエデがぎゅっと表情を歪ゆがませる。

「んっ、く……。はぁんっ……。ちょ、く、このままじゃ、やばいぜ……。うあっ」

　カエデはオレに身体からだを押し付けたまま、膝と膝とこすりあわせる。それに合わせて上半身も揺さぶられる。

　これはどうでもいいことなのだが。本当に微み塵じんも興味もないし、わざわざ言うほどのことでもないのだが。

　――カエデの、た、谷間に挟まれていたオレの腕に柔らかなものが押し付けられ、大変な状態になっていた。

　かりんはカエデとは正反対に落ち着き払っている。

「……では、行きましょうか。しー先輩」

　喜びをあらわにするかりんに、オレは告げる。

「い、いや……。違う。かりん。オレは、お前とは行けない」

「………………え？」

　かりんがポカンと口を開けた。

「悪い」

「どどど、ど、どーいうことですかっ！　しー先輩！　わ、わたしと遊びにいくんじゃあ……。そ、そんな……」

「元からそんなことは言ってない。けど、悪いな」

「しー先輩に、もてあそばれました……」

　と、かりんが人聞きの悪いことを言ってくる。

「いや、いやいやいや！　かりんが最初から勘違いしてたんだぞ!?」

「な、な、なっ……!?　全部わたしのせいにしやがりました！」

「しやがったっていうか、元々かりんのせいだが」

　そこで、かりんとは逆側の腕を掴つかんだカエデの笑い。

「はは、ははは。かりん……。んっ……。ざ、残念だったな……」

「か、カエデ先輩……!?」

「清し水みずは、アタシと行くって言ってるぜ……。はぁ、はぁ……」

「どういうことですか！　どういうことですかーっ！」

　かりんがオレの手をぶんぶん振り回しながら、顔を真っ赤に染める。

「落ち着け、かりん。カエデとも行かないから」

「そうなんですか？」「そうなんだぜ？」

「ああ。だから、とりあえずな。二人ともこの手を離してくれると助かる」

「ま、まさか、別の女、ですか……？」

　かりんがおそるおそる聞いてくる。

　……っつーか、なんて答えたらいいんだ？

　下手に答えたら、亜あ希きとこいつらに関係ができてしまうかもしれない。

　できることなら、第二華か道どう部ぶと亜希のラインを繋つなげたくない。

　亜希は鼻が異常にいい。どこからヒミツに気づくか判わからない。

　亜希の存在自体をこいつらから離すほうがいいように思える。

　だからオレはこう答えてやった。

「ち、ちち、違うよ？　ぜ、ぜぜ、全然違うし。他の女とか、そんなことあるわけがないだろ。はは、アハハハ」

「絶対他の女じゃないですか!?」

　なぜバレた!?

　かりんが、だむだむと床を蹴る。

　それから、ぴょこ、ぴょん、ぴょこぴょんとその場で跳ねる。

「くう、うあー！　はふ、はふー……。落ち着けわたし……！　わたしのおなか、暴あ走ばれないで……！」

「清し水みず……。ぐっ、く……。誰だれと、誰とどこへ行くんだぜ……？」

















　二人がさらに身を寄せてくる。

　オレの首筋に嫌な汗が流れた。

　だってそうだろう。

　爆発寸前の爆弾――。

　いや、決壊寸前のダム――か？

　そんなもの二つに囲まれているような状態だ。

「と、とにかく違う。違うんだ」

「んひっ……。んん……ち、違うって何が違うんですか」

「ぐうっ……あうあ、ふ……。そうだぜ。答えろ清し水みず」

「なな、なんで、何も、うあ、んっ……答えてくれないんですかぁ……」

「ひ、ぐ……。そ、そうだぜ……。なんで、なんだぜ……」

　このまま時間がすぎれば、爆発。

　かといって何を言うべきか判わからない。

　完璧な手詰まり状態。

　チェックメイト。

　それくらいの、状況だ。

「いや、そのだな。アレだ。アレ。ほら、えーと……」

　二人がもじもじしながら、オレの顔を覗のぞき込こむ。

「お、お前たちには関係ないことだ！」

「わたしたちなんて、どうでもいいということですか!?　有う象ぞう無む象ぞうですか!?」

「ひひ、ひどいぜ……。うう……」

「ああああ！　もうダメですー！」「もう、ダメだぜっ……！」

　などと言いながら、二人はオレの手を離し、小走りで出ていく。

「…………そうか。待ってるだけで、よかったのか……」

　そう。

　奴やつらも自爆などということはしたくないはず。

　ならば、限界に達する時間を待てばいい。

　ただ、それだけのことだったようだ。

「と、とにかく！　今のうちだっ！」

　オレは二人がいなくなった隙をついて、下げ駄た箱ばこへと走った。



　　　　　　　●▲



「はぁ、はぁっ……」

　湊みなとかりんは廊下を歩いていた。

　ゆっくりと右足を前にすすめる。

　次はゆっくりと左足を動かす。

「つ、つらそうだぜ。かりん」

「そそ、そういう、カエデ先輩こそ……！」

「……まあな。んっ……。もっとはやく、話を切り上げれば、よかったんだが……」

「はい……。しー先輩を問い詰めないと、いけません、でしたっ、しっ……。んっ。仕方ないです……」

「あ、ああ……。その通り、だぜ……」

「カエデ先輩、足、止まってますよ……」

　そう。進まなければいけないはずなのに、なぜかカエデの足は止まってしまっている。

　このままでは、タイムリミットが迫るだけなのに。と、かりんはそう思った。

　カエデは自じ嘲ちよう混じりに呟つぶやく。

「…………くっ。バレちまったかよ。コレ以上、歩けそうに、ないぜ。うぅ……。だ、だけど、かりん。てめえも足が止まってるじゃねーか」

「こちら、もっ……。うあっ。同じ、状態です……」

　かりんも、もう一歩だって歩けそうになかった。

「……そうか。それは、つらいな」

　カエデが同情するような視線をかりんへと向けた。

「はい……。ですが、カエデ先輩のっ、つ、つらさも、よくわかります……んっ……」

　そんなかりんを見て、カエデが口を開く。

「なあ。かりん。……今だけ、今だけでいい」

「…………なんですか？」

「……協力しようぜ」

　カエデの真剣な目が、かりんを見つめていた。

「ぐっ……。カエデ先輩は、あふ……。クリス部長に、楯たて突つく、んぁっ……！　不届き、もの……っ！　……ど、どうして、あなたなんかと……」

　嫌がるかりんに、カエデはしっかりと視線を合わせる。

「かりん。……今は、力を合わせるとき、んぐっ……だぜ。あ、アタシ一人じゃ、ダメだ。お前一人でも、ど、どうしようもっ……ない。だから――」

　かりんは、ぐぐぅと唸うなってから、数秒迷った挙句答える。

「ぐ、ぐうっ……！　し、仕方ないです……！」

「だ、だけど、勘違い、んぐっ……するんじゃ、ないぜ！　い、今だけだ……」

「わかって、ます、よ……！　はふんっ……」

「じゃ、じゃあ、行くぜ。かりん……」

「は、はい……」

　かりんはカエデと腕を組む。

　そして、互いに寄りかかりながら、少しずつ少しずつ進んでいく。

「か、カエデ先輩、はや、い、ですっ……よぅ……。も、もうちょっとゆっくり……んひぃっ……」

「んぐ……。こっちも、あんまり、余裕はないぜ……」

「た、タイミングを、あ、合わせましょうっ」

「わ、わかったぜ」

「いち、にい、いち、にい、のタイミングで、声を出しながら行きますよ……。いち、にい、いち、にい……」

「…………まさか、てめえと、ふっ……、手を組むことに、なるとはな……」

「それは、こちらのセリフ、んはぁっ……ですぅ……」

　二人は息を合わせ、慎重に、慎重に進んでいった。

　そして、カエデが驚きよう愕がくするような声をあげた。

「んだとぉ!?　修理中かよっ!?」

「か、神は、死にました……。この世は、地獄です……」

　絶望に打ちひしがれた声でかりんがつぶやく。

　中ちゆう二に病びよう少女が肩を落とし、諦めかけたその時。

　カエデが拳こぶしを握にぎり顔をあげた。

「ま、まだだ……！　まだ、終わっちゃいないぜ……」

　かりんはカエデの顔を見ながら、ゆっくり瞳を閉じる。

「そう。そうですね……。はぁ、はぁ……。この程度で、諦めません……このカーリーンが敗戦……!?　笑止ですっ……！　諦めて、なるものですかぁっ……」

　二人のつらく、絶望的な戦いは、始まったばかりだった。










　◆第二話『尾行調査！　犬耳少女と逃避行？』



　放課後の校門前。

「ショウくんっ！　遅いよっ！」

　亜あ希きが腰に小さな手を当てて、頬ほおをふくらませていた。怒りを表すかのように、頭の犬耳的な部分がピンッと立っている。

「悪い。遅くなった」

「ほんとだよ。まったくもうっ！」

「んで、わざわざオレを呼んで、何か用事でもあるのか？」

「んー……。この辺も久々だからねっ。その辺をね、歩きたいの」

「そうか」

　オレたちは制服のまま連れ立って歩いていく。

　亜希の歩幅は小さくて、気を抜くと置いていきそうになってしまう。

「……なあ、亜希。お前、元気だったか？」

「まあ、ねー」

　亜希は少し目を細める。

「うん。全然平気だったよ」

「そっか」

「うん」

　無言。

　話したいことや謝あやまりたいことが色々あったはずなのに、上う手まく言葉が出てこない。

　それは亜希も同じなのか、何も話さない時間が続く。

　亜希がちらっとこちらを見上げ、口を少しだけ開き、閉じた。

「どうかしたか？」

「ううん。別に、なんでもないよっ」

　……気まずい。

　きっと色々思うことがあるのかもしれない。

　文句が言いたいのかもしれない。

　久しぶり過ぎて何を話していいか判わからないのかもしれない。

　ひょっとしたら、その全部かもしれない。

「なあ――」

　何か話そうとした瞬間、

　亜希が大きく跳ねて、飛びかかってきた。

「な!?」

「やっぱり、ガマンできないよっ……！　ショウくんの匂い、匂いぃ……！　すりすりくんくんっ！　もう、だめえっ」

「気まずかったんじゃなかったんだ!?」

「授業中からずっと我慢してたんだっ！　なんかショウくん人前だと嫌がってたし！　今なら人いないからいいよねっ、いいよねっ……！　は、はふ、はふー！」

「鼻息荒いよ!?」

「し、仕方ないよっ！　だ、だって生だもん！　生ショウくんだもんっ……！」

「まるで生以外があるみたいな言い方だ！」

「シャツとか、ハンカチとか、色々あるよっ……！　むしろパンツでもいいっ……！」

「よくない！　よくないよ！　逆に聞きたいんだけど何がいいんだよ!?」

「何がいいのって愚問だよっ！　アキの幸せに直結するといっても過言じゃない。こう、脳がじんじんするっていうか。頭がくらくらするっていうか！　はふーってなってじゅわああああって感じだよっ！」

「わ、訳がわからない……！」

「ドーパミンが大変なことになるんだよっ！」

「脳内麻薬が!?」

「はあはあ。ご、合法……！　合法ショウくんだよっ……！」

「まるでそのままだと非合法みたいな言い方だ！」

「そこらの合法ハーブより全然いいよお！」

「使ったことあるの!?」

「はあはあ。これだよっ。これぇ……！」

「答えて……！　オレの質問に答えてくれよっ……！」

「今この瞬間、アキは人生で一番輝いてるよ！」

「こ、こんなことが人生で一番……。なんて不ふ憫びんな……うっ、涙が……」

　オレはちょっと亜あ希きが可哀かわい想そうになってきた。

「いいんだ。アキ、ショウくんさえいれば。ねえ、ショウくん。アキ、お願いがあるんだあ……」

　可哀想な子が何事かを頼んでくる。

「……ああ。なんでも言ってみてくれ」

「ショウくんの香りを缶に詰めてほしいのっ」

「え、ええ……？」

「それで全国で発売しようよっ。日本全国のコンビニでっ」

「誰だれの需要が!?」

「きっと大金持ちだよっ。直営店作って。チェーン展開して。海外にも進出するんだぁ……。二人で大金持ちだね」

「だから誰だれの需要があるんだよ！」

「アキにはあるよ。アキが買う」

「……そんな狭い対象相手の商売なんて、成り立たないよ！」

「それでアキもお金持ちになるんだ」

「その手法でお金はまったく増えないよ……！」

「そ、そうなのっ？」

　亜あ希きは驚いたかのように目を見開く。

「そうだよ！　自分で買ったって、経費分の損害が出るだけだよ！」

「じゃ、じゃあショウくんのニオイを買うために、まじめにバイトするよ！」

「そもそも売ってねえし」

　などと、絡まれながら歩いていると、公園が見えてきた。

　繁華街のなかにぽつんとある、遊具が三つしかない小さな公園だ。

「昔はここで、よく三人で遊んだよねっ」

　亜希はそんなことを言って、アスレチック付きの滑り台に登りだした。

「……懐かしいなあ」

　亜希のセリフが呼び水になったのか、昔の記憶が蘇よみがえってくる。

　オレと聖ひじりと亜希で、砂の山を作っていたっけ。

　聖がトンネルを大きく掘りすぎて、壊してしまったことがあった気がする。

　それで聖がわんわんと泣いて。

　そういえば、あの頃の聖は泣き虫だったな……。

「ショウくん？　聞いてる？」

　いつの間にか隣に立っていた亜希が、オレの袖そでを引っ張っていた。

「あ、ああ――。悪い」

「どうせまた聖のことでも考えてたんでしょ」

「…………悪いかよ」

「ぶぇっつにぃー」

　亜希が頬ほおをふくらませる。

「そういえば、あの子、どうしたの？」

「え？」

「なんかすごい人形みたいになっちゃって。昔は、泣き虫だったよね」

「…………そうだったな」

　そう。

　いつの間にか聖は笑わなくなっていた。

　最近、少し笑顔を見せるようになったけど、昔には程遠い。

　そんなことを思いながら何気なく周りを見た。

「――――ッ!?」

「ど、どうしたのっ？　ショウくん。――って、きゃあっ」

「しっ……静かに……っ！」

　オレは亜あ希きの口元を押さえ、滑り台の陰に隠れる。

「ふご……っ。ふぐふぐ」

　公園の入口付近を、見知った人間が二人歩いていた。

　片方は、黒髪ロングのちびっ子――かりん。

　もう片方は、ショートカットで活発な雰囲気の少女。赤色っぽいジャージが特徴的な――カエデ。

「……な、なんであいつらが一緒に……？」

「もがっ、もがもがっ。く、くるひ……」

「わ、悪い。離すけど、静かにしてろよ」

「こ、こんな物陰に引っ張りこんで、な、何をする気なのかなっ……。し、静かにしてろとか……」

　あの二人、仲が悪そうなのに、いったいどうして……？

　かりんとカエデは立ち止まり、ぎゃいぎゃいと言い合っている。

　かすかに声が聞こえてくる。

「……カエデ先輩っ！　しー先輩、いないじゃないですかっ！」

　こいつら、オレを捜しているのか……？

　今会えば、さっき無理やり話を切り上げてしまったため、かりんは絶対に怒るだろう。

　そしてオレの隣には亜希がいる。

　見つかるのは、間違いなくやばい……！

「んー。絶対こっちにいる気がしたんだぜ？」

「勘ですか!?」

「勘と気配だぜ。んー……たぶんこの辺りにいると思うんだけどなあ」

　そんなもので位置を特定できてしまうのか!?

　お、恐ろしいやつだ……。

　無駄にハイスペックだな。あいつ。

　しかし、見つかるわけにはいかない。

　亜希と第二華か道どう部ぶにラインを作れば、そこからどう崩れるかわからないのだ。

「ちょっとこの辺を探索しようぜ」

「……わかりました。あっちとか行ってみましょうか」

　そう言って二人は公園から遠ざかっていく。

「あ、亜あ希き、どこか入ろう」

「ど、どこか……！　お、大人の階段とか上っちゃうの……？」

「上らねえよ！　それより、はやくどこかに……」

　その時。

「かりん。やっぱりこの辺から清し水みずの声が聞こえた気がするぜ」

「本当ですかー……？　わたしには何も聞こえませんでしたが」

　も、戻ってきやがった……！

「あ、亜希。隠れるぞ……っ」

「えっ」

　オレは亜希の手を引いてアスレチックのハシゴを登る。もちろん、カエデたちから見えないほうからだ。

　ここに登るなんて、まるで昔に戻ったみたいだ。

　慎重にゆっくりと上がっていく。

　音を立てないようにゆっくりと。

　心臓の音がうるさい気すらする。

　静かに静かに深呼吸。

　登り切ると、アスレチックの上にミニチュアの家のようなものがある。

　三角の屋根がついた、子ども二人がぎりぎり入れるくらいのものだ。

　言ってみれば、一立方メートルくらいの箱だ。

　立って入ることもできないほどの狭さだ。

「亜希、入れ」

　亜希の耳元にささやく。

「……え。ま、まさか、ここでっ……？」

「い、いいから」

　亜希を押しこむ。

「む。なんか音が聞こえた気がするぜ」

「……えー。全然聞こえないですよ。耳おかしいんじゃないですか？　カエデ先輩」

　気づくな。気づくなよ……！

　続いてオレも中へと入る。

「しょ、ショウくん。狭い、よ……」

「しっ……。見つかるから、静かに……」

「う、うん」

　肌と肌が触れる。

　しっとりとした亜あ希きの足に、オレの腕がこすれる。

　亜希の匂いがする。桃のような甘い香りだ。

「おっかしいぜ……。この辺にいる気がするんだけどなあ……」

「カエデ先輩の気のせいじゃないですか？　そもそも勘っておかしいですよ。どれだけ自信あるんですか」

「わりと百発百中だぜ」

「……信じられないですよ。現に今外れてるじゃないですか」

「アタシの勘はこの辺だって言ってるんだけどなあ」

「むー」

「とりあえずこの公園を捜すぜ」

「やれやれ……。仕方ないですねー」

　やべえ……。

　こんな所に隠れて、逆に言い訳できない状況じゃないか……？

「むー。こっちにはいないですー」

「トイレのなかもいないぜ」

「あとは、あの滑り台ですね」

「アスレチックの上にある家みたいなやつ、怪しい気がするぜ」

　まずい。

　このままじゃ見つかる……！

「って、ん……？」

　目の前にいる亜希の目がとろんと蕩とろけている。

「え……？」

　何か息が荒い気がする。

「あ、亜希……？」

「じゃあ登るぜ」

「いってきてくださーい。お願いしました―」

　カエデの登ってくる音がする。

　そんな時、亜希が抱きついてきた。

　柔らかい腕の、胸の、おなかの感触。

　亜希の香りが強くなる。

「ああああっ！　もうだめっ！　だめだよっ！　ガマン、できなあああいっ！　はふっ……！　すんすんっ！　すぅ」

「ッ!?」

「な、なんですかいったい!?」

　かりんの驚いたような声がした。

「わ、わからないぜ……！」

　続いてカエデの戸惑い混じりの声。

「こんな狭いところで、一緒にいたら、もうだめだよっ……！　あふぁ……！　あふぁぁぁぁぁ！」

　終わった……！

　もう、間違いなく見つかってしまう……！

「くんくんっ！　ああ、キタ、キタよぉ～！　これだよこれぇっ……！　コレが欲しかったのぉ……！」

「……なんかヤバいやつがいそうだから、別の場所を探そうぜ。……こいつは、間違いなく狂ってるぜ」

「ですね。関わり合いになりたくない感じです」

　二人の囁ささやくような声。潜めているつもりなのだろうが、余裕で聞こえる。

「くんかくんか！　すーはーすーはー！」

「こ、こんなところで、恥ずかしくないんですかね……？」

　かりん。お前に恥について問われたくなんてない！　って言ってやりたい……！　言ってやりたいのにっ！　言えないなんて、悔しい……！

「ああ。常識のないやつだぜ……。まったく」

　そしてカエデ。お前にも常識について何か言われたくない……！

　二人の気配が去っていく。

　助かった、はずなのに、オレはなんとも言えない気持ちになっていた。

　まあ最初になんとかしなきゃいけない問題は、オレの襟元に顔を埋うずめている亜あ希きをどうするか、ということだった。

「どうすんだよ。この状況……」

　とりあえず、だ。

　カエデとかりんがいなくなるまで、どこかの店に入って時間を潰そう……。
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　かりんは交通量の多い大通りを歩いていた。

　近くにショウはいないし、向かい側の歩道にもいない。

「うー……。標的が見つからないです」

　もう結構歩いたし、捜したし、これで見つからないってことは、いないんじゃないかとかりんは考えていた。

「カエデ先輩、見当たりませんよ」

「いるぜ！　絶対にっ！」

　カエデが無駄に拳こぶしを握にぎって、強い口調で断言した。

「……本当ですか？」

　かりんは首をかしげながら、胸を張るカエデをみあげた。

「本当だぜ」

「命かけられますか？」

「もちろん、かけるぜ！」

「一瞬の迷いもなく答えました!?」

「アタシの勘が外れることはあんまりないんだぜ？」

「あんまりない、で、命をかけちゃったんですか!?」

「あんまり外れないってことは、ほとんど外れないってことで、つまり、まあ、まず外れないってことだぜ」

「もうちょっと命を大事にしましょうよ!?」

「まあ、待て。まず外れないってことはつまり、ほぼ確実。ってことは確実ってことだぜ。つまり百パーセントだ！」

　カエデは自信がありそうな様子だった。

「わたしにはカエデ先輩が何を言ってるか理解できません……」

「お前に言われたくないぜ。いつも訳のわからないことを言ってるくせに」

「むっ……！　なんと無礼な……！　只ただ人びとの分際でっ……！」

「まあ、待てかりん」

「きい！　頭を押さえないでくださいっ！　わたしの頭は手を置く場所じゃないんですよ！」

「まあ聞けよ、かりん。お前は清し水みずがなにしてるか気にならないのか？」

　じっと目を見つめてくるカエデに、かりんは言いよどむ。

「うっ……。そ、そ、そりゃあ……、なりますよ。気になります」

「だろ」

「そ、そもそも、ですね？　気にならなきゃ、ついてこないですし……」

　かりんが小さな口をつっかえつっかえに動かす。

「だ、だ、だってですね！　さっきのあの慌て方とか、絶対に女ですよ！」

「アタシもそう思う」

「せめて、どんな相手かチェックしないと、ダメです。ええ。ダメなんです」

「ああ」

「でも、こそこそつけ回すとか、ずるっ子な気もしますね」

　かりんが何気なく呟つぶやいた一言。

　それにカエデは汗を一筋流す。

「く、くうっ……。い、いや、違うぜ。かりん。アタシたちのこの行動は違う」

「何が違うと言うんです？」

「清し水みずが悪いやつに騙だまされてないか、確かめるだけだぜ！」

「おお。素晴らしいイイワケです！　その通りですよ！　わたしたちは、正義を執行するために行くのです。いえあー！」

「い、いい、言い訳じゃねえぜ！」

「です！　いえす、じゃすてぃーす！」

　かりんは両手を高く振り上げた。

「そう。アタシたちが正義だ！　とにかく、捜すぜ……！」

「って、カエデ先輩。汗かいてるじゃないですか……」

　かりんが目を丸くしてカエデを見る。

「その前に、どこかでトイレを借りたいぜ。――さっき自分をごまかしてたら、ちょっと、悔しくなってな」

「じゃあ、あそこの喫茶店にでも行きましょうか」

「ぜ」

「ぜの一言ってなんなんです？　是ぜとかけてるんです？」

　二人は自動ドアの前まで歩いて行った。

　カエデが店内へと足を踏ふみ入れようとした時、かりんは前に出て通せんぼする。

「ま、待ってください。カエデ先輩！」

「な、なんだぜ……？」

「中をよく見てください」

「……あれは！　清水と、誰だれだ、あの女は……！　ちょっと行ってくるぜ……！」

「だ、だから、待ってくださいよ！　カエデ先輩！　様子を見ましょう」

「よ、様子を……？」

「そうです。敵を知らずんば、えーと、虎こ子じを得ず？　みたいな感じです」

「ああ。あったぜ。そんな言葉があった気がするぜ」

「さすがカエデ先輩。思ったよりも博識ですね」

「ああ。アタシもお前がそんな難しそうな言葉を知っているとは思わなかったぜ」

「とにかく、様子を見ましょう。どういう関係かもわかりませんしね……」

「し、しかしだな……」

「尾行がバレたら、しー先輩に嫌われちゃうかもしれませんよ」

「ぐっ……。うあっ……、はふ、はふ……。そ、そうだな……」

　カエデの身体からだがびくんと大きく跳ねる。

「む？　カエデ先輩。どうしました？」

「な、なな、なんでもないぜ……」

「なら、別にいいです」

「あ、ああ…………んひっ…………」

　かりんは、ガラス張りの店の前に張り付き、店内の観葉植物の陰に身体を隠す。カエデも同様だ。

　店内には清し水みずと、もう一人女の姿が見える。

　犬耳がついたような髪型の、小柄な少女だ。

「制服、同じですね。なんですか、あの犬耳は。男に媚こびてますね。媚び媚びです。コビーって呼んであげましょう」

「な、なんで正面じゃなくて、隣に座ってるんだぜ……!?」

「近い！　近いですよ！　あああああ！　近すぎます！」

「か、かりんの言うとおりだぜ……」

「な、なな、なんでさらにくっつくんですか！」

「ここは喫茶店だぜ!?　喫茶店はそういうことするところじゃないだろうがっ！」

「そうですそうです！　喫茶店やファミレスでしていいことといえば、許せて我慢大会くらいですよ！」

　かりんが鼻息あらく告げると、カエデが声を潜めて言った。

「…………実はアタシ、アレ、正直ダメなんじゃないかなって思ってた」

「え」

「いや、前回のやつさ。ファミレスとか我慢大会するところじゃないらしいぜ？」

「…………まあ、ええと……」

「かりんは、ファミレスでああいうことしてていいっていうのかよ？」

「……えー。でも、本読んだり勉強したりしてる方もいますし」

「あー……それはあるかも」

「それに！　ファミリーレストランじゃないですか！　ファミリーですよ、ファミリー」

「お、おう……？」

「第二華か道どう部ぶはもう家族みたいなもんです。神とか大だい魔ま導どう師しとか魔物とか、カエデ先輩はなんか魔人とかその辺っぽいですし。因縁という縁で結ばれた、ある意味家族みたいに濃い繋つながりです。つまりファミレスは我慢大会ＯＫ空間です」

「…………お前の話を聞いてると頭痛くなってくるぜ」

「難しい話ですからね」

「理解したくねえっていってるんだぜ！」

「ちょっとおつむがアレな人には理解できない話ですしね」

「あ？　てめえ、今おむつって言ったか？」

「って、あ、ああ―――――っ！　見てください！　首に顔うずめてますよ!?」

「マジだぜ!?　何してんだあいつら――!!」

「ゆゆ、許せないです――。ん、んああっ……！」

「お、おい。かりん、どうしたんだぜ……!?」

「む、むかつくです。ああ、あう――んぐう……！」

　かりんはハァハァと息を整えた後、口を開く。

「な、何者かからの攻撃を受けただけです。別に怒ってアレなことになったりしてないですし」

　かりんが身体からだをくの字に曲げながら揺らす。

「怒る？　かりん、お前もしかして、発動条件トリガって――」

「……ぐっ」

「って、ああ!?　あいつ……！　清し水みずに『はい、あん』ってしやがったぜ！　あ、アタシだってまだしたことないのにいいっ！」

「か、カエデ先輩!?　落ち着いて！　落ち着いてください！　ガラスにヒビがはいってますよ!?」

「んあ……く、悔しくて、うう……。あふ……」

　カエデが腰を少しずつ落としていく。

「ど、どうしたんです？」

「んぎゅ……ぐうう……あ、ふ……」

「あ、カエデ先輩。悔しいって、もしかして――」

「う、うるさいっ、ぜ……」

「くく、弱点ゲットです。……く。わたしも――」

「わ、わたしも、なんなんだぜ？　なあ、おい、かりんちゃんよう……。んぐ……い、言ってみやがれ」

「べつ、にっ……、なんでも、ありません、しぃっ……。そちら、こそ、随分つら、そうじゃないですかぁ……っ」

「は、はぁ!?　べべべ、別に、んぐぅ……よ、余裕だしぃ……」

「偽りは、あっ……お、己おのが身をぉ……滅ぼし、ますよぅ。もう、前とかちゃんと、見れて、ないじゃ、ないですかぁ……」

「は、はっ……。人のこと言えんのかよ……？　て、てめえも、すごい汗だぜ……？」

「くふ、うあっ……。こ、このわたしに、あまり喧けん嘩かをっ、う、う、売らないほうがっ、いい、です、よぉ……」

「んんっ……。お前なんか、相手にする、価値もない、ぜぇっ……」

「あ、あ、あっ……。し、漆黒の雷槍シユバルツ・ジヤベリンで、んぐ、ずず、ズタボロに、しますよ!?」

「あ？　できるもんなら、やってみやが――ああああ！　う、腕組み、だとぉ……!?　あ、アタシもまだしたこと、ないのにぃぃ。あああっ」

「あああ！　しー先輩に、しー先輩に、なんたる、なんたる……！　ひどい！　う、うああああっ！」

「んひ、あふ――んんっ、うあ、きつい、ぜ……。んぐ……」

「わ、わたしも、もう……。あの女、ベタベタしてえ……！」

「ゆ、許せないぜ！」

「許せないです！」

　かりんとカエデが顔を見合わせる。

「……です、よね」

「ああ……！」

「だ、大丈夫です。はふ、……カエデ先輩……。悔しさを感じる必要は、ありません」

「……ぜ？」

「これからです。これから、あいつより、もっと色々すればいいんです……。だ、だから、悔しくなんて、ありません……」

「そうだよな……！　きっと、そうだぜ……！」

　カエデは何度か頷うなずいた後、快活な笑いを浮かべてかりんを見る。

「かりん。お前も、怒る必要なんてないぜ。アタシたちのほうが、勝っている……！」

「な、何を以もってして、そんなことを……？」

「理由なんて無いぜ！　でも、アタシが確信してるから、たぶん大丈夫だぜ！」

「ふ、ふう……。そこまで断言されると、そんな気がしてきますね。……ありがとうございます。わたしも落ち着いて来ました」

「かりん……。お前、なかなかいい奴やつだったんだな」

「ふふふふ……。そういう、カエデ先輩こそ！　わたし、今まで誤ご解かいしていたかもしれません……」

　かりんが右手を差し出し、カエデはそれを握にぎり返す。

「なにか、仲良くできそうですね」

「ああ。こういうのも、わりと悪くない気がするぜ」

　そこでかりんは、店内に視線を戻す。

「それにしても、全然バレてませんね」

「ああ。鈍い奴だぜ……」

「本当ですね。ククッ」

　そう言い合い、二人は同時に笑い声をあげた。
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「あいつら……一体なにしてんだよ」

　喫茶店のなかでショウはつぶやいた。

　いる。

　かりんとカエデがガラスに張り付いているのが見える。

　観葉植物が間にあるので、ちょっと見にくいが間違いなくいる。

　あのへんのガラスに、なぜかヒビが入っているしな。

　さっきから見ていれば、様子もおかしい。

　もじもじしたり、つかみ合ったり、握手したり笑い合ったり。

　ちょっと、あいつらおかしいんじゃないのか？　と思えるくらいだ。

　周りの客とかも、チラチラとあの二人に視線を送っている。

「ショウくん。どうかしたの？」

　隣に座る亜あ希きが尋たずねてきた。

「いいや、なんでもない」

















「外に、変な人いるね」

「あ、ああ……。そうだな」

「うちの学校の制服だけど、もしかして知り合いだったり？　こっち見てるし」

「い、いや。まさか。ちょっと可哀かわい想そうな子たちなんじゃないか？」

「そうだよねえ……。せっかく可愛かわいいのに、ちょっと哀れだねぇ」

　しかし……。まずいな。

　入り口付近にいるってことは、出る時にあいつらと鉢合わせしちまう。

　今は落ち着いているみたいだけど、きっと間違いなくトイレに行きたいはずだ。

　そんな状態の二人と亜あ希きが遭遇してしまえば、ヒミツがバレてしまうかもしれない。

　第二華か道どう部ぶメンバーと亜希を会わせてはいけない……！

　ぎりっと歯を噛かむ。

「ど、どうしたの？　ショウくん。怖い顔してるけど」

「そんなことはないぞ」

　オレにできるのは気づいていないフリだ。

　視線を送らず、奴やつらを安心させることだ。

　そうしながら機を待てば、きっとかりんとカエデにも隙は出来る。

　オレが亜希を連れて逃げるための隙が……！

「ねえねえ。ショウくん。もっかいあ～ん」

　ぐぽっ……！　何か甘いものが口に突っ込まれた。

　見れば、亜希のフォークがオレの口に入っていた。

「……い、いきなり何するんだよ」

「なんとなくっ！　なんか、別の方向見てたから、つい」

　へへ、と亜希が笑った。

「……っ！」

　食べさせてもらうのと同時に、外にいる二人が、お腹なかの辺りを押さえた。苦しげに上半身を前に倒している。

　遠目にも判わかるほどに様子がおかしい。

「こ、これは一体……!?」

「ショウくん。もう一口ど～ぞ♪」

　亜希がまたしてもオレの口にチョコレートケーキを放り込む。

　……!!

　カエデが地面に崩れ落ちた……!?

　そして、よろよろとした動きで、ファミレス前から移動していく。

　いったい何があったのか。

　一瞬だけ疑問に思うものの、そんなことはどうでもいい。

　チャンス、到来だ……！

　かりんだけなら、なんとかなる！

　カエデがいなくなったのを見計らって、オレは亜あ希きの手を引いて立ち上がる。

「亜希、ちょっとすまん。出るぞ……！」

「え、ええ？　ど、どういうこと!?」

「……い、色々あるんだ！」

　亜希の手を引いたまま、テーブルの間を縫ぬうように走る。

　入り口の自動ドアが近づいてきた。

　自動ドアが開き、表へと出る。

　そこで、かりんと目があった。

　おそらく見張りのために残っていたのだろう。

　前かがみになったかりんが、驚いた表情でオレを見てくる。

　なぜ見張っているのかは分からない。

　だが、かりん……！

　悪いが振り切らせてもらうぞ……！

　これもお前たちのためなんだからな……!?

「ちょ、ちょっとショウくん。速いよっ……！」

　オレは無言のまま、亜希を引っ張って走った。

「ま、待ってください――！」

　かりんの声が後ろから聞こえる。

　ちら、と振り返ると、かりんが両足をガクガク震わせながら、追いかけてこようとしていた。

　そんな足で、追いつけるかよ！

　オレは後ろにいるかりんを振り切り、人通りの多い街の中を走った。



　　　　　　　●▲



「うう……。は、走れません～……。うう。なぜ、なぜですか……。なぜわたしには、力が足りないんですかぁっ……！」

　かりんが拳こぶしを握にぎり、両目を固く瞑つぶる。

「いま走ってしまえば、きっと、わたしは終しゆう焉えんを迎えてしまう……」

　立っているだけで、足が震える。

「なぜ、なぜっ……！　わたしはっ……！」

　そこへ。

「悪い。かりん。待たせたぜ……。あの二人は？」

　カエデが晴れやかな表情を浮かべ、帰ってきた。

「い、行っちゃいました……うぐ……」

「な、なんだって……!?」

　カエデが心臓を押さえながら、一歩身を引いた。

「逃げられ、ちゃい、ましたぁ……。すみません……」

「い、いつの話だ!?」

「つい、さっきです……」

「……そうか。じゃあ、まだ遠くへは行っていないな。ちょっと走ってくるぜ！　かりん、お前は一旦落ち着いてから、チャリで来い！　近くに止めてただろう」

「は、はひ……。そう、させて、もらいます……」

「そうか。……いい度胸だぜ。このアタシから、逃げ切るつもりだなんてなあっ！」

　カエデは前傾姿勢をとり、ロケットのような勢いで走りだす。

「さ、さすがカエデ先輩……。はやい……」

　止めるまもなく走りだしたカエデを見送ってからかりんはつぶやく。

「でも、そっち、逆です……。……嗚あ呼あ。いっちゃいました。うう、仕方ありません……。とりあえず、近くのコンビニでおトイレを借りましょう……」



　かりん　→　●▲



　◆しばらくお待ち下さい◆



　　　　　　　●▲…　→　かりん



「ふう。腹部に宿る魔獣の討伐が完了しました！」

　かりんはコンビニから出て、口元に笑みを浮かべる。

「さあ、反撃開始です！」

　近くにある駐輪場へと足を向ける。

　そこに止まるのは闇色をした機体。

　漆黒の雷槍シユバルツ・ジヤベリンである。

　かりんは自転車のロックを外すと、すぐに乗りなれたそれに飛び乗った。

　携帯電話を操作して、カエデにコールする。

「あ、カエデ先輩ですか!?　すみません！　先程走っていったのは、しー先輩が逃げた方角とは逆方向です……！」

『な、なんだと……!?』

「すみません！　いう暇もなかったので！」

『……じゃあ、今すぐ戻るぜ！』

「はいっ！　一緒にしー先輩を捜しましょうっ……！」

『いや……別々のほうがいいぜ。手分けして捜そう。それで、見つけたら携帯で連絡。それでどうだ？』

「ですね！　そちらのほうがよさそうです！」

　自転車のペダルを強く、強くこぐ。

「いっけー！　漆黒の雷槍シユバルツ・ジヤベリンッ！　標的を追跡するのですっ！」

　しかし、すぐには見つからない。

　表通りは人が多く、大した速度が出せないことも原因かもしれなかった。

「もう、どこかへ行っちゃったんでしょうか……？　うう……。でもそこまで時間はかかってないはず。それに向こうは徒歩ですし……」

　見つからないかもしれない。

　既に家に帰ってしまったかもしれない。

　探すだけ、無駄になるかもしれない。

　そんな考えがかりんの頭を占めていく。

　かりんはネガティブな考えを追い払うように、首を左右に振った。

「いいえ！　捜すことは、無駄じゃないです……！　絶対に！」

　噛かみ締しめるように呟つぶやく。同時にかりんは以前の出来事を、ショウとぶつかりあった時のことを思い出す。

「だって、しー先輩は、あの時、諦めませんでした……！　だから、わたしもっ！」

　かりんは自転車を止めて、顎あごに手を当てる。

「……そうです。表通りを通っているという考え自体が、おかしいかもしれません。だって、こっちにはカエデ先輩がいる。そのことをしー先輩も知っている。だったら、まず間違いなく、カエデ先輩が通りそうな場所は通らない」

　きっとそうに違いないと、かりんは考える。

　かりんは、再びペダルを漕こぎ出だす。

　表通りから一本だけ奥に入った通路へ向けて。

「こっちなら――！」

　人も少ない分、スピードを出すことができる。

「見つけてみせます……！　って、あれ。どうして、ここまで必死に追ってるんでしょう……。まあ、いいです。コレ以上やつらにイチャラブさせるわけには、いかないのですっ！　イチャラブ撲滅です！」

　細い足に力をこめる。ペダルを前に蹴りだすようにこぐ。

　とにかくかりんは自転車を飛ばしまくった。

　そして――。

「あの、後ろ姿は――！」

　見覚えがある。

　以前助けてくれた人の、後ろ姿。

　そして隣には、犬耳っぽい髪型の少女がいる。

　間違いない……！

　奴やつらだ！

　かりんは携帯を取り出して、履歴からカエデの番号を呼び出す。

「か、カエデ先輩ですか!?　発見しました、場所はですね――。――――のトコら辺です！　先に、捕まえておきますッ！」

　かりんは立ちこぎになり、更に加速させる。

「しー先輩！　待ってくださーい！」

「な!?　かりん!?」

　驚いて振り返るショウの姿を見ながら、かりんは勝ち誇ったような笑みを浮かべた。

「ようやく、見つけました――!!　たとえ並行世界に逃亡しても、もう逃がしませんっ……！」



　　　　　　　●▲



　オレは走っていた。表通りから外れた路地裏は普段入ることがないためか、道があまり判わからない。

　どうするか……と思っていたその時。

　かりんの声が背後から聞こえた。

　並行世界がどうしたとか、あのよく判らないセリフは間違いなくかりんだ。

「くっ……！」

　第二華か道どう部ぶのために会わせないようにしているのに。

　どうして彼女たちは自ら墓穴を掘るんだ……!?

「亜あ希き、逃げるぞ！」

「え、え、えっ!?　ど、どゆこと!?　あの人、なんなの!?」

「ヤバい人だ！」

「それは、見ればわかるけどっ……！　でも、あれって、さっき喫茶店の外にいた人だよね!?」

　隣で亜あ希きが戸惑っている。

　まあ、当然かもしれない。放課後友人と一緒に遊んでいたら、見知らぬ人がチャリで追っかけてくるのだ。

　しかも、頭がくらくらするような謎ワードを叫びながら。

　下手をすれば恐怖すら覚えるかも知れない。

　しかし、今はそんな戸惑いに付き合っている暇はない。

　オレは亜希の手を引いて走る。

「待てー！　待ってくださーい！」

「誰だれが待つかよ……！」

「待たないとこの世から消し去りますよ!?」

「な、なんなのあの人！　なんかすごい、通り魔風ふうだよっ!?」

「だだ、誰が通り魔ですかっ！　わたしの秘ひ奥おう義ぎ、《黒竜の嘆きブラツク・ドラゴン・ブレス》で消し炭にしてやります！」

　後ろから全速力の自転車が追いかけてくる。

　以前とは逆の状況だ。

　この前オレはかりんと共に、かりんの友人である狭さ山やまさんをチャリで追いかけたことがあった。

　だから知っている。

　あのチャリは相当なチューンナップがされているのか、かなり速い……！

　いくら乗っているのがかりんといえど、人間の足で逃げきれるわけがない。

「くく、くくくっ！　くははははぁっ！　どうします!?　差はどんどん縮まっていますよ！　観念して年貢になりなさいっ！」

「年貢にはならねえよ！　せめて年貢の納め時って言え！」

「しょ、ショウくん……！」

　オレは亜希の手を引いたまま走る。

「ふふ、ふふふふ！　あと、少しですッ！」

　そして、知っている。

　あのチャリは速度が出る分、急には曲がれないことを……！

「亜希、こっちだっ！」

　オレはかりんをぎりぎりまで引きつけてから、脇にある通路に入った。

「なっ……！　ず、ずるいですっ！」

　かりんが曲がりきれず通り過ぎていく。

　これで少し時間は稼げた……！

「ど、どこか隠れる場所は……。くっ。ないか……！」

「しょ、ショウくん……！　まだ追ってくるよ……!?」

「むああってええええ、くううだああさあああいいいいいいい！」

　鬼気迫る表情でかりんが接近してくる。

　だが、曲がり角を何度も曲がりながら逃げれば、かりんにはきっと捕まらない。

　そのうち見失ってくれるかもしれない。

「このまま逃げ切ってやる……！」

　そう思ったところで、悪寒が身体からだを駆け抜けた。

　かりんの後ろから、爆走してくる人影がひとつ。

　そいつはかりんの自転車に軽々追いついて、更に速度を上げた。

「か、カエデ……!?」

　ヤバい……！　戦力差が激しすぎる。

　速度、持久力、などなど、すべての面で相手のほうが上だ。

　オレのやや後ろを走る亜あ希きは、すでに荒い息をついている。

「清し水みず！　待つんだぜ！」

「待てって、なんで追いかけてくるんだよ!?」

「お前が逃げるからだぜ！」

「う、嘘うそだ！　逃げる前から尾行してたくせにっ！」

「お、お前、アレに気付いてたのかよ……！」

「驚きよう愕がくするお前にびっくりだよ！　ガラスにヒビいれた時点で、結構多くの人が気付いてたよ！」

「な、なんてこった……」

「って、ぐ……！　話してたら、苦しくなってきた……！」

　いや――。

　苦しさなんて全く関係なかったかもしれない。

　なぜならば、目の前は行き止まりだったのだから。

　大体こんな感じだ。







「逃げ場が、ない……」

　頭を抱えるオレの後ろから、かりんが笑い声を投げかけてくる。

「くく、くくっ……。追い詰めましたよ。そちらは死の袋ふくろ小こう路じ。禁じられた通り道。もはや、しー先輩たちに逃げる術すべはありません……」

「ああ。もう逃げられないぜ……！　ここから逃げたいのなら、そこのビルにでも登るしかないぜ？　なあ、清し水みず。どうするよ」

「あなた方の逃走劇ももう幕引きです。こうなってみると、寂しいものですね」

　かりんが自転車から軽やかに降りた。

　徒歩の少女と自転車を押す少女の二人は、ゆっくりと距離を詰めてくる。

　まるで勝利の余よ韻いんを味わっているかのようだ。

　完全に勝ちを確信している。

　この隙を…………、つきたいところだが、何も方法が思い浮かばない。

　隣の亜あ希きが叫んだ。

「な、何なのこの人たちは!?」

　問われて気をよくしたのか、かりんが胸元に手をあて、得意げに答えた。

「ふふ。わたしは、竜を操る大だい魔ま導どう師し、カーリーンです。あなた方に絶望を運ぶメッセンジャー」

「い、痛い人だっ！　さっきから感じてたけど、確信したよっ！　この人、間違いなく痛い人だっ！」

「だ、誰だれが痛いですか!?　このわたしを痛い人だと言いましたか!?」

「大魔導師とか、普通に考えて無いと思うっ！」

「あ、ありますよ！　黙っててください！　隠された異能クオリタス・オツクルタにすら気付けない一般人ごときめ！　あなたは世界の全てを知っているとでもいうのですか!?」

　かりんが頬ほおをぷくーっとふくらませる。

　その横でカエデが腰に手を当てて、偉そうに仁王立ち。

「アタシの名前は海かい城じようカエデだ」

「そしてわたしが神しん竜りゆう之の宮みやかりんです」

　かりんがえへんと得意げに胸を張る。

　ああ。突っ込みたい。お前湊みなとかりんじゃん、って言いたい。けど下手に突っ込めば、かりんの怒りボルテージが上がってしまう……！

「ね、ねえ、逃げよっ!?　アレが伝う染つったら大変だよ！」

「う、伝染りませんよ！　って、違います！　そもそも、わたしはおかしくないですっ！　普通です！　ってカエデ先輩!?　なんでちょっと距離を置くんですか！」

「アタシも伝う染つったらちょっとヤだなあって思って……」

「ぐ、くう……。なんてひどいことを言うんですか……！　理わ解かりあえたと思っていたのにぃっ……」

　かりんの肩がふるふると震えだした。

　足踏ぶみで小刻みに軽快なリズムを刻みだす。

　こ、このリズムには覚えがある……！

　かりんが怒りをこらえているリズムだ。

「ともかく、そこの犬っぽいお方……！　わたしを、愚ぐ弄ろうしましたね……。覚悟はいいですか？」

　かりんの怪しげな足さばきと、鬼気迫る表情。

　なぜか押さえたおなか。

　それらが相まってよくわからない迫力がある。

「な、なんなのこれ……。なんなのこれぇっ……！」

　隣の亜あ希きは犬耳をぺたりと下げて、オレの腕を掴つかんだ。

「！　てめえ……！　アタシだってまだ腕とか組んだことがないのにっ……！　ず、ずるいぜ……。うう……」

　カエデが苦しそうに片目をつむる。

　そしてつま先トントンを開始した。

　ああ、カエデもちょっと大変なことになってるじゃないか……。

　顔色が目に見えて悪くなっていっている。

　どう見ても二人の発動条件トリガは踏まれてしまっている……。

　カエデがゆらりと幽鬼のような動きで近づいてくる。

　何か、ここから上う手まく逃げ出せる方法は、ないのか……!?

「あなたたち、いったい何なの！　意味が判わからないよっ！」

　亜希が吠ほえた。

「お前こそ清し水みずの何なんだぜ？」

「ショウくんの……？　幼なじみだよっ……！」

「しょ、ショウくん、だと!?　な、名前呼びなんだぜ……？」

「そ、そうだよっ」

「ぐっ……うっ、ああ……んっ」

「そっちは何なのっ！」

「わ、わたしたちは第二華か道どう部ぶ……！　しー先輩とは、部活仲間です」

　亜希の目が吊つり上あがる。

「第二、華道部……？」

　亜あ希きは、第二華か道どう部ぶを知っているのか……？

　そういえば、加か藤とうが亜希に変な情報を伝えていたような。

「確か、そう……！　ショウくんにつきまとうメス犬の群れだとか……！」

　亜希が今にも噛かみ付つきそうな表情で、二人を睨にらんだ。

　ていうか、加藤が話したのよりひどくなってる!?

「ち、違うぞ。亜希。加藤もそこまで言ってないよ!?」

「絶対言ってたよっ！」

「え、ええ……？」

　言い切られてしまった。

「許せない……！」

　亜希の言葉に、カエデとかりんが返す。

「おいおい。許せないのは、んっ……こっちだぜ？　べたべた、べたべたぁ……あっ、しやがって……！」

「そうです！　ふ、不許可ですよ、不許可！　免めん罪ざい符ふなんてないんです！」

「二人揃そろって、なんなの、その足踏ぶみはっ……！　そんな変な態度をして、アキをバカにしてるの!?」

　しかし、かりんとカエデの足のもじもじとした動きは、止まらない。

　一見すると二人がこちらを追い詰めているように見えるが、どうしようもないピンチなのは、あいつらだ……！

　これ以上近づかれてしまえば、亜希の鼻によって事実が暴あばかれてしまうかもしれない！

　ここはオレがなんとかしなければ……！

「待て!!」

　かりん、カエデ、亜希、三人の視線がオレに集まる。

　とりあえず声を張りあげたものの、何を言おうか全く考えていなかった。

「………………」

　どうしよう…………。

　オレがセリフをためていると思ったのか、全員の視線に期待がこもっていくような気がする。

「……………………」

　しかし、ダメだ。

　何も思いつかない……！

　ええい、仕方ない。

　ゆっくりと口を開く。

「――つまり、そういうことだ！」

「な、何がっ!?」

「何がですか!?」

「何がだぜ!?」

　総ツッコミを食らってしまった。

　このままだと何も解決しないまま、さっきと同じ展開になることは目に見えている。

　だから、

「お前ら、わからないのかよ……!?」

　勢いのままにセリフを走らせる。

　すると。三人が戸惑う様子を見せた。

「どうして――どうしてわからないんだ！」

　オレにも何がどうなのか、自分が今何の主張をしているのかさっぱり判わからない。

　ひとりひとりの目をハッキリと見ていく。

　く……。

　やはり、ダメなのか……？

　オレが諦めかけたその時、かりんが口を開いた。

「わ、わかります！　わかり、ますよ！　うくっ……。つまりアレがああなって、こういうことですよね!?」

　……え？

　何がわかったの？

　何を受信してしまったの？

　気になるが、今尋たずねるわけにはいかない。

　そして、かりんはもじもじしながら口元に手を当てる。

「ふふ。こんな単純なことも、わからない、なんてぇ……んっ。お二人とも、もしかして、バカなんじゃありませんか……？　ふふ。ばーか」

　かりんは荒い息をつきながらも、得意げな様子で笑った。

　それを見てオレは確信する。

　……これ、絶対わかってるフリだ。

　裸の王様状態だよ……！

　仕立屋の「もしかして、このバカには見えない服が、見えないんですか？」という言葉を真に受け、見えるフリをしてしまった。

　そしてあろうことか見えない他の人間をバカにし始める始末。

　裸の王様よりひどいんじゃないのか？

　かりんは優位に立てたことから怒りが治まったのか、段々といつも通りの様子に戻っていった。

「ふふ。バカには、わかりませんよね。しー先輩の言葉の意味は、絶対にバカには理解できない内容でした。あなた方は、本当にバカなんですね？」

　そして今度はかりんが仕立屋側に回る。

　しかし、さすがにもう騙だまされる人間は――

「あ、アタシにだって、判わかるぜ！」

　いた！

「いや――解わかっていた、と、言うべきかな。最初から、アタシは気づいていたぜ……」

　カエデは腕を組んで仁王立ちをした状態で告げた。

「な、なんですとうっ!?」

「お前らを試したんだぜ……！」

　まるで成長を見守る師匠のようなセリフ。

　カエデ。お前、意外と見み栄えっ張ぱりなんだな……？

「お、おお……。カエデ先輩、やりますね……！」

「かりん、お前もな」

「いえいえ。カエデ先輩こそ」

　二人は視線を交わし、お互いの健闘をたたえ合う。

　ふと、かりんが首を傾かしげながら尋たずねる。

「ところで、どういう意味なんです？」

「え？」

「答え合わせをしましょう。カエデ先輩からお先にどうぞ」

「…………っ！　か、かりんが本当に知っているのかどうか怪しいぜ。そっちが先に」

「いえいえ。お先にどうぞ。譲りますよ」

「く……。ここは、かりんに花を持たせてやるぜ」

「花とかいりませんし。どうぞ」

「どうしてアタシの花が受け取れねーんだぜ!?」

　二人がすぐ近くでバチバチと視線をかわす。

「じゃあ、じゃんけんで決めましょうか」

　こいつら、完全に目的を見失っている……！

　しかし、この隙に逃げようにも逃げ道は塞ふさがれている。

　オレにできることはなかった。

　どうやらじゃんけんで負けたらしいかりんが、口を開く。

「つ、つまりですね。今のは、『空白』です。何もない空白の時間。つまり虚きよ無む」

　なんかよく判らないことを言い出しやがった。

「おお。すごそうだぜ」

「世界は何もないのと同じ。今いるわたしたちさえ、夢のような存在かもしれない。そんな世界で何かに執しゆう着ちやくすることは、意味がない。すべてへの執着を捨てよ――って意味です！」

「なんかすごい深読みしてきた!?」

　カエデは腕を組みながら、うんうんと頷うなずく。腕の上で大きな胸がたゆんっと支えられている。

「……やっぱり、そうだと思ったぜ」

「カエデまで乗っかっていった……!?」

「乗っかってないぜ！　最初からそうだろうと思ってたよ！」

「ふふ。どうですか！　見ましたか！　これがわたしたちとしー先輩の絆きずなッ……！」

　亜あ希きが冷めた顔で告げる。

「そんなわけないよ」

「「え？」」

「ショウくんがそんな面倒なこと、考えているわけがないよ」

　亜希はため息をついてから、続ける。

「とりあえず喧けん嘩かを止めようとしたものの、言うことが思い浮かばず、つい黙っちゃった。で、とりあえず勢いでごまかしてみた。ってところだよね。わかるよ。幼なじみだもん。ねー？」

　だ、大体間違ってない、というか、正しいけど……！

「な、なんて親密そうにぃぃぃっ……ああ、怒りがぶり返してきましたぁぁ……」

「ああ。アタシも、だぜ……。うう……」

　せっかく落ち着いてきていた二人のアレが、チャージを再開しだしたようだ。

　先ほどよりも、二人の顔色が悪くなっている。流した汗が、胸元まで濡ぬらしている。

　亜希が鼻をひくひくと動かす。

「くん、くん……。あれ？　なんか、聖ひじりと同じような、緊張と焦りの入り混じったような匂いがする……」

「お、おい。亜希……？」

「何か隠してるような、ヒミツの香りがする」

「や、やめろ亜希っ！　それ以上はっ……！」

　二人のヒミツを漏らさせるわけには、いかない……！

　オレは亜希の前に両手を広げて立ちふさがった。

「しょ、ショウくん!?　どうして二人をかばうの……!?」

「ど、どうしてもだ！」

　亜希の声のトーンが、低くなる。

「そう。そうなんだ……。また、そんなことしちゃうんだ……」

「ま、また？」

「昔からショウくんは、他の子のことばっかり、気にかけて。前は聖ひじりで、今は、その子たちも……？」

　亜あ希きがうつむく。

　目の部分が陰になっていて見えない。

　握にぎった拳こぶしが、震えている。

「いつも、亜希のことは気にかけてくれない」

「そ、そんなことは……！」

　いや、あった。

　ずっと昔、亜希が転校していく前。

　思い出したくない出来事が、一瞬だけ頭のなかにフラッシュバックする。

　倒れて泣いている幼い聖、そして亜希も、涙を浮かべている。

　どっちも救いたかったのに。

　あの時のオレは――。

　亜希の叫び声が、オレを現実に戻した。

「あるっ！　絶対に、あるよっ……！」

　亜希の目が暗く光ったような気がする。

「壊してやる……！」

「……え？」

「ヒミツを暴あばいて、絶対に壊してやるっ……！」

「お、おい。亜希落ち着けって……！」

「ショウくん。ショウくんは亜希のこと、どうでもいいの？」

「そんなわけないだろ。だから――」

「うん。ありがとう。そうだよね。だったら、あいつらがショウくんに庇かばわせたりしてるんだよね。きっとそうだよ。違いないよ」

　亜希はまるで自分に言い聞かせるかのように、つぶやいた。

「あ、亜希……」

「絶対にヒミツを、暴いてやるんだからっ……！」

　オレの横を通りぬけ、かりんとカエデの元へと駆かけ出だそうとする亜希の手をつかむ。

「かりん、カエデ！　逃げろ……！　こいつは、異常に鼻がいいんだ！　だから――！」

「は、鼻ですか……？」

「そうだ。だから、逃げてくれ……！」

　それだけで本当に伝わったのかは、判わからない。

　だけど、オレの必死の形ぎよう相そうからか、亜あ希きのおかしな様子から何かを察したのか。

　カエデが叫んだ。

「わ、わかったぜ……！　かりん、チャリに乗れっ……！」

「ちゃ、チャリじゃないです！　漆黒の――んんっ――」

　文句を言いつつもかりんは自転車に跨またがる。

　その瞬間にびくんと身体からだを揺らし、ふらふらとした動きで進んでいく。

　カエデも走り方に精せい彩さいを欠いている。

　いつもの元気が感じられない。

　それでも二人は懸命に走っていく。

「は、離してショウくんっ！　二人が逃げちゃう……！」

「ま、待て、やめてくれ。亜希――！」

「やっぱり亜希じゃなくて、あっちをかばうんだ!?　むかつく！　むかつくよ！　やっぱりショウくんは、昔から何も変わってない！」

　両手を振り回したり、オレを睨にらんだりしている。

　亜希は涙ぐみながら、いつまでも、去っていったかりんとカエデの方向を見ていた。

「絶対に、壊してやるからっ！　み、見てろおっ……！　きいいいい！　絶対に亜希は負けないから！」

「お、落ち着いてくれ。亜希っ――！」

　このあと、オレは亜希を宥なだめようとした。

　だが、亜希はオレの手を振り払い、帰ってしまった。
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　夜。自宅に帰ってからのことだ。

　聖ひじりがリビングで椅子に座りながら本を読んでいた。

　理知的な瞳。すっと通った鼻筋。柔らかそうな頬ほお。

　見ているだけで癒いやされる。

「ああっ！　いつ見ても聖はかわいいなあ！」

　つい叫んでしまう。

　聖がこちらに顔を向けた。

「……なに、兄さん」

「ああ。すまん。ちょっとな、つい、思ってることが口に出た」

　聖がぷいと顔をそむける。

「……な、なにを言ってるの。兄さん。……ばか」

「ああ。ばかだよ。お兄ちゃんは。妹ばかさ」

「……い、妹ばか？」

「親ばかみたいなものだな」

「……つまり？」

「妹を愛してやまないのさ。こんな愛らしい妹がいたら、当然だろう？」

「…………ば、ばか」

　あ、あれ？

「聖ひじり。お前ちょっと頬ほおが緩んでないか？」

「べ、別に緩んでない」

　告げて、聖は口元を引き締める。

「本当かよ？」

「本当」

「本当に本当？」

「……兄さん。しつこい」

「うっ……」

「……でも、家だから許してあげる」

「そうなのか？」

















「うん」

「聖ひじり」

「……うん」

「ひーじーりー」

「…………なに？」

「呼んでみただけ」

「…………もう」

　聖が端整な表情をほんのわずかに崩し、手を振り上げて、叩たたくような動作をしてきた。

「悪かったよ」

「…………別に、いい」

「ああ、そうだ。今日の話なんだけどな」

「……そういえば、兄さん、部活にいなかった。かりんと、カエデも。何かあった？」

「うん。亜あ希きと一緒にいたんだ」

　聖の表情が目に見えて変わった。

「っっ！　あ、亜希ちゃんとっ」

　取り乱した様子で手に持った本を落とす。とさっ、と音がした。

「お、おい。大丈夫か？　聖」

「……わ、私は、冷静」

　がくがくと震えながら聖がつぶやく。

「機械仕掛けのおもちゃみたいになってるじゃんか!?」

「……れ、冷静」

「そ、そうなのか。聖がいうなら、きっとそれは正しい。誰だれが否定しようとも、お兄ちゃんだけは肯定してやる。――それで、まだ聖は昔のことを気にしてるのか？」

　尋たずねると聖の震えがより一層激しくなる。

　無表情で揺れるさまはちょっと怖くもある。

　いや！　違う！　これはこれで愛らしい……！

「べ、べべべ、別に、ききき、気に、してない」

「そうか」

「きょ、今日は、もう、寝るね」

「…………そうだな」










　◆第三話『絶体絶命！　この中に一人おもらしがいる！』



　……なんなの！

　本当に、何なの、あいつらっ！

　アキは、アキは許せないよっ！

　ショウくんはあいつらばっかり優先してるしっ！

　そんなの、ガマンできないよ……っ！

　あの二人を庇かばおうと必死だったショウくんを思い出すだけで――。

　うう、ううううう！

　むーかーつーくーっ！

　昔からショウくんは、どうして、他の相手ばかりっ……！

　どうしてアキのことを一度も大切にしてくれないの、かな。

　昔は聖ひじり。

　そして今は聖以外にも、いっぱいいるらしいしっ！

　さらに聖も同じ部活だとか!?

　もーやだ！

　ホントやだ！

　こうなったら、実力行使しか、ない、よね……？

　うん。

　そうだよ！

　そうと決まったら……！
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　翌日の朝のことだ。

　オレは布団の中で寝苦しさを覚えていた。

「うう……う、ん……」

　身体からだが重い気がする。

　いったいなにが……？

　ゆっくりと目を開くと、犬耳っぽい何かが目の前で揺れている。

「ん、んん……？」

「あ、ショウくん。おはよ。起きた？」

　って、え……？

「あ、亜あ希き!?」

「そーだよっ」

　薄いタオルケット一枚を隔てて、亜あ希きがぴたりと寄り添っていた。

　タオルケットと、亜希が着込んだ制服越しに、柔らかな亜希の感触が伝わってくる。

「な、なな、なっ……！」

　すぐ目の前で、亜希が首をかしげた。

「な？」

「どうして、おまえっ！　ここにっ……！」

「うん……。アキ、思ったの」

　亜希が晴れやかな笑みを浮かべる。

「ショウくんがアキより他の子を大事にするなら、アキのことをもっと大事に思うようにさせればいいって」

　口元から犬歯をのぞかせながら、オレの首筋を細指でなぞる。

「そ、それに、どうやってここへ……！」

　まさか聖ひじりが通すわけがないし。

「忘れちゃった？　ずーっと昔、よく窓から出入りしてたじゃん。登り方は心得てるよ」

「でも！　鍵が――」

　窓は開かれ、カーテンが風になびいていた。

















「窓をね、上にちょっと持ち上げて、どんって押すと、外れるんだ。ここの鍵」

「不法侵入じゃないか!?」

「ショウくんだってしてるじゃん」

「お、オレが、一体どこに不法侵入したっていうんだよ」

　何も思い当たらない。

「それはアキの心にだよっ」

「こ、こころ……!?」

「それに夢のなかにも侵は入いってきたよねっ」

「その主張は絶対おかしいよ！」

「おかしくないよ」

「さあ、ショウくん。アキのナカにも侵入してしまおうっ」

「待て、やめろ……！　って、手が、動かない!?」

　腕を見れば手錠のようなものでつながれていた。

　手錠の真ん中がベッドの枠に通されていて、動くことができない。

　亜あ希きが満足気に鼻をならす。

「ふふ。動けないようにしちゃったっ」

「不法侵入の上に拘束って！　強盗みたいな所業じゃないか」

「そうだよ。ショウくんを、盗みに来たんだよ……！」

「誘拐宣言された……!?」

「♪」

　鼻歌まじりに亜希がオレの身体からだを触ってくる。

　パジャマのボタンがひとつひとつ外されていく。

　逃げようにも手錠が邪魔して動けない。

　この上ないピンチだ。

　なんとかして手錠を外さなければ。

「な、なあ。亜希。ちょっといいか」

「ん～？　なに～？」

「この手錠を外してほしい」

「やだよ。逃げる気でしょ」

「に、逃げない。神様に誓う。一生のお願いだ」

　両手を合わせて告げる。手錠がじゃら、と音を立てた。

「…………アキ。昔ショウくんの一生のお願いとやらを十回くらい聞いたことがあるんだけど」

　亜希が不信げにオレを見つめる。

「ち、違うんだ。喉が渇いて死にそうなんだ……！」

「え？」

「も、もう二日も何も飲んでないんだよ」

　むちゃくちゃな言い分だが、亜あ希きならきっと大丈夫だ。

　オレには確信があった。

「ふ、二日も！　そ、それは大変だよっ……！　お……。あんなところにバ●リースが」

　それはオレが昨日から飲みかけで放置していたバ●リースオレンジのペットボトルだった。

　バ●リース……。

　冷たい予感が背筋を貫いた。

「あ、アキが口移しで飲ませてあげるよ！」

　などとのたまって、バ●リースを口に含む亜希。

「ん～」

　つややかな唇をつきだしてくる。

「や、やめろ」

「ん～」

「うっ……！　やめろ亜希……！」

　オレは身をよじって振り払おうとして。

「むぐうっ！」

　亜希はバランスを崩し、手に持ったバ●リースをこぼした。

　そう。

　オレの股こ間かんに、だ。

「…………まじかよ！」

「あっ――！」

　その瞬間、亜希もまずいと思ったのか口を開いてしまう。

　口に含まれたバ●リースも、オレにぶっかけられてしまった。

「あ、ショウくん。その、…………ごめんね？」

「おまえ、なんてことをっ！」

　この状況には、覚えがある。

　まさかこの前のようなことにはならないと思うが、それでも嫌な予感が拭ぬぐえない。

「で、でもっ！　ショウくんが暴あばれるから悪いんだよ!?」

「こんなことされたら、誰だれだって暴れるだろうが！」

「う、うう……ショウくんが怒った……」

「怒るよ！　当然じゃないか！」

　亜あ希きの瞳が心なしか潤んでいく。

　ここは心を鬼にして叱ってやらねばならないだろうな。

「亜希！　とりあえずな、こういうのはやめとけ」

「こ、こういうの？」

「不法侵入とか、拘束とか、そして他人にオレンジジュースをぶっかけたらダメだ」

「……う」

「これから、どうしたらいいか、判わかるよな？」

「……うう」

「とりあえず、手錠を外してから後片付けだ」

「…………でも、せっかくの、機会だし」

　まったく、こいつは、何も反省してないな。

「亜希――」



「……兄さん。大丈夫？　何か騒ぎ声が聞こえたけど――」



「――早くするんだ！」

　オレが叫んだのと、部屋の扉が開いたのはほぼ同時だった。

　人形のような美び貌ぼうを持つ聖ひじりは、それこそ本当の人形のように固まっていた。

「え、え……？　これ、これは、いったい……？」

　硬化した表情のまま口だけを動かす。

「……なに、これ」

　聖がくらりと崩れ落ちる。

「……なにこれ」

「い、いや、違うんだよ聖っ！　本当に」

「……手錠で、おねしょで、さらに、その状態で女の子に『早くしろ』……？」

「違うんだ。わかってくれ聖」

「……り、理解できない」

「オレは何もしてない。無実だ！」

　オレの魂の叫び。

「……上級者過ぎる」

　それはまったく届かなかった。

「上級者じゃないよ！　むしろ初心者だよ！」

「……初心者ってことは、やっぱり、そっちの道に」

　むしろ聖ひじりの想像が正しいととられてしまった。

「言葉選びを間違えただけだよ！　とにかく聖の誤ご解かいなんだ！」

　オレの言葉に聖はゆっくりと立ち上がり、真剣な声でつぶやいてくる。

「……大丈夫。わかってる」

　白はく皙せきの顔に、慈じ愛あいが満みち溢あふれたような気がした。

「ひ、聖……」

「……一緒に警察、行こう？」

「何も判わかってないじゃないか！」

「……兄さん、わたしは、気にしない」

「気にしようよ！」

「……軽蔑なんて、しない…………ようにしたい」

「希望!?　それはあれだよな。軽蔑しちゃったってことだよな！」

「う、うん……」

　聖がうなずいてきた。

　軽蔑、軽蔑、だと……？

　オレは聖に、軽蔑されてしまったのか……？

　なんでだよ……！

　オレが、何をしたっていうんだよ……!?

「…………はは、あはは。あははははは」

「……に、兄さん？」

「ふふ、うふふふ」

　目の前で軽蔑したとか言われるのが、こんなにつらいことだなんて思わなかった。

　うあああ。あは、あははははははははははは。

　何も、考えられなくなっていく――。

　何も――。

「……に、兄さんが壊れた……」

「ちょっとそこの兄妹きようだいっ！　アキのこと忘れてない!?」

　いつの間にか半泣きから立ち直っていた亜あ希きが、ベッドの上で仁王立ちをする。

　制服のスカートの裾すそが翻ひるがえる。

　太もものぎりぎりのラインまで、見えてしまう。

　しかしオレの脳は、それを認識しなかった。

　聖は亜希と視線を合わせた後、自分の身体からだをきゅっと抱きしめた。

「……あ、亜希ちゃん……」

「聖。久しぶりだね」

「……う、うん……」

　聖ひじりは肩をすぼめて、うつむき加減になる。

　その様子にオレは昔の聖を思い出す。

　身体からだが弱くて、泣き虫だった聖を。

　ああ。そんな聖にオレは、軽蔑されてしまったのだ……。

　オレの思考はまたネガティブなほうへと沈んでいく。

「ショウくんにあんな調子に乗った口のきき方するなんて、偉くなったもんだよね」

　キッ――と、亜あ希きが聖を強く睨にらむ。

「……べ、別に、そんなこと、ない」

「そうかな。さっきのが昔の聖と同じ人間なんて、信じられないくらいだよ」

「……うう」

　聖を舐なめまわすように、亜希がみる。

「ねえ。聖。アキは、聖のこと、怒ってるんだよ」

　聖はいつもの無表情はどこへやら、泣きそうなくらいに表情を歪ゆがめ、目をそらす。

「……そ、それは、ごめん、なさい」

「あの時、アキの大切な物をとってったよね」

　亜希の声が冷たく無機質なものへと変化していく。

「…………ごめん、なさい」

「本当に悪いと思ってる？」

　亜希は感情のうかがえない目で、聖を見た。

「う、うん……」

「……ねえ、だったらさ」

　亜希は意地悪く口の形を歪めて、告げる。

「ショウくん、アキにちょうだい？」

「だ、だめっ！」

「……やっぱりね。聖は何も悪いと思ってないんだ。何一つ、亜希に譲る気はないんだよね」

「そ、そんなこと……！」

「いいよ。別に、わかってたから」

　亜希はつぶやいてから、鼻をひくつかせた。

「……すんすん。聖、すごい焦ってる？　困ってる？　そういう匂い、するよ」

「……そんなこと、ない」

「それにさ、聖、何か隠しごとしてるよね。申し訳ないと思ってる相手に？　誠意ってもの、知ってる？」

「…………うう」

「言ってみてよ。アキに、聖ひじりが悪いと思っていると、証明してみて」

「……うん。それで、信じてくれるなら、私は――」

　聖がそこまで言いかけたところで、亜あ希きはつぶやく。

「そういえば、第二華か道どう部ぶの人にも会ったんだけどね。……あの人達たちも、聖と同じ匂いがしたよ」

「……う」

「聖と同じようなヒミツを抱えてる匂いだ。あっちも、暴あばいてあげようかな」

「……だったら、言えない」

「ほら、やっぱり。聖はアキに何一つ譲歩する気がないっ！」

「……それ、以外なら、なんでも」

「ショウくんだって譲ってくれなかったじゃん！　聖のヒミツも、お友達のヒミツも、暴いてやるんだからっ……！」

「…………うう」

「匂いの種類が、変わったね？　これは、緊張してるのかな」

「……ち、ちがう、よ…………あうっ……んん」

「緊張に混じって、何、これ……？」

「……な、なんでもない。んひっ……あ、亜希ちゃんの、気のせい」

「よくわからない匂いがする」

「……違う、違う」

「これって、あれ、もしかして……」

「…………うう、このままじゃ、気づかれちゃう」

　オレは聖に軽蔑されてしまったこと、それしか考えられなくなっていた。

　そのオレの耳を、たくさんの言葉が素通りしていった。

　だけど、何かが心に引っかかる。

「…………ううっ……もう……んっ……だめえ」

　大切な、何かだった気がする。

　その声が聞こえてきた。

「……たす、けて……。にい、さんっ……！」

　それは聖がオレを呼ぶ声だった。

　乾いて止まったオレの心に、まるで豪雨でも降り注いだかのようだ。

　一気に気持ちが溢あふれ出す。

「聖ぃぃぃっぃっ！」

　聖がなぜか身体からだを震わせながら、弱った目でオレを見ていた。

「――はっ！　オレは、いったい、どうして――!?」

　聖ひじりの体の震え、顔色、流れ落ちていく汗、そして声の調子。

　そのすべてが、聖がピンチだとオレに告げていた。

「こ、これは……？」

「何か、文句でもあるの？　ショウくん」

「亜あ希き、お前、いったい聖に何を――！」

「アキは、この子を許せないから、だからっ……」

「やめてくれ、亜希」

「…………なによ！」

「もしお前がこのまま聖をいじめるというのなら――！」

　手錠で拘束された腕を思い切り引っ張る。

　バキィ！　木製のベッドの枠が折れる。

　オレは手錠で両手をつながれたままだったが、ベッドからは解放された。

「どうなんだ、亜希――。コレ以上聖に、何かするつもりだっていうのかよ」

「ショウくんが、そんなだから……！　そんなだからぁっ！」

　亜希の歯が、ギリ、と音を立てる。

　オレは亜希に近づいていく。亜希が一歩、後ろに下がった。

　そこに、割って入る声があった。

「……や、やめて、兄さんっ！」

「え」

　聖の、普段出さないはずの大声だった。

「ひ、聖……？」

「……あの時の、んぅ……ことは、わ、私が、悪かった。だから……っ！」

　亜希が叫び返す。

「やめてよ！」

　亜希の拳こぶしが強く握にぎられている。

「そうやって、いつもショウくんは聖のもの……！　聖はそれをアキに見せつけて、優越感でも覚えているの!?　大嫌いだよ！」

　叫んで亜希が窓へ向かって駆かけ出だす。

　窓枠を乗り越え、外に突き出た配管をつかんだ。

「お、おい！」

　急いで窓の下を覗のぞきみると、配管を伝って滑りおりる亜希の姿があった。

「覚えててっ！　今に目に物見せてあげるからっ！　聖の大事なものを、全部、壊してやるんだからっ！」

　亜あ希きはぶんぶんと拳こぶしを振り回して、背を向ける。

　そのまま脱だつ兎とのごとく走り去っていった。

　後ろ姿を見ながらオレはつぶやく。

「…………手錠の鍵どうすんだよ」

　両手にはまった金属のそれは、陽光を反射してきらきらと光り輝いていた。

　とりあえず、パジャマの下だけはき替えるか……。



　朝食はいつも聖ひじりと代わりばんこで作っている。

　そして今日はオレの当番だった。しかし、手錠がはめられたままなので作れない。

　そのため、聖が料理をしてくれるということになったのだ。

「聖。何を作ってるんだ？」

「……おさかなさん」

「そうかー。お魚さんかあ」

「……もうすぐできるから、待ってて」

「ああ。待つよ。いくらでも待っちゃうよ」

「…………うん」

　しばらく経たった。

　テーブルの上には、程よく焦げ目のついた焼き鮭じやけ、いい香りのする味み噌そ汁しる。つやつやのご飯。

　そして対面の椅子に聖が座っている。

「今日もとっても美お味いしそうだね！　聖！」

「……ありがと」

　と、ここまではいい。いいのだが――

　食事の挨拶をした後すぐに、オレの手は止まった。

　手錠のせいである。

　焼き鮭はほぐし難にくいし、味噌汁を飲むのも相当つらいものがある。

「むう……」

「……に、兄さん。ちょっと」

「なんだい聖」

「……その」

　聖が少し恥ずかしそうに顔をそむける。

「うん」

　この姿を見るだけで、胸の中に何か温かい物が広がっていく気がする。

　父さん、母さん、ありがとうございます……！

　オレは、聖ひじりの兄に生まれてきてよかった……！

「……そ、そのね。食べにくい、よね」

「そんなの聖のせいじゃないだろ。気にしなくていいよ」

　聖は顔をもう一度こっちに向けて、そして、またそらす。

　そむけた顔から、瞳だけをこちらに向けて、つぶやいた。

「……だから、食べさせてあげよう、か？」

「マジで!?」

　おっと。つい大声が出てしまった。

「ひゃっ……。い、い、嫌なら、別にいい、けど」

「お願いします。ぜひに！」

　聖はほんの少しだけ笑って、うなずいた。

「……うん」

　聖は立ち上がり、椅子をひとつオレのすぐ右側に運んだ。

　そこに座った聖は、もう肩が触れ合うような距離にいる。

「……いま、ほぐすから、待ってて」

　聖は右利きだ。だから、箸を伸ばす時に身体からだがこちらを向き、顔が更に近くなる。

　…………ああ。今まで、聖のこんなにも近くにいたことがあっただろうか。

　いや、ない！

　……ここは、天国なのか？

「……兄さん。くち、あけて」

　鮭さけを一切れ箸で掴つかみ、オレの口元まで運んでくる。

　もぐ。

「……ん。どう、かな」

「…………なんてものを、食べさせてくれたんだ」

「……え。兄さん。ご、ごめんなさい。失敗、しちゃった、かな……？」

　聖が不安そうにオレの顔を覗のぞき込こむ。

「こんなもん食べちゃったら、他のものが食べられなくなっちゃうだろ……！」

「……に、い、さん？」

「うまい。すごくうまいよ……！　今まで食べた何よりも！」

「……うう。そ、そんなに？」

　聖は無表情。

　しかし、オレの目から見れば恥ずかしそうにしながら、オレをちらっと見てきた。

「ああ。そんなにだよ。世界一だ。どんなレストランだって聖にはかなわない。三つ星でも足りない。百個だ。星を百個あげちゃうよ聖ッ！」

「…………兄さん。て、照れる。……もっと、食べて？　次も、どうぞ……」

「ああ。おいしいよ。おいしいなあ……！」

　心なしか満足気な表情をした聖ひじりが、次々にオレの口に箸を運んでくる。

「心が満ちていくよ。オレ、判わかったよ。食事って、心で味わうものだったんだな……！」

「……うん。今日の、そんなに出来が、よかった？」

　嬉うれしそうに問いかけてくる聖に、オレは微笑ほほえみを向ける。

「違うよ。聖」

「……え？」

「聖の料理は、いつもおいしいよ」

「……でも、今日は、いつもより」

「そう。今日はいつもと違うことがあるんだ」

「……ちがう、こと？」

　首をかしげる聖に、オレは頷うなずいてみせる。

「――それはね。聖が食べさせてくれたからさ……！」

「……私が食べさせると、おいしい？」

「ああ。聖の手は、魔法の手だね。聖が食べさせてくれるだけで、何よりもおいしくなる」

「……だ、だったら、その、また……」

















「また？」

「……うう。やっぱり、なんでもない」

　聖ひじりが恥ずかしそうに、うつむいた。

　かわいい。かわいいなあ……！　こんな聖が見られるなんて――

「手錠かけられてよかったよ……！」

「…………え？」

「本当によかった！　手錠かけられてよかった！」

「…………う、うん　わたしも」



　そして登校する段階になった。

「どうしよう……。着替えることすらできない」



　　　　　　　●▲



　結局、制服をきちんと着ることはできなかった。

　だから、両腕の上から制服を着た。袖そで口ぐちがぴろぴろと風に翻ひるがえるような変な状態である。

「というわけで聖。一緒に登校してくれないか」

「……え？」

「手が上う手まく使えないんだよ。だから、頼むよ」

「……うん。手が使えないなら、仕方ない。……うん」

　聖がほんの少し顔をほころばせる。

「どうかしたか？」

「……別に、何も。兄さん、行こ？」

　聖が袖の先をきゅっと握にぎって、玄関へと向かった。

「なんかこれ、手、つないでるみたいだな」

「……そう」

　他た愛あいのない会話をしながら、オレたちは学園へと向かっていく。

　少し進んだ先には、見知った人影がいた。

　黒いチャリンコの脇にちょこんと立っている、黒髪のちびっ子だ。

「しー先輩ー。聖せんぱーい。おはようございまーす」

　かりんは、両手をぶんぶんと大きく振ってきた。

「……って、ありゃ。なにしてるんです？　それ」

　かりんが目を丸くして尋たずねてくる。だが、別に答えなくてもいいだろう。手錠がはまっているなんて知られたら、何を言われるか判わからないしな。

「なんでもないぞ。気にしなくていい」

「そですか？　まあそれよりも、…………昨日の人、なんなんですか？」

　かりんが不審げな視線でオレを見上げた。

「ああ……あいつか。オレと聖ひじりの幼なじみだよ」

　聖の肩がびくんと揺れる。

　かりんは自転車を押しながら相あい槌づちをうつ。

「……幼なじみですか。よく、暗殺者の最後の仕上げとして、殺し合いとかさせられるポジションですね」

「お、おう」

「まあ、それで、続きをどうぞ、お願いします」

「……その辺も含めて、放課後話そうかと思う。今日は……水曜日。ノー部活デイだな。でもまあ、部室に来てほしい」

「いえ、気になりますし。行きますよ、部活」

「あと、クリスにも伝えないとな」

「では、わたしが伝えておきますよ。クリス部長のクラスに遊びに行く口実になりますし♪」

「じゃあ、頼む」

　その後、通学路で待ち構えていたカエデも合流し、四人で登校することとなった。

　ちなみに手錠は、教室にやってきた亜あ希きが鍵を持っていたため、外してもらえた。

　……このまま授業を受けるとかじゃなくて、本当に良かった。



　一時間目の授業中のことだ。

　聖は申し訳なさそうに手を上げて教師に告げた。

「……すみません。ちょっと」

　そういって教室の後ろ扉を見る。

　その様子から教師も察したのか、教師は「いっていいぞ」と短く告げた。

　次に聖が手をあげてトイレにいったのは二時間目の授業中だった。

　そして、三時間目にもまた、行ってしまった。

　休み時間になったのを見計らって、オレは聖に話しかける。

「聖。いったい、どうしたんだよ？　今日は随分と具合が悪そうじゃないか」

「……それが」

「ああ」

「……後ろから、見られてる気がして」

「亜希か？」

「……そう。とても、緊張する」

　聖ひじりが沈んだ声でそう告げた。

　なんとかしてやりたい。だが、授業を受けないという訳にもいかない。

「難しい問題だな」

　オレがつぶやいたところで、亜あ希きがこちらへと近づいてくるのが目に入った。

　犬耳少女はこちらを見透かすような笑みを浮かべた。

「聖。聖は、休み時間にすぐいなくなるんだね。そして、授業中もいなくなる」

　…………！

「これは、どういうことなのかなっ」

　こいつ、何かに、気付いたのか……!?

　オレはこわばりそうになる顔を意識して抑えつつ、言葉を返す。

「な、何を言ってるんだ？」

　会話に、手が抜けない。

「思えば、昨日も休み時間にはいつもいなくなってたね。今日はそれに加えて、授業中もだよっ」

「……うう」

　聖が目線を下に向けた。

「いったいどうしたのかな。何か、隠しごとが関係あるのかなあ。ねえ」

「……か、関係、ない」

　亜希が鼻をひくつかせる。

「緊張の匂いが強くなったね。やっぱり関係あるんだね」

　こいつ、なぶってやがる……!?

「おい、亜希。それ以上は――」

「ショウくんは黙ってて。今アキは聖と話してるんだから」

　亜希の目が細められていく。

　オレはなんとかフォローをしようと口を開く。

「なあ、亜希。聖は今日、具合が悪いんだ。そっとしておいてやってくれないか？」

「本当かな。朝はすごい元気そうだったよ？」

「学校に来ると悪くなるんだ」

「それ、仮病だよね？」

「違う。新型うつ病だ」

「し、新型……？　あ、新しいの？」

　亜希は頭を押さえ、むぅと唸うなった。

「そうだ。新しいタイプのうつ病だ。学校や職場へ行った時だけ具合が悪くなる」

「あ、明らかに仮病だよね!?」

「違う！　確かに外からはそう見えるかもしれない。だけど、本人はとてもつらかったりするんだよ……！」

「う、うん」

「その苦しさは本人しか判わからない。たとえ他人からどう見えたとしてもな」

「それは、そうかもしれないけど」

「亜あ希き。君は大切にしているものがあるか？」

「ある、けど……」

「その大切さは、他人に伝わるか？」

　告げると、亜希が押し黙った。

　暗い声が返ってくる。

「うん……。伝わらないね。伝わらなかったよ。アキの大事なハンカチの価値は、伝わらなかった」

　……ハンカチ？　何のことだ？

　だが理解を示してくれたのは、ありがたい。

「それと同じだよ。他人からじゃ判らないことがあるんだ」

「そっか……」

「とにかく、そうなんだ」

　亜希は一瞬納得しかけたように見えた。だが、すぐに顔をあげて言い返してくる。

「で、でも、それだと緊張とか、我慢してる匂いとかの説明がつかないよ！」

「新しいやつだからな」

「新しい、新しいのかぁ……。じゃあ、仕方ないのかなあ。でも、うーん」

　亜希が腕を組んで唸うなりだす。

　そこへ、教室の前の扉ががらりと開いて教師が入ってくる。それと同時にチャイムの音。

「……ともかく、聖ひじり。見てるからねっ！」

　亜希は大きく足音を立てて、自分の席へと戻っていった。

　聖はその様子を見ながら、頭を抱えてぷるぷると震えていた。



　四時間目のことだ。

　国語の時間で、教師は相当なおじいちゃんだ。

　禿はげ上あがった頭に、細くなった身体からだ。杖つえをついて歩いているような人だ。

　授業は何を言っているか聞こえないし、生徒が騒いでいても注意しない。

　そのため、国語の時間は半ば自習のような形となっている。

　真面目まじめな聖はいつもきちんと教科書を読み、黒板を見て勉強をしていた。

　しかし、本日に限って、聖ひじりは震えていた。

　机の上に突っ伏すようにして、肩を抱いている。

　そんな聖と目が合う。

「（聖、大丈夫か？　どうしたんだよ）」

　オレは口の形だけを変えて聖に話しかける。

「（……ダメかも）」

「（でも、さっきよりも早いじゃないか……）」

「（……だって、亜あ希きがあそこまで、私を……、今も、絶対後ろから、見てる……）」

　聖の足首が揺すられている。

「（それは、そうかもしれないけどっ……）」

「（……ずっと、ううっ……ずっと監視されてるみたいで、んん……。緊張、する……）」

　聖のすぐ後ろを見てみると、亜希がじいっと聖のことを見ていた。

「（だ、大丈夫だ聖。別に見られてない）」

「（……ほ、本当？）」

「（う……）」

「（……や、やっぱり見られてるんだ……）」

　聖の手が机の下でもぞもぞ動き出す。

「（そ、そんなことは……！）」



「みんな！」



　突如、女生徒の声が響いた。

　振り返れば亜希が机の上に立っていた。

　亜希は細い指を一本立て、すうっと上にあげる。

「この中に一人、おもらしを我慢している人がいるよっ！」

　こいつ、なんてことを!?

　亜希はオレのほうを見て、嗤わらった。

　しかし、なぜ分かった……!?

　オレがそう思ったのと同時に、クラスメイトの田た中なかが声をあげる。

　人畜無害と噂うわさの、のんびりした様子の男だ。

「どうしてそんなことが分かるんだよー」

　亜希は誇らしげな笑みを浮かべる。

「実にいい質問だよ。アキは大体匂いでわかるんだよっ」

「おしっこマニアってことー？」

　すごいな田た中なか！

　いきなりそれが出てくるか……。

　人畜無害っぽい顔してるくせに、中身はなかなかのヤンチャさんだぜ……。

　恐ろしい汚名を着させられそうになった亜あ希きが、両手をぶんぶん振って反論する。

「ち、違うよっ！　全然違うよ！　緊張とか、怒りとか、焦りとか、そういう気持ちが強い人は、わかるんだよっ」

「どうしてー？」

　いけ。田中。そのままやってしまえ……！

「そういう匂いがするもんっ！」

「胡う散さん臭くさいなー」

　そこで声をあげたのが学年一位の海かい堂どうくんだ。

「ちょっと待ってほしい。人間の嗅きゆう覚かくというのは、君たちが思っている以上にすごいものなんだ。人間の五感のなかで一番大きな遺伝情報を持っているほどさ。味覚などとは比べ物にならないくらいで、人間はたくさんの匂いを嗅ぎ分けることができる。ならば、嗅覚を鍛え上げればそういうこともできるのではないか。統計によると――」

　クラスメイトたちがざわつく。

「が、学年一位がそういうのなら……」

「きっと、そうだよな」

「ああ。オレたちの中で一番頭がいいってことだもんな……！」

　海堂め。なんてことを……！

　亜希が言葉を引き継ぐ。

「とにかく、そういった匂いを嗅ぎ分け、焦り、緊張などの配分からするとねっ……！　これは、おもらしを我慢している匂いなんだよっ……！　経験からっ……！」

　亜希が机の上に仁王立ちしながら、無駄に力強く断言する。

　公開処刑……。

　そんな言葉がオレの頭を通過していく。

　苦しそうに机の上に伏したまま、時間が過ぎるのを待つ聖ひじりに対して、悪魔のような所業だ。

　オレの幼なじみはオレが知らない間に、こんなにも悪あく辣らつな人間になっていたとは。

「くっ……」

　オレは戦せん慄りつを禁じ得なかった。

　こいつ……！

　オレと亜希の視線が激しくぶつかりあう。

　亜希は退ひく気はまったくないとばかりに、犬耳を逆立てる。

「ショウくん。何か言いたそうだね」

「こんなことをして、何になるっていうんだよ」

「別に、なんにもならないね」

「――だったら」

「ただ、みんな暇そうにしているし、アキはちょっとしたゲームでもしようかと思っただけだよっ」

「なんだと」

「推理ゲームみたいで、面白いでしょ？」

「ハッ。どこがだよ。何の面白みもオレには感じられないけどな」

「そうかな」

「それに、別にどうだっていいだろ。トイレを我慢するくらい普通だろ」

「ううん。アキの嗅きゆう覚かくによると、これはほんのちょっとだけ、すでにアウトだね」

　!!

「す、少しくらいいいだろ!?」

　オレが言うとクラスメイトがざわめき始める。

「おもらしとか、ちょっとねえ」「さすがに有り得ないよ」「しかし統計によると――」

　否定意見ばかりだ。

　オレはイエス・キリストの逸話を思い出す。

　罪人に石を投げつける民衆に対し、彼は言った。

『一度も罪を犯したことのないものだけが、石を投げよ』と。

　他人の罪を責め立てるなら、自分を省みてからにしろ、という話だったはずだ。

　それにオレも倣ならい、口を開く。

「なあ、お前ら！　聞けよ！」

　全員の視線がオレに集中する。

「お前らだって漏らしたことくらいあるだろ!?」

　気持ちを乗せて、叫ぶ。

「文句を言っていいのはさぁ！　今まで、漏らしたことのないやつだけだ！　さあ、どうだよ!?」

　オレはクラスメイトを見回す。

「いや、高校生になってさすがにねーよ」「あるっていっても、十年以上前だし」「しかし統計によるとだね――」

　ぐうっ……！　反対派ばかりかよ……！

　焦るオレに、亜あ希きが意地悪く唇を歪ゆがめる。

「あれ。ショウくん。どうしてそんなに庇かばうのかなあ。もしかして……」

「ッッ……！」

　まずい。

　オレ＝シスコンということは、このクラスの誰だれしもが知っていることだ。

　あまり動き過ぎることは、できない……。

　亜あ希きが勝ち誇ったように告げる。

「さあ――！　犯人は、この中の、いったい誰だろうねっ」

「犯人も何も、まだ犯行すらしてないというのに!?」

　まさか、犯人という言葉を使い、意図的に悪いイメージでも与えようとしているのか……？

　いいや。亜希のことだ。

　そこまで考えてない。なんとなくで行動しているだけ、か……？

　クラス中を見回す。

　見て判わかる容疑者は、二人しかいなかった。

　机に頬ほおをつけたままの聖ひじり。

　そして、寝ている加か藤とうだ。

「さあ、明らかに様子のおかしな人が、いるよね」

　クラスメイトが周囲を見回していた。

「あれ、清し水みずさん、なにか様子がおかしくない？」と、誰かが言った。

　しかし聖は言葉を返す余裕もなさそうだ。

「……んんっ」

　流れる汗もそのままに、目を瞑つぶっている。

　このままじゃ、聖ということになってしまう……！

　か、加藤、すまん……！

　絶対に埋め合わせするから！

　オレは聞こえよがしに言った。

「おいおい。加藤――寝たふりかよ。まさか、――お前か？」

　チラッ。

　クラスの様子をうかがう。

「なんで加藤寝たふりしてたんだ……？」「加藤のことなんじゃあ……？」という声があちらこちらから、聞こえてくる。

　よし。

　これだ……。

　亜希を見ながら、余裕だぜ、という表情を作ってやった。

「ねえ、本当に、寝たふりなのかな……？」

「…………!!」

　まずい……。

「ちょっと、確かめてくるよ」

　亜あ希きが席から立ち上がり、いびきすらかいている加か藤とうへと向かっていく。

「させるかよ……！」

　オレもがたんと立ち上がり、亜希の進路を塞ふさいだ。

「ねえ、ショウくん。これはどういうつもりなのかな」

「どういうつもりも、何もねえよ」

「アキ。ちょっと意味がわからないんだけど」

「お前、加藤に何するつもりだよ」

「起きてるかどうか確かめるだけだよ」

「どうやって」

「つねったりとか？」

「……おいおい。加藤にそんなことさせるかよ。加藤には、指一本触れさせない！」

　亜希は不思議そうな表情になる。

「どうして？」

　どうしてだ……!?

　何か、何か理由が欲しい。

　オレがそうする理由……。何もなければ、聖ひじりを庇かばうためとまではいかなくても、聖関係でやったのでは？　と類推されてしまうかもしれない。

「ぐ……」

「ほらほら。ショウくん。どうしたの？」

「うう……。加藤は大事な友だちだからだ」

　かなり、苦しい言い訳だ。

「友達だから？　おかしいよね。軽くつねったり、くすぐったりするくらいだし、遊びの範はん疇ちゆうだよ」

「…………ああ」

「それくらいなら、別にいいよねっ。傷つけるわけじゃないし」

　一個。

　一個だけ、何とかする方法があるといえば、ある……。

　ええい……！

　やってやる！

「おっ、オレの加藤は、女なんかに触らせないっ……！」

　ざわ……。

　ざわざわ……。

　一気にクラス全体に喧けん騒そうが満みち溢あふれる。

「ま、まさか。あの二人って、そっちの……」「全然気づかなかった……」「……想像もしなかった……。それにしても、なんて誰だれも得しないカップルなの……」

　嫌な汗が身体からだを伝っていく。

　そしてダメ押し。

「こいつには、オレだけでいいんだ」

　大丈夫。今だけはカップルだと、思わせるんだ。

　きっと今は勢いでごまかされてるけど、後々誤ご解かいは解けるはずだ。

　どう見たってオレと加か藤とうはそういった関係じゃない。

　説得力があんまりないのだ。

　しかし、

　嫌なつぶやきが聞こえた。

「加藤が女子に告白しまくってたのって、まさか、それを隠すためのフェイク……？」

　クラス中が静かになっていく。

　静せい寂じやく。

　な、なにそれ……？

　やばい。

　思った以上に信しん憑ぴよう性せいがでてしまいそうだ……！

　どうしよう加藤。助けてくれよ……！

　オレはそんな都合のいいことを思いながら、加藤を見る。

　今のクラスがどんな状況になっているかも知らず、彼は熟睡していた。

「……すぴー。すぴー」

　い、いや。それでいいんだ。

　オレがどんな目にあっても、これで聖ひじりの件が有う耶や無む耶やになる……！

「……へへ、悪いな。加藤。地獄まで付き合ってもらうぞ……」

「…………うへへ」

　その時、気持ちよさそうに眠る加藤の額ひたいに蚊が止まった。

　あんなところを刺されたら仏像みたいな状態になってしまう。

　オレは今や戦友となった加藤の額から、蚊をはらう。

「あ、頭をなでやがった……！」「こ、これは……」「ホモォ……」

　これで、周囲の目からは、トイレを我慢している加藤を気遣うオレに映ったはず……！

　聖からみんなの目は逸そらせ………………

　って聖ひじりィィィィッィッ！

「…………ん、く、う……あっ……」

　長い間加か藤とうにかまけすぎた……！

　さっきよりも数段つらそうになってるじゃねーか！

　こ、ここから聖を自然に連れ出す方法は……！

　ちっ。

　そうかよ……。

　初めからそうすりゃ、よかったんだ……！

　気づかなかったオレは、とんだ間抜けだった。

　本来ならば有り得ないロジック。

　だけど、オレだからこそ有り得るロジック。

「亜あ希き……。すまん。トイレに行きたかったのは、オレだ」

「……ショウくん？」

　ミステリでいうなら、真犯人をかばって犯人を名乗り出るポジション。

　普通のミステリなら探偵役に看破されて終わるだけの立ち位置。

　だけど、オレはここで終わるわけにはいかない……！

「そっか……。じゃあ、行ってくればいいよ？」

　亜希はつぶやいて、ちらっと聖に視線を送る。

　それでどうやって聖を救うつもり？　そう、問いかけているように見えた。

　だが、残念だったな……！

　普通ならばここでチェックメイト。オレの負け。どうあがいても逆転は不可能。

　そんな局面だろう。

　だけどっ……！

　オレにはこの前打った布石がある。

　まさか、こんなふうに使えるとは思いもしなかった。

　望まなかった一手。

　だが、それが全てを覆してくれる。

「ああ。トイレへ行くさ。だから、聖は連れて行くぞ？」

「ど、どういうことっ!?」

　戸惑う亜希を放置して、オレは聖のほうへと歩いて行く。

「い、意味がわからないよっ！　どうして、ショウくんがトイレにいくのに聖を連れていくのよ！　ねえ、みんな、おかしいと思わないの!?　ねえ！」

　亜希がクラスメイトたちに向かって叫ぶ。

　しかし、誰だれもが答えない。

「残念だったな――。亜あ希き」

「え……」

「このクラスにはそれをおかしいと思う人間は誰だれもいない」

「え……？」

　オレはニヒルに笑ってみせる。

「オレは、一人でトイレができねーんだ」

「な、な、なっ……!?」

「そうだろう？　みんな」

　クラスメイト達たちは、なぜか嫌そうな顔をして首を縦に振った。

「そういうことだ」

　告げて聖ひじりを抱え上げようとする。

「これで終わりだよ。亜希。お前が始めたくだらないゲームはもう、やめだ」

　亜希は怒りをこらえるように俯うつむき、犬歯をむき出しにしていた。

　そんな亜希が叫ぶ。

「待って!!」

「……ん？」

「ショウくんからは、そんな匂いがしないよ……！」

「匂い……？　それは証明できるのか？　オレは今、とてもトイレに行きたい。だけど亜希、お前は違うという。そんな誰にも証明できないような、君自身にしか判わからないような、匂いとかいう不確かな証拠で」

「で、でも」

「きっと、今日の君は鼻の調子が悪いのさ」

「待って！　待ってよ！　……だったら、だったらアキが手伝うっ！」

　な、なんだと……!?

「聖は具合悪い……っていう建前、ううん。具合悪いとショウくんは思っているんだよね？　だったら、そんな聖を連れて行くのは、ひどくないかな！」

「くっ……！」

「どう、かな？」

　亜希が勝ち誇るように笑う。

「だけど」

「だけど、何なのかなっ。具合の悪い人に、そんな変な手伝いは、させられるのかなっ……!?　しかも、大事な妹さんだよねえ！」

「ああ。そうだ」

「だったら、アキに手伝わせたほうが――」

「大事な妹だからだ」

「……え？」

「オレは、聖ひじりに手伝ってもらわないと、ダメなんだ」

「…………え？」

「もういいか？」

「きょ、兄妹きようだいでそんなの、おかしいよっ……！」

「そんなこと、とっくに知っているさ」

　亜あ希きが悔しそうに息を吐く。

「行くぞ。聖」

　聖はもはや陸に打ち上げられたマンボウのような死に体だ。

　オレはぐったりした聖を抱え上げ、急ぎ足でお花畑へと向かった。

　そして事なきを得たのだった。



　　　　　　　●▲



　その日の昼休みが終わりに差し掛かった時間。

　自分の席に座っているオレに加か藤とうが話しかけてきた。

「なあ、清し水みず。聞いてくれよ」

　オレの机に手をつき、顔を近づけてくる。

「……お、おう」

「どうして視線をそらすんだよ」

「いや、その……。大丈夫か？」

　先程ひどい汚名を着せてしまったため、ちょっと気まずい。

　謝あやまったほうがいいのか。

　それとも知らないほうが幸せなのか。

「何がだよ？」

「大丈夫ならいいんだ。気にしないでくれると助かる」

「さっき女子に話しかけたんだけど、返事してくれたんだよ……」

　涙すら流しながら加藤が言った。

「え」

「ここ最近返事すらしてくれないんだけど、してくれるようになったんだよ……！」

「そ、そうなんだ？」

「ああ……『お昼のご飯、たまには一緒にどうですか……！』って聞いたんだ」

「うん」

　よく『返事すらしてもらえない』と嘆いていたアレのことか。

「そしたら、『清し水みずくんほっといていいのー？』って」

「……げ」

　確かにわりとよく一緒にいるけど、いつも一緒ってわけでもないのに、その返しは……。

　やはりさっきの出来事が効いているのか……？

「俺おれがよく清水と一緒にいるかとか、俺のことを意識してないと判わからないよな……。きっと」

　別に意識なんかしてなくても、同じクラスならわかるような気が。

「だから、あの女子はきっと俺のことを意識しているに違いない！」

　意識はされているかもしれない。警戒とかそういうので。

「そ、そうか……？」

「絶対にそうに違いない。まあ、清水にはまだ、早いかもな。大人になったらわかるよ。女性の感情の機微、ってやつがさ」

　加か藤とうが肩をぽんぽんと叩たたいてくる。

「そ、そういうものなのか……？」

「ああ。そうだよ。断言してもいい。あの子は絶対俺に気があるな」

「お、おう……そうか」

　オレの冷めた目とは正反対に、加藤は瞳を輝かせながら語る。

「絶対にあの子は俺の運命の、そう、伴侶となるべき人なんだ」

「そうか……。あまり迷惑はかけるなよ」

「おうっ……もちろんだぜ！　どうしようか。告白されるのを待ったほうがいいかな。それともオレから行ったほうがいいかな。あ、菓子折りが必要かもしれないな。一応念ねんの為ために婚姻届も用意していこう」

「そ、その辺にしといたほうがいいんじゃないか？」

「そうだ。愛を綴つづる手紙も書こう……！」

「聞いてるのか？」

「ありがとう！　清水！　気持ちは固まった！　お前のおかげだ！」

「待って。その決定にオレの意思関わってないよな!?」

「ありがとう！　ありがとう！　すぐに書いてくる……！」

　加藤はそう言って自分の席に戻ると、ノートを取り出して一心不乱に何かを書き始めた。

「……お前も懲りないな」

　ちなみにこの症状はわりとよくあることらしい。

　下手に加藤に話しかけたり、挨拶をしたりすると発生するトラップのようなイベント。

　加藤が女子から挨拶すらされなくなった理由でもあるようだった。










　◆第四話『失敗禁止！　彼女たちのヒミツは漏らさせない！』



　そして放課後の部室。

　本来なら部活が休みの日だ。

　だけど現在、部室にはオレと聖ひじりとクリスがいた。

　オレが全員を呼び出したのだ。

　聖は隅っこにある椅子に座ったまま、ハードカバーの本に目を落としている。

　オレが幸せな気持ちで聖の様子を見ていると、クリスが声をかけてきた。

「ねえ、しーくん。ちょっといいかしら。こっちへ来てもらっても」

　細くてきれいな指先を曲げ、オレに手招きしてくる。

「どうしたんだよ」

「ちょっとちょっと。耳貸してちょうだい」

「え？」

「ねえねえ、何でもかわいい子がしーくんのクラスに転校してきたそうじゃない」

「情報が早いな。もう亜あ希きのことを知ってるのか」

「うんうん。亜希ちゃんっていうのね。……ふふふ」

「み、耳元で笑うなよっ」

　「ねえねえ、その子……おもらしとかしないかしら？」

　「!?」

「ちょっと興味があるのよね」

「持つな。んなもん。あいつはそんなのしねえよ。たぶん」

「ずいぶん親しそうな言い方するじゃない」

　クリスが疑わしげな目付きで見てくる。

「……幼なじみなんだよ」

　つぶやくと、クリスは少しためらいがちに声をかけてきた。

「お、幼なじみ……。ね、ねえ。しーくんからなんとか頼んでくれないかしら？」

「た、頼む？　一応聞きたいんだが、何を……？」

「もちろんおもらしよっ！」

　クリスはオレのすぐ近くで、にこりとお嬢さま然とした笑みを浮かべてきた。

「んなもん、頼めるかよ！　大体なぁ、前から思ってたんだけど、何がそんなにいいんだよ」

「聞きたい？　聞きたいの？」

「あ。いや――」

　やっぱりいいと言う前に、クリスがオレの耳元で語り出す。

「まず羞恥の表情ね。こんな歳としになったのに、漏らすわけにはいかない。我慢しなきゃ、って気持ちよね。そういう状態の女の子って最高だと思わない？」

　めっちゃいい笑顔だった。

　こんなにも晴れやかな顔でおもらしの話をする人間を、オレは他に知らない。

　というか、いたら嫌だ。

「次にね」

「続くの!?」

「そして、次に漏らしてしまった女の子。これも最高ね。我慢すればするだけ、漏らしたくないと思えば思うだけ、漏らした時のカタルシスは大きいのよ！」

「それをカタルシスっていう人間、初めて見たよ！」

「覚えておきなさい。業界では一般的な概念よ」

「どこの業界だよ！」

「おもらし業界」

「そんな業界があるんだ!?」

「あるわよ。そこは二つの派閥に分かれていて、名付けるなら『だだもらし派』と『我慢派』ね。どちらに魅力を感じるかということなのだけど、多数派は『だだもらし派』ね。あたしはどっちもイケるけど」

「より変態だよ!?」

　すげえ。超いらない知識だ。

　この情報を持っていて得になる状況をオレは思いつかない。

「最初はただ、女の子の弱みを知りたかっただけなの。でも、でもね。だんだん、手段と目的が入れ替わってしまったの」

「う、うん……」

「今では女の子が漏らして脱ぎ捨てた下着、とかでもイケるわ」

「へ、へえ……そうなんだ……あの、オレそろそろ――」

「待ちなさい。まだ大事なことを教えてないわ。そう。一番大事なこと」

「い、一番大事……？」

「我慢するという行為も、漏らすという行為も、ただそれだけをしても意味がないの」

　……ただ、それだけでは意味がない？

　別に我慢している子とか、漏らしている子を見ればそれでいいんじゃないのか？

　オレにはクリスが何を伝えたいか理解できない。理解したくない。

「心がこもっていなければ意味がないわ」

「はぁ!?」

「気持ちのこもったおもらしが至上なの。わかる？」

「き、気持ちっていうと『わたしのおもらしを、見てください』みたいな？」

「この、ばかっ！」

　パンと軽く頬ほおを張られた。

「え、えええ！　今オレ何でたたかれたの!?」

「おもらしのことが判わかってないからよ！」

「そんな理由で叩たたかれるなんて初めてだよ！」

「いい？　大事なのは恥じらいの気持ち。見られたくない、どうしよう、恥ずかしい。そういった弱みの部分よ。泣きそうになってたりするのもグッドよね」

「全くもって判らん」

「そういった心のこもったおもらし。それが、本当に上質のおもらしなの。しーくん。これだけは覚えておきなさい」

「わかるさ。――オレにはわかる。絶対に今からどうでもいいことを教えられるということがな」

「心のこもってないおもらしは、おもらしじゃない。それはただの尿よ。排はい泄せつ物ぶつよ。心がこもって初めて『おもらし』と呼ぶことを許すわ」

「こ、こころ……」

「ええ。心のこもったおもらしは、それこそダイヤにもルビーにもエメラルドにもサファイアにもなるの。まさに溶かした宝石のような価値があるのよ」

「へ、へえ……。そうなんだ」

「わかったかしら？」

　さっぱりわかんねえよ……。

　クリスはそこまで言ってから難しい顔をして、自分の顎あごに手を当てる。

「……だけど、するとあたしはおもらしが本当に好きなのかしら。そこに発生する羞恥の感情や忌き避ひの感情に心を揺さぶられているだけなのかしら。その感情を発生させるものとして、おもらしが適切だからそう思っているだけ？　下着と同様に見られたら女の子が恥ずかしがるから、かもしれないわね。だけど下着よりも強く心が揺さぶられる、いえ、下着との合わせ技というのも好きだし。んんん……？」

　なんでこいつ、こんなにまじめに考えてるんだ。

　などと思っていると、がらり。部室の扉が開いた。

「おーう。来たぜー！」

　カエデだ。続いてかりんも入ってくる。

「こんにちわです」

　これで全員集合だ。

　そこで、カエデが「くくっ」と意地悪く笑った。

　自分の持ったカバンに手を突っ込み、ゴソゴソとしだす。

「なあ、クリス。お前もこの部にいるってことは、アレなんだろ？　いいもん持ってきてやったぜ」

　クリスのことを嫌っているカエデがわざわざ、いいものを持ってくる……？

　怪け訝げんに思っていると。

「じゃじゃーん。紙おむつだぜー！」

　カエデが取り出したのは、そのままおむつの詰め合わせだった。

「ほら、クリス、穿はけよ。きっとピッタリだぜ！」

　びり、と開けて中から一個取り出す。

　カエデはそれを、難しい顔をしてぶつぶつ呟つぶやいているクリスの手に握にぎらせた。

「ほらほら。お嬢様。絶対お似合いだぜ？」

「……そうね。おむつもありね！」

　クリスはそう言ってから、スカートのポケットにおむつを入れた。

「く、クリス部長……いったいどうしたんです……？」

「……部長、何を言ってるの？」

「そ、そうくるとは思わなかったぜ……。やられた」

　そこでクリスははっと目を丸くして、顔の前で手を左右に振る。

「ち、ち、違うわっ！　そういうつもりだったんじゃないのよ」

「じゃ、じゃあどういうつもりだぜ!?」

　クリスがカエデをじっと見た。

「カエデこそお似合いなんじゃないのかしら」

「お、おむつなんてもう卒業したぜ!?　かりん、お前はどうだ」

「ぶ、無礼な……！　おむつなんかに頼らなくても、おもらしくらい我慢してみせますしっ！　大体クリス部長に失礼ですよ！」

「どこが失礼なんだぜ？」

　カエデが鼻で笑う。

「カエデ先輩！　やっぱりあなたは嫌な人でした！　良いい人かと思ったのに！」

「意見をころころ変えるなよ。軽く見られるぜ。やっぱりかりんが一番おむつが似合いそうだぜ」

　かりんが歯を剥むきだして、カエデを睨にらむ。

「くう……。ともかく、わたしもおむつは要りませんし！　バカなんじゃないですか！」

「中ちゆう二に病びようとか、一番子供っぽいと思うぜ？」

「ぐぐぐ……！　こ、個性です！　個性は大事なんですよ！」

　かりんが強く主張するが、カエデは興味なさそうに返事をする。

「ふーん」

「だいたい、個性がなくなってしまったらアレですよ。埋没してしまいます。すべての人間が同じようにしゃべり、同じ趣味をして同じ行動をする。そんな世界に行きたいんですか！　っていうか私は中ちゆう二に病びようじゃないです！」

「今のは明らかに自分が中二病って認めてたぜ。絶対」

「カエデ先輩は黙っていてください。……というわけで、一応聞いてみますが、聖ひじり先輩は、おむつどうです？」

「……私も、不要」

「ですよね。ほら、聞きましたか。カエデ先輩。カエデ先輩が持ってきたものなんて要らないってみんな言ってますよ？　ふふーん」

「うるさいぜ。かりん。喧けん嘩か売ってんのかよ」

「うるさいのはカエデ先輩ですよ。やりますか？　消し炭にしますよ」

「へえ。かりん。人間が何回くらい折り畳めるか、試してほしいみたいだぜ。被虐趣味なのか？」

　カエデとかりんが目線で火花を散らし出す。

「ちょっと、いいか」

　そこへオレは割って入った。

　そろそろ、いま第二華か道どう部ぶが陥おちいっている危機について、話さねばならないだろう。

「クリス、カエデ、かりん。話があるんだ」

　オレが真面目まじめなトーンで言ったためか、全員が静まりかえった。

「オレと聖のクラスに転校生がきた」

「うん。そうらしいわね」

「ああ。あいつは、オレと聖の幼なじみで、昔、ちょっと色々あったんだ」

「……そうなの」

「オレはあいつの心を救えなかったし、聖は――」

　つぶやいて聖のほうを見る。

　聖は肩を震わせながら、歯をくいしばって答える。

「……亜あ希きちゃんは、たぶん、私を恨んでる」

「ああ」

「……私が、悪いし、仕方ない」

「アレは……！　アレは、聖のせいじゃない……！　聖は悪くない」

「……でも、兄さん……」

「悪かったのは、オレだよ。そう、オレだ」

「でも……！」

　クリスがオレと聖ひじりに声をかける。

「ねえ、二人であのこととか言っても判わからないわよ」

「そう、だよな」

「差し支えなければ、教えてくれないかしら」

「それは……」

　オレは言いかけた。言おうとした。

　だけどそれ以上言葉が続かない。

　口から空気があふれ出るだけだった。それは決して声にはならない。

　気付けば拳こぶしを握にぎっていた。

　聖に視線を向ける。

　聖も暗い顔でうつむいていた。

　クリスも、かりんも、カエデも、黙したまま、オレたちが話すのを待っていた。

　時計の針だけが進んでいく。

　オレは待ち続ける彼女たちから視線をそらして、つぶやいた。

「悪い。ちょっと、思い出したくない。思い出したら、オレはどうしていいか、わからなくなりそうだ」

　切り上げようとした。クリスが鋭い言葉を投げかけてくる。

「しーくん。……逃げるのかしら？」

「っ……！」

「この前はあたしに、諦めなければ、可能性があるとか言っていたじゃない。なのに、しーくんは過去から目をそむけるの？」

　心臓の鼓動が速くなっていく。

「……少し、考えさせてほしい」

「あたしは別にいいわよ。みんなも、構わないわよね？」

　オレは小さく息を吐く。

　ごまかすように言葉を発した。

「それより、早急に考えなければならないことがあるんだ」

「なにかしら」

「亜あ希きが、聖やオレを恨んでいるのは、たぶん間違いない。きっと復ふく讐しゆうする気なんだ」

　クリスが首をすくめる。

「復讐、ねえ」

「ああ……。聖の物を、全て奪うんだと、言っていた」

「ほぁー……。そういえば、絶対許さないとか言ってましたね」

　かりんが口を大きく開けた。

「ああ。だからこの部活も、狙われるかもしれない」

「でも、別に、そんな子に狙われたところでどうってことないじゃない？」

　クリスはあまり気にしていないとでも言うように、笑顔で告げる。

「いや。違うんだよ。クリス」

「違うって何が、かしら？」

　亜あ希きがただの少女なら、何の問題もない。

「あいつは異常に鼻がいいんだ」

　普通に生活しているだけなら、何の問題もない特技。

「別に、鼻くらい大丈夫なんじゃないの？」

「いや……。そんなことはない。あいつは、緊張とか、怒りとか、相手の感じている気持ちすらも理解できる」

　亜希の特技は、オレたちと決定的に相性が悪い。

「気持ちがわかるって、どういうことかしら……？」

「おもらしを我慢しているということを、空気で感じることができるってことだ」

「っっ……」

　クリスの眉根が寄せられた。

「そして、極めつきは――」

　部室が静まり返る。

「もしかしたら、聖ひじりのおもらしが、バレているかもしれないってことだ」

　誰だれも喋しやべらない。

　重たい空気が部室内に満ちる。

　お互いの呼吸の音すら聞こえる静せい寂じやく。

　カエデが双そう眸ぼうを見開いている。

　クリスが真顔でオレを見ていた。

　かりんは青ざめながら口を開いた。

「で、でもですよ!?　わかってないかもしれないんですよね……？」

「あ、ああ。そうだぜ。『かもしれない』だろ？　問題はないぜ……」

「ええ。実際のところは判わからない、でしょう？」

　オレはそんな彼女たちに言葉を投げる。

「おい、お前ら、判ってんのか……？　もし露見してしまったら失うものは軽いもんじゃないんだぞ。一度アレが広まってしまったら、お前たちは――」

　聖はうつむいて、震えて、唇を噛かんでいた。

「うう……。これは、最大のピンチですね」

「だ、大丈夫。きっと大丈夫だぜ！」

「…………そうね。一体どうして、こんなことになったのかしら」

　暗い空気が部室を支配する。

「……全部、全部私のせい」

　聖ひじりが顔をあげた。

「……みんな、聞いてほしい」

　全員の視線が聖に集まった。

「……私は、みんなが大好き」

　瞳に涙すら溜たまっている。

「……やっと会えた、ちゃんと、話のできる友達。私は、そう思ってる」

　無表情なままの聖の頬ほおに涙が一筋、伝った。

「……私は、ずっと一人だと思ってた。だから、みんなと会えて、良かった……」

　膝の上に置いてあった本の上に、涙が落ちる。

「……だけど、これ以上私がいたら、みんなに迷惑を、かけちゃう」

　拳こぶしがぎゅうっと握にぎられた。

「……だから、私、部活を抜ける。あ、ありっ……あ、りが……とう……」

　つぶやいて聖が立ち上がる。

「ま、待ってください。聖先輩っ……！」

「そ、そうだぜ。別に、お前は」

「そうよ。聖、そんなこと、気にしないでもいいわ。あたしだって、この前は、迷惑をかけたし……」

　聖は止めようとする部員たちを見る。

　そして、無表情だった顔をくしゃくしゃに歪ゆがませた。

「……うう、あっ……あう……。わ、私は、そう言ってくれる、あなた達たちに、迷惑をかけるほうが、つらい……。つらいのっ……！」

　言って、聖が駆かけ出だした。

　いつも持っていた本すら床に落とし、部室から出ていった。

　本の表紙は涙で濡ぬれていた。

　誰だれも何も喋しやべらない。

「ひ、聖っ……！」

　一瞬遅れてオレは駆け出していく。

　開けっ放しの扉を抜けて、聖が走りだしたはずの方向へ。

　すでに後ろ姿は見えない。

　階段にたどり着く。

　上か？　下か……？

　下のほうからパタパタと走る音がした。

　そっちか！

「聖ひじり……！」

　あの流れた涙を止めてやりたかった。

　今までずっとそうしてきたのだから。

　幼い頃から、そうするのがオレの役目だ。

　浮かんだ涙を拭ぬぐい、原因を取り除くんだ……！

　一階まで駆け下りたが、聖の姿は見えない。

　聖、お前今いったい、どこで泣いてんだよ……！

　校舎内か？　外か？

　下げ駄た箱ばこを確認する。

　聖の靴が、ない。

　外かっ……！
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　ショウのいなくなった部室。

　クリスが重たいため息とともに吐き出す。

「さて、どうしようかしらね。追いかけたほうがいいのかしら」

「聖先輩は、わたしを友達だと、言ってくれました。だから、わかるんです」

「何が、かしら？」

「友達を傷つけるのって、とっても、つらいんです。わたしたちを傷つけないために聖先輩は、自ら犠牲サクリフアイスに……」

「……そうね」

「だから、だからこそ、わたしたちが追いかけてしまえば、その頑張りが無駄になってしまうような、気がします」

　そこまで言ってから、かりんは困ったように笑った。

「……わたしは、どうしたらいいんでしょう」

「難しいことは、さっぱりわからないぜ……」

　カエデが伸びをする。

「だけど、このままだと落ち着かないってことだけは、判わかるぜ……。というか、あいつ、カバン置きっぱなしじゃねえか」

　カエデが近寄って聖ひじりのカバンを持ち上げると、はらり。カバンの上のほうからはみ出ていた便箋が落ちた。

　犬の肉球柄の手紙だ。

　カエデはそれを拾い上げ――。

「お、おい！　こ、これっ……！」

　慌ててクリスとかりんに駆け寄る。

　そこに書いてあったのは――







　　『今日の十七時、体育倉庫で待ってるよっ！

　　　聖の秘密、絶対に暴あばいてあげるからっ！



犬いぬ居い亜あ希き』





「これは、果たし状だぜ!?」

「……きっと罠わなとかじゃないかしら」

「もしかして、聖先輩はここに行ったんでしょうか……？」

「そうね。たぶんそう思うわ」

「……今は十六時五十分ですね。あと、十分です」

「じゃ、アタシちょっと抜けるぜ」

　そう言ってカエデは聖のカバンを拾い上げる。

「カエデ先輩、何ど処こへ行くんです？　まさか……」

「勘違いするんじゃないぜ。忘れ物を届けに行くだけだ」

　そう言ってカエデは部室から出ようとする。

　すると、後ろからお嬢様然とした声がかかった。

「待ちなさい。あたしも行くわ」

「だったら、わたしも行きますよ。忘れ物とか、一大事ですもん。ついてきて欲しくないとかいいながら、忘れ物をした聖先輩が悪いんです」

「そうだわ。あの子、退部するとか言っていたけれど、あたし承認してないじゃない」

　クリスは、いつものお嬢さま然とした笑みを浮かべた。

「というわけで、部員のピンチに駆けつけるのは部長の仕事よね」

　第二華か道どう部ぶの三人は、部室を後にした。
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　オレは聖ひじりの居場所を捜していた。

　いったいあいつ、何ど処こに行ったんだよ……！

　焦りが胸を圧迫する。

　しかし、グラウンドの隅っこで話をしている男子二人に聞いたところ、すぐに場所は判明した。

　体育倉庫のほうに走っていく少女を見たという話だ。

　オレは礼を言って駈かけ出す。

　見えた。

　体育倉庫だ。

　見るからに頑丈そうな石造りの壁に覆われている。

　分厚い引き戸を開けて、オレは倉庫内に入った。

　中は薄暗く埃ほこりっぽい。

　マット、跳び箱、ボール篭かご、ハードルなど、体育に使われる様々なものが置かれている。

　その中央に、うつむいている少女がいる。

　聖だ。

　聖は声を殺し表情を殺し、ただ無言で下を見ていた。

「大丈夫か」

　近寄って声をかけると、聖はゆっくりと顔をあげる。

「……兄さん、どうして」

　無表情に戻っているが、やや様子がおかしい。

「お前が、心配だったからだよ」

「……別に、平気。だから、どこかいって」

「いけるかよ」

「……どうして」

「だって、お前が泣いている」

「……泣いてない」

「泣いてた」

　聖と視線がぶつかる。そのまま、数秒。

「……なんで、わかるの」

「目元が腫れている。それに、オレはお前のお兄ちゃんだからな？」

「っ」

　体育倉庫の中にある跳び箱が、がたり、と揺れた。

「いま、なにか動かなかったか？」

「……そう？」

「まあ、いいさ」

「……でも、いいから、兄さんは帰って」

「嫌だ。帰るならお前も一緒にだよ」

「……わ、私はもう少し、ここにいる」

「ならオレも一緒にいる」

「……ひ、一人にして。私はここにいなきゃ……」

「ここで、何かあるのか？」

「……な、何もない。何も、ないから」

　一人で泣きたい、とかか？　オレに見られるのが嫌なのか？

　だったら、離れていたほうがいいかもしれない……。

「じゃあ、わかったよ――」

　オレがそう言った時、入り口のほうから人ひと形がたの影が伸びた。

　三つの人影だ。

　聖ひじりが目を少し大きく開き、つぶやく。

「…………みんな。どうして、ここに」

　入ってきたクリスが胸を張って告げる。

「あなたが部員だからよ」

「……でも、私は部を抜けた」

「だって、退部届なんて受理してないもの」

　まるで当たり前のようにクリスが言う。

「で、邪悪なお相手さんはどこです？」

　かりんが体育倉庫内を見回す。

「むう……。いなそうです」

　突然現れてよくわからないことを言い出す第二華か道どう部ぶ員いん。

「おい。相手ってなんだよ？」

「それがですね。どうやら、犬いぬ居い亜あ希きさんでしたか。あの方がここに聖先輩を呼び出したそうで」

　……なんだと。

「だけど、近くにいる。そんな気がするぜ」

「勘ですか？」

「女の勘だぜ」

「女？　野性の間違いなんじゃないですか？」

「……いい度胸だぜ、かりん。あの犬っ子の前に、お前を血祭りにしてやろうか？」

「へえ……。予言しましょう。カエデ先輩、あなたは魔法障壁により、触れることもできずに負けます」

「あ？」

「ふん」

「おっと。こんな雑ざ魚こ相手にしてる場合じゃないぜ」

「同意です。カエデだかヒトデだかわからないような、海産物っぽい人を相手にしてる暇はないです」

　かりんとカエデがお互いに睨にらみ合あっていた。

　その時、ずずずずず――と、音。

　表からの光が遮さえぎられた。

　扉が閉まったのだ。

　ガチャリ、と、鍵の閉まる音が聞こえた。

「し、しまった……！」

「と、閉じ込められたぜ!?」

「……あの地獄の番犬ケルベロスの仕業ですか」

　かりんが厳しい顔でよく判わからんことを呟つぶやく。

「そうか……？　いや、なにか違和感があるぜ」

「何がかしら？」

　クリスが尋たずねるも、カエデは返事をしないで考え込んでいるようだった。

「それより、早く脱出するぞ」

　オレは体育倉庫の引き戸に手をかけた。やはり鍵がかかっている。

　窓のたぐいは――ダメだ。

　せいぜい天井付近に、腕が外に出せるくらいの小さな窓があるくらいだ。

「く……。誰だれか、携帯は持っているか？」

「……部室においてきちゃいました」

　マジか。

　そういうオレの携帯電話もカバンの中だ。

　急いできたためカバンは部室に置きっぱなしである。

　カエデが口を開く。

「アタシ、持ってるぜ。ちょっと待ってな――」

　携帯をかちかち操作する。

　そして、額ひたいを押さえた。

「くそ。――圏外だぜ」

「こんなところで、圏外になるんですか？」

　かりんが尋たずねる。すると、クリスがそれに答えた。

「壁が厚いからかもしれないわね。それにこの学校、場所によっては圏外になる教室とかもあるのよ」

「……知りませんでした」

　さて、どうするか――。

「そうだ。運動部がそのうち来てくれるんじゃ……って、ダメだ。今日は部活がない日じゃないか」

　オレのつぶやきに、聖ひじりがうなずく。

「……そう。下手をすれば、朝までこのまま」

　その言葉に、数人が唾を飲み込んだ。

　そして青ざめたかりんの口から言葉がもれる。

「って、トイレ、どうするんですか……？」

　その言葉を聞いたクリス、カエデ、聖が顔を青くさせた。

　かりんがその場でばたばた足踏ぶみを開始する。

「ああッ！　行けないって思ったら行きたくなって来ました！」

「なるほど。あたしたちを閉じ込めて、そして、秘密の証拠を掴つかもう、ってことかしらね……？」

「ちっ……。参ったぜ……」

「それに、ここって、密室ですよね……？」

　かりんのつぶやきにオレは首を縦に振る。

「確かにそうだな」

　すると、かりんは喉を押さえ、苦しみだした。

「ぎゃあっ！　く、空気が薄くなって来ました……！　く、苦しいです……！」

　中ちゆう二に病びよう少女がふらふら揺れだす。

「ううっ……。もうだめぇ……」

　かりんが白い喉を押さえ、喘あえいだ。

「んな訳あるかよ」

　ぱしん、とかりんのデコを指ではじく。

「それは絶対気のせいだ」

「……で、ですかね？　あ、ホントです。やっぱり平気そうです」

「まあ、このまま待てば、誰だれかが心配して助けに来てくれるだろ。家にも帰ってない訳だし、誰かの家族からの連絡もあるはずだ」

　オレはそう思った。



　だけど、それは間違いだった。



　助けが来る前に、別の限界が来てしまったのだ。

「うう……このかりんを、こんなところに閉じ込めるなんて……」

　かりんが唇を噛かんで、太ももをよじる。

　しばらく考えていたら、腹が立ってきたのかもしれない。

「それに、聖ひじり先輩をこんなに付け狙うなんて、許せないです。逆恨みみたいなもんじゃないですか。って、うううっ！　ムカついてきました……！」

　かりんの息が荒くなってくる。

「お、おい。かりん。あまり怒るなよ……？　お前、怒ると、アレだろ。大変なことになるだろ」

「くう……。し、しー先輩……。ちょっと、気を紛らわすために、なぞなぞをしませんか」

　額ひたいに汗を浮かべたかりんに、そんな話を持ちかけられた。

「な、なぞなぞ？」

「ええ。そうです。じゃあ、いきますよ」

「お、おう」

「パンはパンでも食べれないパンはなーんですかっ？」

「ああ。それよくあるやつだろ。知ってるぞ。フライパン」

「ぶっぶー。縞しまパンでしたっ！」

　ふふんと胸を張るかりん。

「……!!　結構たくさんあるんじゃないか？　ていうかオレのでも正解だろ」

「かりん。それは違うわよ」

　クリスがこちらに、大きな瞳を向けていた。

「え？」

「食べれるわよ」

「……え？」

「だから、食べれるわよ。縞パン」

「た、食べられるんですか!?」

「ええ。ねえ、しーくん？」

　ここでオレに振るのか!?

「いや、お前は食べられるかもしれないけどな。普通は食えないんじゃないか？」

「……しーくん。食べられないの？　購買に売っている縞しま模も様ようのパン。通称縞パン」

「え」

「……あらあら。しーくんはなんだと思ったのかしら？　あたしが、しーくんの想像してた縞しまパンを食べるシーンかしら？　ふふふ」

「な、なんだろうなー？」

　いやいやいや。絶対共通のものを想像してたはずなのに、逃げた、というか、オレを罠わなにハメに来やがったな……！

「むう……。じゃあ次の問題です。上は大火事、下は大洪水。なーんですかっ？」

　風呂、なんて単純なものじゃないだろう。

　さっきの問題から考えるに、きっと変な引っ掛けを用意しているはず。

　たっぷり十秒は悩んでからオレは答えた。

「…………ええと。お前か？」

　かりんは眉をひそめる。

「……は？　どういうことですか？」

「だって、上は大火事、下は大洪水って……お前のことだろ」

　大火事は、真っ赤になって怒ったかりんの顔。下は……、まあ、大洪水だ。

　オレがつぶやくと、かりんはむぅ、とちょっと考えこんでから、顔を真っ赤にした。

「な、なななな、なんて、ことをいうんですか!?　ゆ、ゆ、許せま、せ、ん……んんんっ！　はふぅ……」

　かりんが太ももを押さえるようにして、地面にへたり込んだ。

「し、しー先輩めえっ……！」

「ほら、今の状況がさ」

「こ、この、ば、馬鹿ぁ……！　んんんっ、くぅ……あう……」

　女の子座りをしながら太ももに両手を挟んだかりんは、頬ほおを赤く染めていた。

「うう……。し、しー先輩、こ、こっち、を、んんっ……みないで、ください……」

「わ、悪いっ……！」

　我慢をしているだけなのに、どこか色っぽく感じる。

「というか、すまん……。こんな状況なのに」

「……このお詫わびは、んにゅ……、絶対に、して、もらいます、から……！」

　そして、かりんだけではない。

　カエデもだ。

　跳び箱の上に座って、足をばたばたさせている。

「あんな頭の悪そうなやつにハメられるなんて、悔しいぜ……！」

「ま、待て。カエデ。お前あんまり悔しがると、あれだろ。あんまり意識しないほうがいいんじゃないのか……？」

「清し水みず。お前はアタシをわかってない」

「わかってない……？」

「ああ！　全然わかってないぜっ！　そんな、意識しないとか、逃げたみたいで、んっ……。余計に、悔しいぜ……」

「そういう、ものか……？」

「そういう、もんだぜっ！　く……」

　何やらカエデの声も艶つやめいて行っているような気がする。

「おい。大丈夫かよ……？」

「だ、大丈夫、だぜっ……。……それにしても、違和感が消えないぜ」

「さっきからそれ言ってるよな」

「さっき扉が閉まった、ときっ……あの、犬女が、もっと近くに、いた、ような、気がしたんだぜ……」

「……鍵を閉めたのは、亜あ希きだろ？」

「かもしれない、けど――んぅっ……い、今も、どこかで……見ている気がするぜ……」

　カエデがそう言うと、カエデの座っている跳び箱が少し動いた気がした。

　……気のせいか？

　カエデが気づいてないのだから、おそらく目の錯覚だろう。

　カエデは大きく深呼吸した。

「悪い。アタシは、ちょっと、休むぜ……」

　そう言って、自分を落ち着けるように目をつむった。

「ところで、クリスは大丈夫なのか……？」

「……つらいわね」

「そう、なのか……？」

「ええ。我慢しなきゃいけないって思うと、なんかこう、頑張ってる気持ちにならないかしら？」

「頑張れない体質、だもんな……？」

「……不本意ながらね。……そ、そう、なっちゃったもの……」

　クリスが頬ほおを上気させながら吐息をもらした。

「ん……。はやく、助け、来てくれないと、つらい、わね……」

「ああ。助け、来るといいな」

　この中で一番マシそうなのが聖ひじりなのだが、それでもちょっと厳しいものがあるようだ。

　聖はマットの上で体育座りをしながら、踵かかとを上下させている。腰がマットにすりつけられるような動きだ。

　オレが見ていることに気付いたのか、聖が目線を返してくる。

「……兄さん。私なら、大丈夫」



　しかし、まったく大丈夫ではなかった。

　それから三十分もした頃には、オレ以外の全員がうずくまるという事態になっていた。



「みんな聞いてくれ」

　オレは全員を見回してから言った。

「オレたちにとっての敗北条件の話だ」

　全員が聞いていることを確認してから、オレは続ける。

「最悪なのは、ただひとつ、証拠を残してしまうことだ」

　そう。証拠さえなければいいんだ。

　相手がただ嘘うそを触れ回っているだけ、ということにできる！

　しかし、証拠があれば、こちらが一気に不利になってしまう。

「だから、証拠をなくせばいい」

　第二華か道どう部ぶの全員が、オレを期待するような目で見た。

「つまり、飲――――!?　ぐはあ！」

　オレが言い終える前に、カエデのボディブローが炸さく裂れつした。

「し、清し水みず、て、てて、てめえ、何、を、はぅんっ……いって、や、や、がるんだぜ……！」



「そうだわ……！」

　とてもすごい名案が思い浮かんだ、みたいな言い方で、クリスが告げる。

「おむつがあるわ……！」

　全員の視線が、クリスに集まった。

「お、おむつ……それは封印を施すためのっ……ぅ……マジックアイテム……。い、今のわたし達たちに、とってはっ、神器にも等しいですっ……！」

　かりんが太ももをよじらせながら、両手をあげて、歓喜する。

「……そ、それさえ、あれば……んっ、この苦しみから、解放されるぜ」

　カエデが両の拳こぶしをぎゅうっと握にぎった。

「…………す、すごい」

　聖ひじりまでもが目を輝かせている。

　おむつでこんな反応を示す奴やつら、初めて見たよ……！

　だけど、今のこいつらからしたら、そうかもしれない。

　救いのアイテムだ。

　死にかけた時のエリクサー、錬金術で言う賢者の石、または道教の仙せん丹たん、そういったものに匹敵するくらいの、超重要アイテム。

　クリスがスカートのポケットから、白いもこもこしたものを取り出した。

　おむつだ。

　はき心地やわらか、使えばすっきり、もれても安心な、超高性能アイテム……！

　それが、おむつである。

　全員が物欲しげな目になる。

　全員が欲しがっているのに一個しかない。

　つまり、願いを叶かなえられるのはただ一人だけ。

　以前のファミレスのような醜い争いの再来かに思われた。

　しかし……！

　クリスが首を横に振る。

「あたしは、はふ……要らないわ。……あ、あなたたちが使って」

　かりんが手で押おし止とどめるような動作をした。

「わ、わたしもぉっ……い、いい、いりません。……だって、わたし。んく……わ、わかったんです。あっ……自分よりも、大切な物が、あるって……」

　カエデがそっぽを向いてみせた。

「あ、アタシも要らないぜ。……んぁっ。っつーか、アタシは、清し水みずにぃ、か、借りがある。だ、だから、選択は……うあ……お前に任せるぜ」

　聖ひじりが何か言おうとした、その時――！

「見つけたよっ！　とうとう暴あばいた、あなたたちの秘密っ！」

　そんな声が、どこからともなく聞こえてきた。

「ど、どこだ！」

「なんか声が聞こえました……。お、オバケです……!?」

「……違う。これは、あ、亜あ希きちゃんの声」

「ど、どこにいるのよ……」

　全員の戸惑う声。

　がたがた。

「開かない！　開かないよーっ！」

　がたがた。

　がたがた。

　カエデの座っている跳び箱が激しく揺れ動く。

「な、なんだぜ……!?」

　カエデが飛とび退のく。漏れそうで大変なことになっていたのか、バランスを崩して膝をつく。

　それと同時に、跳び箱の一番上が弾はじき飛とばされた。

　そこにいたのは――。

　特徴的な犬耳っぽい髪型の少女。

　犬いぬ居い――亜あ希きだった。

「ふふ、ふふふふ！　やっぱりおもらしだったんだね!?　するならすればいいよ！　その、おむつをはいて、ねっ！」

「亜希!?　お前なんでここに!?」

「アキ、証拠掴つかむためにここでずっと張ってたんだよっ！」

「じゃあ、鍵を閉めたのは……？」

　あれは、亜希じゃないのか？

「亜希、昔この辺に住んでたからねっ！　従姉妹いとこがいるの。閉めたのは、その子だよ！」

「はっ……。てめえ、調子に乗りやがって……」

　カエデが犬歯をむき出しにして、苦しそうに下を向いた。

　そこでオレは気付く。

　亜希は何か棒のようなものを手に握にぎっていた。

　まさか、武器とかか？

　オレは警戒をしながら尋たずねる。

「お、おい。亜希。その手に持ってるものはなんだよ」

「これ？　これはスポーツドリンクだよ！　一日中、おもらしするのを待ってても平気なようにねっ！　でも、もう全部飲んじゃったけどっ！」

　亜希の手に握られていたのは、二リットルのペットボトルだった。しかも、既に空っぽである。計画性のないやつだ。

「さあ、今すぐそのおむつをはいて、すればいいよ！　どうせ、他の人たちよりも自分のことが大事で、一人でおむつを使う気なんでしょ？　聖ひじりは」

「……うう。そんなこと、ない。私も、皆みんなにおむつを使ってほしい」

　亜希が強く、とても強く聖を睨にらみつける。

「本当に？　聖が、そんなこと思うわけがない。どうせそういうポーズだよ。いい人ぶって！」

　恨みのこもった声が、聖を責める。

　そんな亜希に、クリスが声をかけた。

「……犬居、亜希さん？　……んくっ。あなたは、どうして……そんなに、聖を、恨むの？　あうっ……。ひ、聖は、悪い子じゃないわ。恨まれる理由がわから、ない」

　亜希が冷めた目で、第二華か道どう部ぶ員いんを見回す。

「ふーん。聖、ここでは相当上う手まくやってるみたいだね。完璧に騙だまされちゃってるじゃん。いいよ、話してあげる、あの時の――ことを」

　オレは、心臓が痛くなる思いで、亜あ希きの言葉を聞いた。

　思い出したくもない話が、始まった。

「アキが昔この辺りに住んでいた時の話だよ……」



　　　　　　　●▲



　アキは小学校に上がる前から、一緒に遊んでいた。

　ショウくんと、聖ひじりと、アキの三人でね。

　いつもショウくんが聖を連れて、アキを誘いに家まできてくれたの。

　よく、この前行った公園で遊んでたよね。

　ある日、アキが公園で転んで怪け我がをしちゃったよね。

　ショウくんは駆け寄ってきて言ったの。

「大丈夫か？」

「……痛いよ」

「ほら、これを使えよ。水で洗っておいで」

　そういってハンカチを渡してくれたんだ。

















　アキはすごく嬉うれしかった。

　嬉しかったよ。

　いつも聖ひじりを優先しているショウくんが、アキを心配してくれて。

「ねえ、ショウくん。これ、もらっても、いいかな……？」

　聞くの、怖かった。断られたらどうしようかって、怖かった。

　でも、ショウくんは「ああ、いいよ」って笑ってくれて。

　すっごく、嬉しかったんだ。

　それからそのハンカチは、アキの宝物になったの。

　あの時の聖はいつも泣いてばかりで、ショウくんはいつも聖を構ってたね。

　ブランコを高くこげるようになっても、砂場にお城を作っても、泣いてる聖のほうばかり見ていたね。

　でも、アキは大丈夫だった。

　ショウくんにもらったハンカチがあったから。

　それから香るショウくんの匂いで、アキは癒いやされてたんだ。

　どんな香水よりも、好きな匂い。

　それがショウくんとアキの絆きずなに思えたんだ。



　ある日、アキの転校が決まっちゃったんだ。

　お父さんが急に言って、それはアキにはどうしようもなくて。

　ショウくんと聖に言おうとしたけど、言ったらそれが本当になっちゃいそうで、言えなかった。

　今思えば、そんなこと、言っても言わなくても変わらないのに。

　だけどアキは言えなかった。

　それに、ショウくんがくれたハンカチがあれば、アキはずっと繋つながっていられる気がしたんだ。

　そして――転校するって言えないまま、小学一年の三学期の終業式が訪れたの。

　春休みが終わる前にアキはいなくなる。

　言わなきゃ言わなきゃって思ってた。

　その日は聖と、アキも寝坊したの。

　アキと聖を待ってたショウくんも一緒に遅刻することになって。

　三人で体育館に向かったよね。

　その途中で、教師に見つかったこと覚えてる？

　色黒で筋肉質の、学年主任の人。

　いつも怒ってばかりいる怖い先生だった。

　あの先生は遅刻したアキたちに向かって

「コラ！　お前ら！　もう終業式は始まってるぞ！　何をしてる！」

　って、すごい剣けん幕まくで怒りだして。

　三人で身をすくませたことを覚えてるよ。

　聖ひじりなんてすごい緊張してて、顔を真っ青にして震えてた。

　アキはお気に入りのハンカチを手に持ってて。

　それを、床に落としちゃったんだ。

「す、すみません。オレが起きれなくって……」

　そういって、ショウくんはアキたちを庇かばってくれた。

　そう思ったんだ。

「清し水みず。お前はいつもそうやってこいつを庇う。だから、妹の甘えが直らないんだ！」

「ち、ちがうんです。今回はほんとに……」

「清水妹。お前はいつも体育は休んでいるし、すぐに保健室へ行く。根性がないからそうなるんだ」

　先生が険しい顔で聖の顔をのぞき込んだんだ。

「え、えう……うぅ……」

　それで聖は涙を目にためて、何も言えなくなって。

「先生が子供の頃は、風邪で高熱が出たって休まなかったし、毎日運動だってかかさなかった。お前らはすぐに疲れただのなんだの言って休みたがる」

「ちがうんです。せんせい、ひじりは、本当にからだが弱くて――」

「身体からだが弱いなんていうのが、甘えなんだ！　それを先生は直そうとしている。何か間違ったことを言っているか？」

　聖は汗をだらだら流しながら、ふらついてたね。

「おい、聞いてるのか！」

　学年主任が聖のすぐ近くで声を張りあげて。

「う、うあ……あ……っ」

　目に涙をためた聖の、その太ももに、液体が流れてって。

「あう、えぐ……ひんっ……」

　まさかって思ったよ。

　聖はおもらしをしちゃって。

「清水妹。汚したら、どうするかわかるか？」

「う、うう……」

「早くしろっ！」

　すごく、嫌な予感がしたんだ。

　そうやって凄すごまれた聖ひじりは、床に落ちてた布を――。

　わたしのハンカチを手にとって――。

　自分のアレを拭いちゃってたんだ。

　信じられなかった。

　裏切られた気持ちになった。

　アキとショウくんの絆きずなが汚れて、解ほつれて、切れていくような気がした。

「ひ、ひじり、それ……」

　もうアキは何もわからなくなっちゃって。

　聖につかみかかったよね。

「ひじりの、ばかあ！」

「うあっ……！」

「ばか！　ばかあ！」

「ご、ごめ、ん……」

「もう、こんなハンカチっ……！　しょーくんの匂いが、しなくなっちゃったっ……！　いらないっ！」

　聖が奪ってった。

　ショウくんも、ハンカチも。

　先生はそれを見て面倒になったのか、用事があったのか、時計を見てつぶやいた。

「おっと――。もうすぐ式が終わるな。先生は挨拶があるから、行ってくる。ちゃんと床を綺き麗れいにしておくんだぞ」

　ショウくんがアキたちを宥なだめようとしたけど、アキはもう信じられなくて、許せなくて。

　そうこうしてるうちに、チャイムがなって他の生徒達たちが出てきて。

　ショウくんがどこかへ走っていった。

　見捨てられたと思ったよ。

　アキも聖も、聖のおもらしでぐちゃぐちゃになってたから。

　余計に聖が許せなくなったの。

　でもショウくんは見捨ててなかった。

　バケツに水をためて、アキたちにかけてくれて。

　やっぱり見捨ててなかったんだ、って思った。

　ちょっとだけ、嬉うれしかった。

　だけどショウくんはその後アキに話しかけないで、聖の心配ばかりしてた。

　聖は、聖は、アキのものを全部持って行くんだ。

　ショウくんを持ってるのに。

　ショウくんがくれたハンカチまでダメにして。

　アキに何も、譲る気がないんだ！

　一緒に遊んでた頃は、ちょっと嫌な気持ちになることも多かったけど。

　それでも、友達だと、思っていたのに！

　だけど聖ひじりはそう思ってくれてなかった！

　だから、聖は大嫌い！



　　　　　　　●▲



　オレは黙って亜あ希きの話を聞いていた。

「……という、ことだよっ！　だから、聖は、絶対に許さない……！」

　語りながら、亜希は涙をこぼしていた。

　胸の奥が痛い。

　そう。当時のオレはこの子の傷に何も気付くことができなかった。

　そこまで重いものだと思っていなかった。

　ただ、聖しか見えていなかったのだ。

「亜希……」

　見れば、亜希の様子がおかしくなっている。苦しそうに、片目をつぶっていた。

「うっ……。アキも、トイレ行きたくなった、かも……」

　それは、そうかもしれない。

　吸収しやすいスポーツドリンクを二リットルも飲んだのだ。

　当然の帰結だ。

「あううっ」

　亜希が太ももをこすり合わせる。

「……あ、アキまで。も、漏れそうっ……！」

　そこにかりんが、びしっと指を突きつける。

「た、確かに過去……んぐっ。あ、あなたは、か、可哀かわい想そう、でした。ですが、今の行動の理由には、な、なりません！　はふ……。友達なら、友達だったならっ！　なんで、解わかり合おうと、しないんですかっ……！」

「だって、聖は、亜希のこと、友達だって思ってないよっ！　絶対に！　んく……。お、おまたがぁ……」

「そこの犬。お、お前も……あうっ……あ、アタシたちと同じ状態だぜ」

「あ、アキはお前らと違うよっ！」

「ど、どこが違うと、言うんですか？　あ、あなたも今、大変なことにぃ、なってる、んっ、じゃないですか……！」

　細い足をこすりあわせるかりんが、股またを押さえている亜あ希きに言った。

「でも、亜希さん、というの、かしらっ？　こ、これで、あなたは……どうしようもないんじゃ、ないかしら」

「う、うう……？」

「だって、あなたも、も、漏らしちゃうんでしょう？　ふふ、うふふ……っっん」

「……そ、そういえば！」

「あなたの、第二華か道どう部ぶへの、攻撃っ、もっ、これで、おしまい、ね……」

　亜希が告げる。

「だから、何なのっ……？」

「え……？」

「アキがもらしてしまっても、あなたたちが、漏らしてることは、変わらない……！　んんっ」

「んく……。あ、亜希さん。あなたも、漏らしてしまえば、あたしたちのこと、誰だれにも言えないんじゃないかしら？　んっ……」

「そ、そんなの、知らないもんっ……！　聖ひじりの大切なものが、なくなれば、きっと、アキにっ……！　アキにも手に入るんだっ……！」

「おい……。亜希」

「な、なにっ。ショウくんも、やっぱりアキの敵なんだね……！」

「この、馬鹿野郎っ！」

「ふん……。やっぱり、アキの味方はしてくれないんだ……」

　亜希が悲しそうにつぶやく。

「なんで、お前は！　そういうことを言うんだよ！　誰かの大切なもんを奪っても、それは、自分のもんになったりしねえよ……！」

「でも、もしかしたら……」

「もしかしたら？　そんな可能性、ねえよ……！　もっと、他の方法があるだろうが……！」

「だと、しても、アキには他に何もないよ……。だから、ここで漏らしてでも、全部奪ってやるんだ……！」

　一体、彼女はどれくらい、抱え込んでいたのだろう。

　それは本人ではないオレには判わからないことだ。

　でも、亜希が辛いと思っていることは伝わってくる。

　だから、オレはコレ以上亜希を傷つけたくない。

　それに昔の負い目がある。

　しかし、このままでは第二華道部も、聖も潰されてしまう……。

　オレはきっと今どちらかを選ばなければいけないのだ。

　けど、選べない。

　どっちを選んでも、聖ひじりは悲しむ。

　オレは全員を、救いたいんだ……。

　オレが悩んでいると、聖がぽつりと呟つぶやく。

「……おむつ」

「そうね。おむつが、あったわね……」

　けど、それはひとつしかない。

　誰だれか一人しか救えない。

　全員を救うことは不可能だ。

　一人を救うために、他を見殺しにしなければならない。

　さあ。誰を、選ぶ？

　聖が、歯を食いしばって声をだす。

「……部長。その、おむつ、私が、欲しい」

　亜あ希きが聖を睨にらむ。

「……そ、そう、やってっ！　やっぱり、いつも、聖は自分が一番大事なんだっ……！」

　亜希が体の奥底から恨みがましい声を出す。

「……いつも、いつも、弱いフリをして、自分のことばかり……！　でも、そんなの、他の人達たちが、許さないよっ……！」

　聖は、今にも泣きそうだった。

　負い目のある亜希に責められ、緊張もひどいことになっていた。

　震えて怖がっているけど、それでも前に進もうとしていた。

「く、クリス、部長……。さっきの、お、おむつ、を、私にください……」

「……ええ。いいわよ。かりんとカエデはどう？」

「まあ、いいぜ。豆腐が、震えながら、頑張ってるんだしな」

「……わ、わたしも、構いませんっ。……なぁに。んくっ！　わ、わたしほどの大だい魔ま導どう師しともなれば、あううう！　ま、まだ、余裕ですしぃ」

　クリスの手から聖におむつが受け渡される。

「……こ、これ、私の好きに、して、いい……？」

　聖が全員を見回す。

　クリスも、かりんも、カエデも、うなずいた。

「い、いいわよ。んく――聖。あ、あなたのしたいようにして」

「……ひ、聖先輩がしたいように、すす、するといいです。あうっ……わ、わたしは、こ、この部のメンバーが選ぶ、選択肢なら、なんでも、構いっ、ません」

「と、まあ、そういう……あふ……こと、だぜ？　し、清し水みずに借りもあるしな」

　全員が全員、とても苦しそうなのに。それなのに全員が聖ひじりのことを思っている。

　良かったな……。聖。

　だけど、本当に、これでよかったのか？

　聖だけが救われる。

　そんな未来で。

　聖は亜あ希きと向きあう。

「どうせ、アキにおむつを見せびらかす気なんでしょ。アキには、何もないからって」

「……違う。違うよ。亜希ちゃん」

　亜希が両目をつむって、涙すら溢あふれさせて、叫んだ。

「アキには、ショウくんも、あなた達たちみたいに思い合える友達も、そしておむつもないっ……！　アキは、何も持ってない……。聖は全部持ってるのに、何一つとして、分けてくれない……っ」

「……あぅ……亜希ちゃん。んんっ……」

　聖は苦しそうにしながら、手にした白いもふもふのおむつを、

――手渡した。

「……こ、これ、を……」

　それに亜希が柳りゆう眉びを逆立てる。

　亜希が欲しかったものだ。

　でも、聖から手渡されたということで、思うところがあったのかもしれない。

「なんのつもりなの!?　今更、おむつで懐かい柔じゆうするつもりなのっ!?」

「……そんなこと、ない、うう……」

　聖は緊張が激しくなっていってるのか、加速度的に呼吸が速くなっていく。

「だったら、いったい……！」

「……あ、亜希、ちゃん。私の話を、聞いて、ほしい、のっ……」

「い、今更……！」

「ごめんなさいっ……！」

「う……」

「本当に、ごめんなさいっ……！　亜希ちゃんの、大事なもの、壊しちゃって」

「なんで、なんで今さら、謝あやまったり、するのっ……！」

「……亜希ちゃん、傷つけちゃったから、本当にごめんなさい……」

　聖は涙を浮かべ、告げる。

「……ずっと、ずっと、謝りたかった。」

「なんで、なんでこんなこと、するのっ……。憎めなくなっちゃう、じゃんっ……！」

「……いいよ。憎んでも。で、でも、ね……。んうっ……。私はずっと友達だと、思っていたし。思ってる」

「う、うあ……」

　亜あ希きがじり、じり、と、後ろに下がっていく。

「……もし、亜希ちゃんが、ゆ、許せないなら、私は、なんでもする」

「そんなこといって、許せないとかいったら、アキが……。言えない、よう……」

「……だ、だから、あ、亜希ちゃん。ううっ……そのおむつを、使って、いいんだよ……」

「でも、そんなことしたら、聖ひじりたちは――」

「……私たちは、慣れてるから」

　慈じ愛あいに満ちた聖の表情。

　それは、今はもう見せない、昔の聖の表情だった。

「……う、ああ……ああああぅっ！」

　亜希は嗚お咽えつをこぼす。

　体育倉庫の端の方へいき、おむつにはき替えた。

「……亜希ちゃん。よく似合うよ」

　その言葉と同時に、聖が崩れ落ちた。

　緊張する相手で、緊張するシチュエーションなのに、無理をしたせいだ……。

　体育倉庫の床に転がった聖が、汗で太ももを濡ぬらしていた。

　それを見てオレは歯は噛がみする。

「くっ……！」

　確かに、オレは亜希を救いたかった。

　いま亜希は救えたかもしれない。

　けど、それは第二華か道どう部ぶ全員の犠牲の上に成り立っている。

　そんなのはオレには、認められない……！

　オレは全員を救いたいんだっ！

　聖だけじゃなく、亜希だけじゃなく。

　聖も、亜希も、かりんも、カエデも、クリスも！

　全員、助けたいっ……！

　何か……！

　彼女たちを救う方法は……！

　せめて、雨が降ってくれれば――。

　そう思ってもここは屋内だ。

　どうあがいても不可能。

　けど、それがどうした――！

　不可能だってあがいたらなんとかなるかもしれないじゃないか――！

　雨だって、降らせてやる――！

　そう。

　雨。

　雨だよ！

　どうして気付かなかったんだ！

「いっっけええええ！」

　オレは体育倉庫の中にある篭かごから、バスケットボールを取り出した。

　そしてそれを天井に向かって投げる。

　高く、強く、そして、速く！

　狙いはそう――スプリンクラーだ！

　バスケットボールはスプリンクラーに命中する。

　しかし、何も起こらない。

　やはり衝撃くらいじゃダメなのか……？

　そう思った時、



　ジリリリリリリリ！



　非常ベルの音が響いた。

　そして天井にある消火設備のスプリンクラーから、透明な雫しずく。

　ぴちゃ、ぴちゃと音がする。

　体育倉庫の床が、少しずつ濡ぬれていく。

　スプリンクラーはオレたちに聖なる雨滴ホーリー・レインを降り注がせる。

　オレたちの穢けがれを洗い流すように、人工の雨が振り続ける。

　非常ベルがなったためか、しばらくして教師が助けに来てくれた。

　体育倉庫から脱出したオレたちの顔は、全員、とても晴れやかだった。



















　◆エピローグ



　翌日の放課後。

　オレは聖ひじりに校舎裏へと呼び出された。

　いつも会ってるし、二人にもなれるのに、なぜだろう。

　ちょっと不思議に思いつつも、寂れた校舎裏へとたどり着く。

　そこには亜あ希きがいた。

「しょ、ショウくんっ!?　どうしてここに」

「どうしてって、オレは聖に呼び出されて……」

「アキもだけど……」

　オレたちが戸惑っていると、すぐに聖もやってきた。

「……二人とも、お待たせ」

「あ、ああ。聖？　コレは一体、どういう……」

「……あの、ね。ちゃんと、亜希ちゃんにも、兄さんにも謝あやまりたくて」

「それはアキもだよ。いっぱい迷惑かけて、一人で突っ走っちゃって……」

「オレも、だな。小学校のあの時オレは多分、オレのことしか考えてなかった。亜希のことも聖のことも考えず、オレは、オレが聖を助けたいってことだけだった」

「……だから、ね。みんなで」

　聖の言葉を察し、オレと亜希と聖は顔を見合わせる。

「「「ごめんなさいっ！」」」

　オレたちは一斉に頭を下げあって。

　そして同時に顔を上げ、笑い合う。

「……それと、これ。ずっと返したくて、持ってた」

　聖がポケットからハンカチを取り出す。

「それ、あの時の、やつ……？」

　おずおずと差し出されたハンカチを受け取った亜希は、瞳に涙を溜ためていく。

「う、うわーんっ！　ごめんっ！　聖、ごめーんっ！　アキ、アキは、アキはぁ……！」

　亜希は犬耳をへにょんと倒れさせ、聖に抱きついた。

　別に、羨ましくなんかないぞ。とか思いつつオレはその様子を眺めていた。

　亜希はひとしきり抱きついた後、そっと離れる。

「そうだ。第二華か道どう部ぶの人たちにも、謝らなきゃだよね」

　亜希ががくりとうなだれた。

「あ、謝ったら、アキも部に入れる、かな？」

「……それは多分無理だと思うぞ」

「アキ、がんばるよ？」

　亜あ希き。お前それがどんな意味かわかってるのか？

　第二華か道どう部ぶの入部条件はおもらしすることなんだぞ？

　治すために頑張ってるんだぞ？

「やめとけ。頑張らないほうがいい。結構大変な条件があるんだ」

「それでも、がんばる！　条件を満たせるようになるよ！」

「本当にやめとけって」

「……亜希ちゃん、やめておいたほうがいい」

「聖ひじりまで!?」

　緊張せずに亜希と話せるようになった聖を見ながら、オレは二人に向かって言った。

「三人揃そろうのも、久しぶりだし、このまま何ど処こか行くか」

「アキ行くーっ！」

「う、うんっ！」

　聖は、誰だれが見ても判わかるほどの笑顔で、まるで人形とはいえないような表情で、そう言った。

　オレたちの弱点は治ってない。

　この前はその弱点を、クリスに無理やり作ってしまった。

　さらに、そんな弱点が欲しいとのたまう亜希までいる。

　かりん、カエデ、そして聖。

　どうやって彼女たちを治すのかもよく判らない。

　だけどオレはこれから、彼女たちをサポートしていこうと思う。

　オレたちの冒険がまんは始まったばかりだ。



了










あとがき



　お久しぶりです！　真ま崎さきまさむねです！

　まずは読者の皆様方に感謝を！

　このような内容の本書を手にとっていただき、ありがとうございます。

『失敗禁止！　彼女のヒミツはもらさない！』は、この巻を以もって最終巻となります。

　といっても、二巻目ですが。

　とても頭の悪い話ではありますが、楽しく書かせていただきました！

　何よりも、イラストレーターのさよりさんの絵がとても可愛かわいらしい。新しいキャラクターデザインやら、イラストが届くと、ついニヤけてしまいます。

　もしかすると、僕はこの瞬間のために本文を書いているんじゃなかろうか、と思えるくらいです！

　さよりさん、素敵なイラストをありがとうございます!!

　そして新しく担当になった武たけ石いしさんにも感謝を。これからよろしくお願いします。

　それにしても、自分の本が本屋に並んでいるというのは、嬉うれしいものですね。

　見かける度に買いたくなって、たまに買ってしまいます。店舗の特典目当てでも購入したので、見本も含めて、十八冊ほど家に一巻がありました。

　なんとか自制心を身につけないと、そのうち大変なことになりそうです。



　あと、アレです！

　僕は妹がいるんですけど。

　失敗禁止！　の一巻を読まれていました。

　うおおおおおおお!?

　マジでええええ!?

　と、それを知った時の僕の驚きよう愕がくたるや筆舌に尽くしがたいものがあり、嫌な汗が出たり、心臓の鼓動が速くなったり、顔がこわばったり。

　そんな恐怖体験がありました。

　まずい。このままでは僕の威厳が下がってしまうかもしれない。と、危機を感じていました。ですが、問題はありませんでした。別にその後に態度に変化はなかった、はずです。

　実は演技がとても上手とかでない限り、大丈夫そうです。

　良かった良かった。



　では最後にもう一度。本当にありがとうございました!!

真崎まさむね
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